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　プロローグ




　人間にはハートショット、ゾンビにはヘッドショット。

　お前が人間なら感染する前に心臓を撃ちぬけ。ゾンビならば狂う前に頭を撃ちぬけ。

　ただし日本で銃が手に入ると思うな。

　引き返すなら今のうちだ。

　それでも、この汚染された狂気の世界で生きぬく決意があるのならば助言をする。

　この世界では10のルールを守れ。





　１　武器を疑え。




ゾンビに有効な武器は確立されていない。映画に出てきた武器を信じるな。




　２　仲間を集めろ。




信用できる仲間が必要だ。だが、仲間の数は多すぎてもいけない。




　３　ゾンビに遭ったらまず走れ。




人間のアドバンテージはスピードだ。逃走はいつでも最大の武器となる。




　４　走るゾンビに出会ったら覚悟を決めろ。




この世界のゾンビはまれに走る。そんなゾンビと遭遇したら覚悟を決めて戦え。




　５　決してゾンビと会話をするな。




この世界のゾンビはまれに喋しやべる。だがゾンビと意思疎通を図ることは愚かな行為だ。




　６　安心してはいけない。




一瞬たりとも心を緩めるな。ゾンビはそんな油断につけ込んでくる。




　７　優しい人間を信じるな。




倫理的な言葉を吐く人間は、その地域に汚染を運んでくる。




　８　娯楽用品を大切にしろ。




崩壊した世界での娯楽の価値は高い。文化を途絶えさせてはならない。




　９　保存食を手に入れろ。




保存食の量によって旅の計画が決まる。保存食を作り続ける企業を大切にしろ。




　10　旅を楽しめ。




そして逃げ続けろ。たとえ世界が終わったとしても旅は続く。









[image: １　世界で一番美しい街より]







　国道二十号線のサプライズゲスト。

　それが新しん宿じゆくに出現した日から、日本は崩壊に向かうことになる。

　だが崩壊後も東京は生き残った。そしてこの時代において、世界で一番清潔で規律正しい場所となった。ただし東京という形態は少しだけ変化していた。

　東京という土地。

　東京という名称で管理されるエリアは少しだけ狭くなった。青お梅うめなどの山間部は東京から離れ、首都圏エリアと一律で括くくられている。つまり関東圏は、東京とそれ以外というエリアに分かれたことになる。

　東京の環境。

　利権やコストの面で進まなかった環境問題は一気に改善した。電線は地下に隠され電柱はすべて撤去された。歩道や道路の拡張、古い建物はすべて撤去され、ゴミ問題は厳格に管理されている。清潔でシンプルな風景を東京は手に入れた。

　東京の文化面。

　完全に中心となっている。都民たちはスポーツや芸能、サブカルチャーをとても大切に扱っている。途切れれば消えてしまうものだと理解したからだ。すべての文化の規模は縮小したとしても、絶対的な価値は高まったといえよう。

　東京の人間。

　隣人に無関心な東京の人々。かつてはそう評されたこともあるらしい。しかし今は違う。お互いに顔を合わせながら思いやる、確固たる人間関係が構築されている。感情のないネットの言葉ではなく、血の通った言葉を交わす場所が東京だ。

　東京における犯罪。

　極めて減った。生活には規律正しさが求められ、都民もその厳格なルールを受け入れている。ほんの小さなトラブルでも迅速な通報が行われ、犯罪の芽は摘み取られる。長らく解決できなかった飲酒トラブル、窃盗や詐欺、買春や売春などの問題は撲滅されかけている。

　ただし変わらないものもある。

　それは労働環境だ。相変わらず東京の人間たちは仕事に忙しい。通勤も通学もなくならず、ブラックと呼ばれる仕事環境はなくならない。過去に人間の仕事のすべてはＡＩに奪われるとされたがそうはならなかった。この世界において急激に職種が減っていく中、東京だけは増えている。人口減なども相まって、世界で一番働いているのが都民だといっていい。だが、あくまで都民は自らの意思で働いている。

『ゾンビが出ても通勤しろ』

　そんなスローガンを作ったのも都民自身なのだから。




　　　　　　　　　　＊




　山やま岸ぎし夕ゆう花かがパソコンを打っているとチャイムの音が聞こえた。街に響くその音を聞いて夕ゆう花かは大きく溜ため息いきを吐く。ここはカフェのテラス席だった。目の前には大きな道路があるが、車はほとんど走っていない。カフェの店内も閑散としていた。

　生産も流通も人口も減ったこの世界だが仕事だけはなくならない。いや逆に増えている。情報だけはなくならずに積みあがっていくからだ。そんな乱れた情報を整理し管理することが夕ゆう花かの仕事だった。夕ゆう花かはノートパソコンをたたんでからアイスコーヒーを飲み干す。東京では手に入るがコーヒーはこの世界では貴重品だ。

　飲み終わったプラカップを返却すると、公衆電話に向かった。高性能のノートパソコンを使っているがオフラインだ。ある理由があって現在のパソコンはただのワープロになり下がっている。連絡をするときはこうして有線を使う必要があった。

　数回のコールで出たのは夕ゆう花かの上司だった。夕ゆう花かは東京の役所に所属する派遣社員だ。派遣といっても仕事量は社員の倍はあるが給料は三分の一だ。

『ドランカーが出現した』

　上司の言葉に夕ゆう花かは溜ため息いきを吐く。ドランカーとは酔っ払いのような怪しげな行動を取る対象のことを示す。

「アルコールですか、それともドラッグ？」

　恐怖から逃げるためにドラッグに逃げる人間はまれに出現する。

『ドランカーだ。他に情報はない。目撃ポイントは春日かすがと水すい道どう橋ばしの中間付近』

　この近辺ではないかと、夕ゆう花かは顔をしかめた。ドラッグであれ老化による徘はい徊かいであれ、異常行動者の対処は慎重さが求められる。すべての都民は秩序立った規律正しい行動を取っており、その枠組みから外れてはならない。

『……今、フォーラムが作られた』

　さすがに夕ゆう花かは驚く。フォーラムとはSNSのようなものだ。しかし、ネットが崩壊した現在ではすでに前時代の遺産になり下がっている。ネットの海はウイルスに汚染され、泳ぎだすことは不可能となったからだ。

　それでも短時間なら清潔なプールが作れる。ウイルスを遮断した密室を共用掲示板として使うのだ。それでも、ウイルスはどこからともなく侵入してくる。つまりそれほどの労力を割さくということは、単なるドランカーではないということだ。

　夕ゆう花かはモバイルを取り出しフォーラムにアクセスする。

《ドランカー対応掲示板》

　そう表記されているページが表示された。本当に作られている。このページもすぐに汚染されるだろう。そうしたらこのモバイルも廃棄せねばならない。初期化ではなく廃棄だ。全盛期もネットの海には毒が浮いていたが、今や完全な毒の海となっている。その毒は洗っても洗っても電子回線のプログラムにこびりつく。なので街に配置されたスピーカーを利用するという、昔ながらのやり方に戻った。

『とりあえず様子を見に行ってくれ』

　上司の指示に「ええ？」と、夕ゆう花かは顔を歪ゆがめた。「私はしがない派遣ですよ」

『誰かが様子を見に行く必要がある』

「社員さんのほうが……」

『俺もすぐに行くから』

　公務員にしては彼の腰は軽い。

「信じますよ」

　とりあえず様子を見に行く他なかった。酔っ払いでもドラッグ中毒者でもなかったら、中心部に出現したのは二年ぶりとなる……。

　夕ゆう花かはレンタルの電動自転車で現場まで向かった。その間もチャイムの音が鳴っている。まだ問題が解決していないという意味だ。少しだけ嫌な予感がした。

　外そと堀ぼり通りを東に進むと東京ドームが見えた。ドームといってもすでに屋根は取り払われている。気圧調整のための電力確保ができないとの理由だが、空気が澱よどむ場所は人々が避けるかららしい。併設されていた遊園地は少しだけ残っているが、ホテルなど周囲の建物などはなくなっており、東京ドーム周辺は開けた公園のようになっていた。それも正体不明の存在が隠れる場所を消したのだ。

　そんな景色を見ながら夕ゆう花かは思い出す。子供の頃に父親にプロ野球観戦に連れていかれたことがあった。夕ゆう花かは野球に興味がなかったうえ、場外馬券場のウインズには柄の悪い男たちがたむろしていたのを憶おぼえている。

　だが今はそんな施設はない。清潔で整った風景が広がっている。東京は滅びに向かっているどころか、進化しているのではないかとさえ思う。

　対して海外の都市の現状は悲惨だ。東南アジアのある都市がゾンビに汚染されたとき、アメリカは戦略核の使用に踏み切った。──たとえニューヨークが汚染されたのであっても我々は同じ選択をした、とボタンを押したのだ。だが現在のニューヨークは、核が落とされることもなく完全にゾンビの巣そう窟くつになっている、とされる。

《ドランカーは白はく山さん通りを南下中》

　フォーラムにメッセージが表示された。と、同時にモスグリーンの車両が目に入った。これはただ事ではない。

　自転車を乗り捨て走る。車両の近くに立っている警察官を見つけて声をかける。

「どうなってます？」

　双眼鏡を覗のぞいていた警察官は、驚いたようにこちらの顔を見る。身分証を見せると、中年の警察官は大きく息を吐いた。

「やっと来てくれたのか。委員会はいつも遅いんだから」

「といっても、私は派遣で下したっ端ぱですが」

「下したっ端ぱでも委員会がいないと俺らは何もできないんだからさあ」

　会話を遮るように、迷彩服の自衛隊員が怒号を上げる。

「こっちに来てるぞ！」

　モスグリーンの車列がこちらに移動してくる。ドランカーは車列の向こう側にいるようだ。

《ただいま白はく山さん通りに到着》

　夕ゆう花かはモバイルにメッセージを入れた。

「おい、委員会のお偉いさんだってよ」

　警察官が自衛隊に声をかけている。すぐに迷彩服の若い男性が駆け寄ってくる。

「まずいですよ」

　彼は背後を指さしながら首を振った。警察官から双眼鏡を貸してもらい覗のぞき込こむ。そしてぐっと唇を嚙かんだ。やはり酔っ払いでも中毒者でもない。このエリアでは二年ぶりだ……。

「ゾンビですね」

　ゾンビは通りを歩いている。それも末期感染者、汚けがれた血をまき散らす存在だ。

「どうしましょう」

「どうしましょうと言われても……」

　隊員たちに囲まれ夕ゆう花かは言葉に詰まる。確かに自分はゾンビ対策委員会に所属している。しかし、正式な人員ではなく、下請けの下請けのような末端だ。

《ドランカーはゾンビのようです。すでに自衛隊も機動隊も出動しています》

　フォーラムに口頭でメッセージを入れると、しばらくしてレスが表示される。

《ただいま対策本部の設営中です》

《書記が入場しました》

《会議司会が入場しました》

「現場にいますが確実にゾンビです。早急に指示を」

　そう吐き捨てて顔を上げる。ゾンビは通りを南下している。

「皆さんの力でなんとかなりませんか？」

　夕ゆう花かが聞くと、警察官や自衛隊員は顔を見合わせる。

「私たちはゾンビに接触する権限がありません」

　彼らははっきりと断った。ゾンビを殺す権限は持っている。しかしそれはゾンビがゾンビであると確認されてからだ。ゾンビであるとの確定は、血液検査での陽性と質疑応答が必要となる。馬鹿げた規則だった。

「とりあえず、対策本部が発足したようなので指示を待ちましょう」

　夕ゆう花かは言い訳するが、中年警察官は時間稼ぎに不満げだ。

「こんなときのために委員会は多くの給料をもらってるんだろ？　なんとかしてもらわないと」

「私は下請けですから、安月給ですよ」

《まずは対話などでゾンビの確認を》

《血液検査を実行し、ゾンビの確認ができてから、正式な対策本部が発動する》

　頭に血がのぼってくらくらとした。馬鹿かこいつらはと思った。現に腐った死体が歩いているのに何を考えているのだ。さらにこんな状況なのに、なんで他の委員会のメンバーは現場に来ないのだ？　こうなったら腹をくくるしかないかもしれない。

「私が責任を持ちますので行動に移しましょう」

　ゾンビについては独自に勉強した。ただし机上の対策だが。

「攻撃しましょう。警告をして質疑応答に反応しなければ撃ってください。その後に血液検査を行います。ただし五メートル以内には近づかないで。その禁止範囲に入った人間は一時間以内の血液検査が義務付けられています」

　道路を歩いているのは完全にゾンビだ。やるしかない。しかし、周囲の自衛隊員たちはとまどっている。

「上の許可がなければ銃は使えません」

　あちらもどうも上の許可が必要なようだ。

「でも今はそんな場合じゃないでしょ。被害が出る前に撃って──」

「駄目だ」

　振り返ると、自転車に乗った田た崎ざきがいた。先ほど電話でやり取りした、夕ゆう花かの上司でゾンビ対策委員会所属の公務員だ。こんな夏でもスーツ姿だ。

「ただいま彼の家族を探しています。その後にご家族の許可を得てから処分をします。血液検査ができなければ処理はハンターが行います。なので皆さまはそのまま対応と、周辺の市民の避難誘導をお願いします」

　田た崎ざきの指示に安あん堵どした空気が流れた。旧型のトランシーバーで指示を出し始める。

「もう、遅いんですから」

「いや、俺はたまたま通りかかっただけだ。正式な指示は君が出す」

　田た崎ざきは妙によそよそしい。

「私が指示を出すにしても、対策の結論を」

「フォーラムでまだ対策本部ができてない。ゾンビ対策委員会の五大委員長が入場しないと始まらない。遅れて入場したほうが大物感があるから、時間ぎりぎりに入場するんだ」

「なんですか、その無駄なシステムは」

「そう言うな。無駄だと思ってなくしてみたらどうなると思う？　やっぱり無駄だったなってわかるんだ。だからこそ、必死で無駄なシステムと自らの居場所を残すんだろうね」

「そいつら、頭がおかしいんですか？」

　悪態を吐きつつフォーラムを覗のぞくと、いつの間にか自分の名前が表示されており慌てた。

《ただいまゾンビ対策委員会の山やま岸ぎし夕ゆう花かが対応しています》

「これはなんです？　私は下請けの派遣ですよ」

「さっき正式に委員会のメンバーとなった。これで君は公務員だ。おめでとう」

　意味がわからなかった。あれだけ難関だった公務員に、現場に居合わせたというだけでなってしまったことになる。

「とにかくゾンビを殺さないと」

「駄目だ、地価が下がる」

　何を言っているのだ？　ゾンビと地価が関係あるのか。

「東京ドームがある。数少ない娯楽の場所だ。そして副次的に店もある。ゾンビが通っただけで評判が悪くなるのに、ゾンビが死んだら地価が下がる」

　視線を上げると観覧車とジェットコースターが見えた。

　都民が一番恐れているのは感染だ。科学的に空気感染はないと断言されているが、恐怖はどれほど分厚い防護服を着ようとも侵入してくる。

「そしてゾンビを殺すには事前にゾンビの確認が必要だ」

「わかってます。でも、できるわけないでしょ」

「そうだ。でもできる人間がいる。ゾンビと判断して殺せる権利を持った人間だ」

「……ハンターですね」

　ライセンスを持ったゾンビハンター。ハンターは独自で判断し排除行動を起こせるシステムとなっている。

「長いさすまたで、ゾンビをコンテナに押し込む方法を取るだろう」

　そのコンテナはどうするのだろうと思ったが、その疑問は今はいい。

「じゃあ、ハンターはどこに？」

「車両が故障したとかで、到着が遅れそうだ」

　逃げているのだ。ハンターでさえもゾンビを倒す覚悟ができていない。そんな間にもゾンビは南下している。バリケードの車両もじりじりと後退していた。

「車両で突撃して頭をぶっ潰しましょうよ」

「……待て、やっと本格的に本部が発足した」

「で、なんて？」

「この辺はレストランが多いからこのエリアを抜けてから、って提言がある」

　夕ゆう花かは怒りで吐き気すら感じた。この思考と動きの緩慢さは、やつらがすでにゾンビになっているからではないか？　いつか血液検査をしてやる。

「じゃあ、どうするんですか！」

「本部では、今から東京にいるフリーのハンターで討伐できる者を募ってるね」

　夕ゆう花かは啞あ然ぜんとした。ゾンビが出現してからハンターを雇う。なんて馬鹿げたシステムがまかりとおっているのだ。

「じゃあ、とりあえずスピーカーで避難をさせましょうよ」

　自衛隊員の避難誘導は消極的だった。これでは逃げられない住人が出てくる。

「駄目だ。今は十時だ。ちょうど後発の出勤に重なる。それにまだゾンビだとは決まっていない。騒いで地価が下がったらこっちに損害賠償が来る」

「あれがゾンビじゃないわけないでしょ」

「それは暴論だよ。あくまで正体不明のドランカーなんだから」

　夕ゆう花かは舌打ちをしながら後退する。背後では通勤の電車が走っているのが見えた。ゾンビに気づいた者はいるだろうか。だがその噂うわさはすぐには広まらない。五年前とは違いこの世界にはツイッターもフェイスブックも存在しないからだ。情報の伝達は昔ながらの口コミだ。

「おっと家族が見つかったようだ。……ドランカーは七十代後半の男性。四十代の息子がつかまったが、父親はゾンビではないと言っている。また、自分もゾンビではないと。……面倒だな、その一帯は隔離して全員血液検査だ」

「ゾンビじゃないってどういうことです」

「とりあえずそう言うんだよ。ゾンビを匿かくまったりは犯罪だからな。……その後家族は黙秘をして対応を弁護士に一任するようだ」

　それにしてもなぜ東京でゾンビが出現したのか。東京はクリーンに保ち、外部からの汚けがれた血の侵入は許していない。どれほどの圧力が掛かろうとも、現在は避難民なども受け入れてはいない。

「遅いタイプだよ」田た崎ざきが夕ゆう花かの疑問を察した。「血液検査でも陽性と出ず、さらに感染が遅いタイプのウイルスがいる。つまり四、五年前にすでに感染していた。感染率は低いが老人は抵抗力が弱いからな」

　夕ゆう花かはぞっとした。それは初めて聞いたことだった。それが本当なら、世界一清潔な東京でも予備軍がいるということだ。

　それにしてもハンターはまだか。こんな緊急時に何をのろのろとしているのか。

「……本部は、やっぱりここでの処分は避けろと言っている。本部の中にジャイアンツファンがいるらしい」

　馬鹿げている。高給取りの委員会の老人たちは何を考えているのか。ジャイアンツの連敗よりも人類の連敗を阻止するべきではないのか？

「ゾンビの体液検査をしろとも言ってるな。ゾンビには感染の早さや感染率の強さ、さらに狂暴になるか静かになるか、その組み合わせパターンが数十種類みつかっている。その検査をしてから対策を立てよう、と」

「……誰がゾンビから体液を貰もらってくるっていうんですか」

　会話を聞いていた自衛隊員たちが目を逸そらす。

「気にしないでください。今は距離を取って監視をしてください。それと、ゾンビの通った道路の消毒を続けてお願いします。……と、彼女が指示をしています」

　田た崎ざきが平然と言う。ゾンビの通った後は巨大なトラックが石灰のような粉を撒まいている。

　防衛ラインはさらに後退し、総そう武ぶ線せんの高架を潜くぐり抜ぬける。

「私、ハンター組合に電話してきます」

　交差点の端に公衆電話がある。夕ゆう花かはそこに走り、緊急ボタンを押してから受話器を取った。コールは十回ほど続いてからやっと通じた。

『こちらはハンター……』

　夕ゆう花かは怒号を上げた。

「何をしているの、早く現場に来て！　こうしている間にも被害者が出るかもしれないのよ」

『ちょうど出たところです』

　蕎そ麦ば屋やの出前か。それでも怒りを堪こらえて説明を聞く。

「編成はどうなっているの？」

『本隊はまだ準備に手間取ってますが、代わりにフリーのハンターを向かわせました』

　フリーとは東京のハンター組合に所属していない者のことだ。

『バイクで向かっているので、あと十分程度で到着するはずです』

「あんたたちは何をしているの？」

『準備です。どのようなゾンビが出るか不明です。ですから私たちは最悪に備えて、万全の準備をしてから──』

　夕ゆう花かは受話器を叩たたきつけるようにして切った。

　顔を上げると、ゾンビはさらに白はく山さん通りを下ってくる。夕ゆう花かは田た崎ざきの元へと走って戻った。

「どうだった？」

「十分ぐらいでフリーハンターが来るようです」

「フリーか。そうだろうな……あっ」

　田崎が声を上げる。ゾンビの動きが止まったのだ。見るとゾンビはカフェのテラス席に座っている。もちろん店員はすでに避難させており無人だ。

「あーあ、あの喫茶店も閉鎖だな」

　ゾンビが座った喫茶店に客が来ることはない。

「なんか、人間っぽい行動ですね」

「そりゃ人間だったからな。ゾンビは人間だったときの記憶が残ってるから、あの人も喫茶店によく行ってたんだろ」

　確かに喫茶店で新聞などを読んでいる老人のようにも見える。彼も生前はああして過ごしていたのだろうか。家に居場所もなく一杯のコーヒーで時間を潰す哀れな老後。……いや、そんなセンチな気分になっている場合ではない。

「とにかく、静かにしているうちに処理を。殺せないのなら、ここ一帯を封鎖してバリケードで囲むなどの方法を取ります」

「待て、本部でその議論が始まっている」

　田た崎ざきがモバイルを覗のぞき込こんでいる。本格的な議論が始まるまでに時間がかかりすぎる。ゾンビ対策委員会は五つの部署を強引にまとめたために五人のトップがいるのだ。さらにその各派閥の下に何段もの下請けがおり、底辺に夕ゆう花かのような派遣がいるといった形態だ。ゾンビが出て対策の議論をするのにも、どこがイニシアチブを取るかの議論から始めることとなる。

「白はく山さん通りの封鎖は避けろと。どうにか別の場所に移動させてそこで封鎖しろってさ」

「別の場所ってどこです？　来た道を戻って巣す鴨がもあたりですか？」

　委員会は目立つことを恐れているようだ。ゾンビが出たとしても速やかに処分すればなかったことにできる。SNSのないこの東京では言論の封鎖も簡単だ。

　と、ゾンビが立ち上がった。

　ゾンビはゆらゆらと体を揺らしながら道路に出る。そして再び南下した。

「止めないとまずいですよ。このまま下ったらあそこに出ます」

　東京が守らねばならない場所がある。決して汚染してはいけない。もしもそのエリアにゾンビが入れば完全に委員会の責任問題となる。

「……フォーラムが途切れた」

　夕ゆう花かが自分のモバイルを見ると、画面でブロック崩しゲームが始まっていた。コンピューターウイルスに感染したのだ。これだけ完全な密室を作ってもウイルスは侵入してくる。夕ゆう花かはモバイルを地面に叩たたきつけて破壊した。

「どうするんですか？　誰が指示を？」

「フォーラムが汚染された場合、全権は現場の人間に移る。つまりこの場合は、唯一ここにいる委員会の君だ」

　田た崎ざきは夕ゆう花かを指さした。

「田た崎ざきさんは？」

「俺は公式にはここにいないことになっている。助言はしてやれるが指示は出せない」

　夕ゆう花かはぐっと唇を嚙かむ。これは派遣の切り捨てだ。たとえゾンビをどう処理しようとも責任を問われることになる。そのために夕ゆう花かは公務員に一瞬で昇格したのだ。そんなときだけ決断が迅速なのか。

　ゾンビは白はく山さん通りを下っていく。あのままだとあの場所に……。

　ゾンビを殺すことは簡単だ。夕ゆう花かは都内でのゾンビ討伐の報告書を読んだことがある。速やかに対処できれば委員会のおかげ。失敗すれば、下がった地価の賠償、ゾンビの親族からの告訴などが待ち受けている。

　警察や自衛隊員に殺させることはできない。強引に行動させた委員会の人間がいたが、後に警察官からPTSDで訴えられ敗訴している。

　では封鎖か。封鎖行動をとった場合、ゾンビの殺処分は引き伸ばされる。封鎖によって差し迫った危険がないとなると、まず血液検査や面接などの手順を踏むことになる。となるとこのエリアにゾンビが出たことが明確になってしまう。

　その責任を一人で負うことになる。そんな人間の末路を夕ゆう花かは知っていた。東京外のバリケード近くに左遷され、住民から罵声を浴びせられながらバリケードを作り続ける。公務員の高額な給料はそんなリスクが伴っているとされるが、実体は弱者に全責任を押しつけていた。

　夕ゆう花かは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。この東京を、いや今の自分を救ってくれるものは一つしかない。速やかにゾンビを倒せる自己完結型のシステム、それは……。

　バイクの音が聞こえた。その遠慮がちな音は電動バイクのものだ。電動バイクが白はく山さん通りを南下しこちらに向かってくる。それを見て夕ゆう花かは目を丸くした。

　バイクに乗っているのは女性だ。それも真っ赤なワンピース姿だった。

　彼女はゾンビと対たい峙じするように、道路の真ん中にバイクを停とめる。

「ハンターだ」

　田た崎ざきが言う。あれがハンターだと？　夕ゆう花かが今までに目にしたハンターとは、防護服に身を包んだ集団のことだった。

　この東京で肌を晒さらしたワンピース姿。腰に何かを下げている。……日本刀だ。某ゾンビゲーム映画の主人公──アリスにでもなったつもりだろうか。

　だが夕ゆう花かは彼女に目を奪われた。灰色のアスファルトに立つ真っ赤な彼女は美しかった。

「殺して！　ゾンビを処分して！」

　夕ゆう花かは叫んでいた。

　彼女は無防備にゾンビへと歩いていく。接近禁止距離の五メートル以内に平然と入ると、すらりと日本刀を抜いた。その刀身は太陽を浴びて眩まぶしいほどに光っている。

　ゾンビが振り向いた瞬間、彼女は日本刀を一いつ閃せんさせた。

　ゾンビの頭がごろりとアスファルトに転がった。
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　それから二日後、夕ゆう花かはビルの屋上のヘリポートにいた。

　まとめた荷物はキャリーケース一つに収まった。東京での生活はシンプルさを心がけていたが、これほど小さく収まってしまう。

　ゾンビの件について、ゾンビであるか不明の状態のまま遺体を回収した。今後、その遺体がゾンビであるか施設で検査されるようだが、おそらく結論を出すことはないだろう。

　夕ゆう花かはその対応を評価され、ゾンビ委員会としての役職を貰もらった。しかしそれは……。

「おめでとう。昇進だってね」

　振り向くとスーツ姿の田た崎ざきが立っていた。

「皮肉ですか？」

　夕ゆう花かは彼を睨にらみつけた。確かに自分は昇進した。だが、その結果東京から離れることになった。つまり目撃者の処分だ。ゾンビ処分に対応した人間は飛ばされる。汚いものをすべて隠そうという世界一清潔な東京の闇。夕ゆう花かはゾンビと共に処分されるのだ。

　委員会の人間が現場に来なかったのも、東京のハンターが出動を渋ったのもこれらが理由だ。ゾンビに触れた人間は清潔な東京の汚けがれなのだ。

「旅をすれば刺激を受けて人生が変わると思うよ」

「旅ごときで人生が変わる単純な人間は、スタバでフラペチーノ飲んだだけで変わりますよ」

「いや、勉強になると思うよ。自治体でゾンビの対処方法は独自に進化している。それを学んで戻ってくればいい」

「戻ってきたケースがあったんですかねえ」

　日本には連絡網が寸断された自治体がいくつもある。県や町という枠組みは崩壊し、住人たちは自治体レベルで身を寄せあい暮らしている。そんな自治体の管理もゾンビ対策委員会の仕事なのだ。

　しかし、それらの自治体は東京のように清潔でも安全でもない。いつゾンビに襲おそわれ崩壊してもおかしくない。つまり夕ゆう花かは左遷されたのだ。

「でも、これから君が行く自治体こそ、今の日本の本当の姿だよ。それを実際に目で見るべきだと思うよ。委員会のメンバーとして」

　じゃあお前が行けよ、という言葉を夕ゆう花かは飲み込んだ。こんな軽薄な男でも、たった一人夕ゆう花かを見送りに来てくれた人間だ。

「あのハンターはどうなるんです？」

「彼女も東京から退去だ。ゾンビを斬ったハンターの経験を生かし、さらに情報を流通させるために別の自治体に行ってもらうということだ」

　噓うそだ、と思った。それも人払いの一環なのだ。東京の人間はゾンビを恐れる。感染を恐れるあまりゾンビと接触した人間を排除しようとする。いくら血液検査で陰性が証明されようとも、疑心と恐怖だけは消すことができない。それは清潔すぎる東京の病理……。

「まあでも、彼女はもともとフリーだから、東京には長くいられない」

　夕ゆう花かは真っ赤なワンピースの彼女を思い出した。まるで映画のワンシーンのように美しかった。しかしあのような行動をとっていたら近いうちに彼女は感染する。もう一度会いたかったが、次に会ったときには彼女はゾンビになっているかもしれない。

「ヘリに乗れるのはうらやましいよ。きっと景色は綺き麗れいだよ。夜景はなくなったけど」

「東京の夜景はなくなったほうがよかったんです。どうせ残業する社畜の悲鳴で作った光景なんですから」

　ヘリコプターのローターが回り始めた。自治体から自治体への移動は禁止されているが、ハンターとゾンビ対策委員会のメンバーは例外なのだ。この汚けがれた世界を旅することができるのは、たった二つの職業に与えられた特権だ。

「じゃあ行ってきます！」

　ローターの音がうるさく、夕ゆう花かは大声を出して田た崎ざきに挨あい拶さつをした。

「良よい旅を！」

　田た崎ざきが大きく手を振っている。

　夕ゆう花かが乗り込むとヘリコプターが空に浮かぶ。しばらく呼吸を整え、意を決して眼下の景色に目をやった。

「わあ……」

　初めて空から見る崩壊した東京があった。ゾンビの隠れる場所を消すために再開発された東京は整然としていた。とても綺き麗れいだったが血が通っているように見えなかった。

　夕ゆう花かの目から涙がこぼれ落ちた。眼下の光景は現実だった。ずっと目を逸そらしていたリアルがそこにある。パソコンのデスクトップのように整理された場所。この東京は人間の住む街ではなくなった。

　──世界は崩壊した。

　夕ゆう花かはついに真実を受け止めた。

　だとしたら世界を見に行くのは悪くない。ゾンビと戦い人々が必死に生き抜く楽園がどこかにあるはずだ。延命治療を続ける東京が必要とするのはそんなワクチンだ。

　整頓され少しだけ小さくなった東京。その東京を囲むバリケードが空からでも窺うかがえる。景色を見ていた夕ゆう花かは小さく声を上げた。

　道路を走る赤い色があった。あの彼女も別の自治体へと向かうのだ。

　その赤い色は、瀕ひん死しの日本を流れる血液のように見えた。
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　そこは見通しの悪い場所だった。

　風が周囲の草木を揺らす。ブーツの底がじゃりっと音を立てて息を吞のむ。音を立ててはいけない。ゆっくりと息を吐いてバールを握り直した。周囲を確認するが気配はない。人間も死者もここにはいないようだ……。

「ほっとしちゃいけない」

　振り返るとピンク色の木製バットを構えた女性が立っていた。

「あと、トイレなんかに入っちゃ駄目」

　彼女は草木に覆われた公衆トイレを指さす。

「そして、あれを発見したらすぐに逃げる」

　それらは先人たちが残した、この世界で生き残るためのルール。

　──あれから五年。

　五年前に世界は汚染された。生から死。そんな単純な公式が破壊され、死者が動く世界へと変貌した。人類は必死に抵抗したがウイルスは拡散しパンデミックとなった。現在の人間における恐怖は、夜の闇でも死でもない。……死ねないことだ。

　それでも文明は完全に破壊されなかった。この現在、人間は少しずつ恐怖に抵抗を始めている。ただし人類の選択肢は少ない。敗北するか駆逐するか、そして話し合うか。

　そう──敵はゾンビだ。

　人類は準備していた。世界にゾンビが出現することは予期され、多くの映画が作られ多くの人間が殺された。自分たちは生き残るために彼らに学べ──。

「ゾンビは、いない」

　碓氷うすい悠ゆう介すけは言い、一呼吸おいて素早く振り向いた。背後にも何もいない。

「振り向くときは素早く。それも身を守るためのルールだよね」

　汐しお見み坂ざか吹雪ふぶきが構えていたバットを下ろした。

　ここは公園だった。手入れを放棄された公園は草木が生い茂り見通しが悪い。遊歩道のレンガも割れて隙間から雑草が生えている。

「昔はきっとにぎやかだったんだろうねえ」

　吹雪ふぶきが遊歩道に落ちていた汚れた人形を拾い上げた。

　ロボットを調べていると、背後で吹雪ふぶきが「蒸し暑い」と言いながら上着を脱いでいた。

「着ていたほうがいい」

「上着は脱いでも、油断はしてないよ」

　吹雪ふぶきはスカートをぱたぱたと扇あおいでいた。こんな世界でも彼女はセーラー服なのだ。ネイルも塗り髪はライトブラウンに染め、ゾンビのいる世界においても女子を放棄していない。

「違う、今の俺たちは禁忌を犯している」

「ん？」

　吹雪ふぶきが額の汗を拭う。わずかな雑音が聞こえたような気がした。

「性的なシーンに気をつけろ」

　バールを構えて振り向く。同時にそれが茂みの中から飛び出した。素早い動きで出現したのは人間ではない──。

「ウサギ」

　吹雪ふぶきが息を吐く。飛び出したウサギは遊歩道を走ってから茂みの中に消えていった。

「世界が崩壊しても、世界が終わったわけじゃないんだねえ」

　確かに人間の世界は崩壊した。それでも、少しずつ回復し反撃を始めている……。

「ていうか、碓氷うすい君は私のセーラー服を性的なアイコンとしてるんだね」

　吹雪ふぶきが人形を放り投げた。
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「私たちの仕事は、この公園の安全確認よ」

　公園の休憩スペースにて女性が声を上げている。彼女がこのチームのリーダーだ。

　ゾンビハンター。十人で構成されたハンターチームだ。ハンターとなるには国が発行したライセンスが必要で、この十人はすべてハンターである。十人のほとんどが十代で、女性はリーダーと吹雪ふぶきの二人が所属している。

　ちなみにチームはフリーで、自治体を移動し続けるハンターのことだ。

「依頼主は近隣の自治体。報酬は安価だけど簡単な仕事よ」

　依頼内容は安全確認。つまり公園のゾンビの発見と駆除だ。ゾンビを殺すことを許されているのは表向きはハンターだけなので、このような仕事が回ってくる。

「チームを三つに分ける。Ａチームは自治区と公園を結ぶ道路の監視、Ｂチームはゾンビの捜索、Ｃチームは公園内の調査と整備」

　自治体とはこの公園から離れた場所にある街だ。崩壊後の世界は分断された。街と街を結ぶ道路のほとんどが寸断され、物資や人々の行き来も途絶えた。さらに世界を混乱させたのは、インターネットの崩壊だった。携帯電話も使えず、ゾンビに遭遇してもツイッターで呟つぶやくこともできない。人類が少しだけ反撃を開始した今でもそれは変わらないことだった。

　それでも物資の流通はなんとかなる。ドローン技術を使って物資を街から街へ。水やエネルギーのインフラは、ＡＩが組み込まれたロボットを使って制御する。そうして少しずつ文明を復活させていった。

　しかし情報の流通は滞ったままだ。だからこそハンターが求められる。ゾンビを駆逐しながら街から街へと渡り歩き、同時に情報を運ぶ。碓氷うすいたちのチームもそうして街を渡り歩いてきた。ハンターが一つの街に留まらないのには、他にも理由はあるのだが……。

「配置につく前にルールを確認して。ゾンビに会ったら戦う前に様子を見る。攻撃的だったら逃げる。……そして走るゾンビだったら覚悟を決めて戦う」

　碓氷うすいたちは解散し、それぞれの持ち場についた。

　碓氷うすいと吹雪ふぶきはＣチームに属する。二人はこのハンターチームに入って日が浅いので雑用などをこなしていた。今回与えられたのは公園内の調査だった。開けた場所の調査なので吹雪ふぶきと二人でやることになった。基本的に動くときは必ず二人以上としている。

「芝生はぼうぼう、道はガタガタ、水道は止まってる。お手入れをしないと女の子の体もこんなになっちゃうよ」

　水道の蛇口をひねった吹雪ふぶきが首をすくめた。五年も放置された公園は荒れ地だった。

「公園を取り返す気がないんだな」

　ゾンビの感染を防ぐには動かないこと。それが鉄則だった。だからこそ自治体は街をフェンスで囲んで息を潜めている。

「街に入れたくないんだねえ」

　吹雪ふぶきが言う。基本的にハンターは自治体から保護される。仕事を与え、報酬も払うのが国の方針だ。ハンターが動くことで、ゾンビは減り情報が動くからだ。だが実態は、自治体が安価な報酬で適当な仕事を放り投げているだけだった。

「この公園はハンターの間ではハンター公園って呼ばれてるみたいだよ。この自治体に来るたびに、ここに押し込められるんだって。だからゾンビなんていないよね」

「でも俺はやるべきだと思う」

　碓氷うすいは荒廃した公園を眺めながら言う。

「綺き麗れいに芝生を刈って遊歩道を整えて噴水に水をたたえる。そんな場所で子供たちが遊んでいる風景を作るべきじゃないか？」

　吹雪ふぶきはしばらくぽかんとしていたが、くすくすと笑った。

「碓氷うすい君は昔から変わらないねえ。……いいよ、手伝ってあげる」

　その後、碓氷うすいは吹雪ふぶきと共に荒れ放題だった公園の調査を始めた。まずは遊歩道周辺の安全確認をして行動できるエリアを広げていく。だが、決して急いではいけない、少しずつだ……。

　茂みに棒を突っ込むたびにバッタなどの虫が飛び出してくる。もしも一瞬で世界から人間が消えたら、という本を読んだことがあるが、地球は植物と虫の星になるという。確かにこの公園を見るとそれが正しく思える。隣では吹雪ふぶきが鼻歌を歌っている。碓氷うすいが竹たけ竿ざおを茂みの中に突っ込んでいると、ふと何かに当たった。

「吹雪ふぶき」

　碓氷うすいが呼びかける前に、すでに吹雪ふぶきはバットを構えていた。

　茂みの中から雑音が聞こえ、草がゆらゆらと揺れている。中に何かがいる。碓氷うすいはバールを構えながら思考する。もしもあれがいた場合、戦ったほうがいいのか逃げたほうがいいのか。相手が走れるのかそうでないのか、対話ができるのか狂暴なのか……。

　茂みをかき分けそれが出てきた。見えたのは円柱形状の何かだった。

「自動草刈機、だね」

　吹雪ふぶきが安あん堵どしてバットを下ろす。だが碓氷うすいは油断せずに周囲を見回した。安あん堵どした瞬間こそ最大の隙だ。ほっとした瞬間に嚙かまれた人間を、碓氷うすいは何人も見てきた。

　自動草刈機はモーター音を立てながらキャタピラを回し、吹雪ふぶきの足もとで止まった。

「まだ、機械は生きていたのね。管理者がいなくなっても、ずっとこの公園を守ってきたのかもしれないよ」

　そんなセンチなことを言って、吹雪ふぶきは草刈機を見つめた。碓氷うすいはその横で周囲を窺うかがいながら、やっと緊張を解いた。自動草刈機が出てきた場所を調べると、そこは他よりも荒れていなかった。太陽光で自動充電しながら草を刈り続けていたのかもしれない。

「滑り台があるね」

　吹雪ふぶきが指さす先は、蔦つたで覆われこんもりとしている。使われなくなった遊具だった。雑草を取り払ったとしても、あの滑り台が再び使われることはあるだろうか……。

「この機械を修理しない？　いっぱい集めて直せば、すぐに公園は綺き麗れいになるよ。そうしたら子供たちも遊べるかも。私って昔は保母さんになりたかったんだよねえ」

　吹雪ふぶきが自動芝刈機を調べている。

「俺たち素人しろうとが直せるかな」

「機械に詳しい人がいるから聞いてみようよ」
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「あー、こりゃ駄目だ」

　自動草刈機を見て溜ため息いきを吐いたのは渋しぶ谷や遼りよう太た郎ろうだ。碓氷うすいと同年代のメンバーの一人だ。メンバーで一番新しい人間であり一番機械に詳しい。

「モーターも錆さびてるし、充電池がもう限界」

　夕方の公園の休憩スペースに集まっていた。障害物のない開けたエリアにベースを作り、周囲にセンサーを配置する。さらに釣り糸と空き缶で作った原始的なトラップなどを配置し、碓氷うすいたちはやっと夜の休息に入ったのだ。

　木製テーブルの上で太陽電池式のライトが光っている。灯あかりはあまり明るすぎてもいけない。強烈な光はやつらを引き寄せる。

「草刈機直すのはギャラに入ってないからいいんじゃねえか？」

　街に依頼されたのは、公園内のゾンビの駆除と安全確認だ。街も公園を取り戻そうとの意図はないだろう。公共事業の延長に過ぎない。

「でも、一回直せば自動で動いてくれるんだ。そして俺たちと違って、文句も言わずに芝を刈って、さらに嚙かまれても感染しない」

「しかし、このカロリーでそこまでやるのはなあ……」

　渋しぶ谷やはパックの煮豆を食べている。街から配給された食料だ。どこの自治体も独自の工場を持っており、保存のきく食料を生産しているが、この自治体の味はあまりよくなかった。

「ねえリーダー、機械の修理を自治体に掛け合ってみてよ」

　吹雪ふぶきは捕えたウサギに豆をやっている。呼びかけたのは隣に座るリーダーの彼女。苗みよう字じは如月きさらぎという。下の名前は知らないし知る必要もなかった。碓氷うすいにとっては、ゾンビとの戦い方を教えてくれ自分を助けてくれた恩人だ。綺き麗れいでいて冷静でそのうえゾンビを殺す。

　如月きさらぎは食べ終わった豆のパックをたたむと小さく息を吐いた。メンバーには厳しく妥協を許さない人間だが、吹雪ふぶきには少しだけ甘いところがある。チームで二人だけの女性なので、関係を大事にしたいのだろう。

「技術者を呼ぶのは難しいわ。一般人は怯おびえて、汚染されたエリアになかなか出てこない」

「じゃあさ、私たちがクリーンにすればいいわけね。雑草を刈ってフェンスを直して、さらにお花の種を植えたりって」

「そこまでの依頼もギャラももらっていないわ。あくまで依頼はゾンビの駆除。公園内にいなかったらそれで終わり」

「最後の日に見に来るんでしょ。そこで綺き麗れいになった公園を見せたら依頼の延長があるかも」

　吹雪ふぶきが珍しく食い下がっている。さらに吹雪ふぶきは周囲のメンバーに訴える。

「人間はこれ以上奪われてはいけないの。ゾンビは私たち女子からひらひらしたスカートや長い髪を奪った。靴に求められるのはスピードだけでヒールはなくなった。与えられたものといえばパンストのデニールぐらい。二百デニールのパンストなんて足に光沢をもたらさず単なる鎧よろいだよ」

　ゾンビにつかまれやすい服装や長い髪は敬遠されている。服装は厚手のものが好まれ、ミニスカートもミュールも消えていった。ちなみに吹雪ふぶきがセーラー服姿なのはこの世界への抵抗らしい。さらに彼女の持つバットはピンク色にカラーリングされビーズなどでデコっている。

「でも私たち女の子は、女の子であることを放棄しない。それは安全よりも大切なこと。女の子をやめることは人間をやめることと同じだから」

　吹雪ふぶきはあえてヘアーバンドやリボン、ネックレスやブレスレットなどのアクセサリーをじゃらじゃらとつけている。行く先々の自治体で手に入れたアクセサリーをまとっているのだ。そして欲しがる女の子がいれば惜しげもなく与える。チームメイトからはアクセサリーの行商人と揶や揄ゆされていた。

「子供たちからは笑顔が消え、恋人はキスを奪われた。だからこそ少しずつ取り返さなきゃ」

　そんな演説を前に、如月きさらぎが苦笑いしながらメンバーに視線をやる。

「俺らは指示に従うだけだ」

　言ったのは端のベンチに座る三人。チームではゾンビ討伐専用の装備をしている。さらにその隣にも三人の男性がテーブルを囲んでいる。

「僕らはいいと思うけどね。Ｃチームはこの暗い世界を照らす光だよ」

　そのうちの一人がニヤッと笑った。

「いや、俺を一緒にしないでよ」と、渋しぶ谷やが苦い顔をしている。

　ハンターチームは十代後半から二十代前半の十人で構成されている。さらに三人ずつ三つのチームに分かれ、ゾンビ討伐のＡチーム、情報収集と交渉をメインに行うＢチーム、そして碓氷うすい、吹雪ふぶきと渋しぶ谷やの雑用的なＣチーム、それをまとめるリーダーの如月きさらぎという構成だ。このチームで行動して二か月以上が経たつが、今のところ表立ったトラブルはなかった。

「自治体の役員が見に来るのが三日後。それまでに二人で公園を綺き麗れいにしておきなさい。でも、リスクを冒してはいけない。清掃はゾンビがいないと確認されたエリアだけよ」

　次の日から、碓氷うすいと吹雪ふぶきは公園の清掃を始めた。

　ゴミを集め雑草を刈る。公園のフェンスの穴を塞いで、遊具を覆う蔦つたも取り払う。公園内にゾンビがいないことが確認された時点で本来なら仕事は終わりだが、碓氷うすいは清掃を続けた。草を刈るときにハクビシンやウサギが飛び出し肝を冷やした。

　無人の売店を片づけテラス席も整える。建物の中は気をつけねばならない。自我を失ったゾンビが潜んでいる場合がある。知能を失っても人間だった頃の記憶はあるのか、ゾンビは建物の中に入りやすい。

　清掃を続けていると、仕事が終わった他のメンバーも手伝い始めた。アスレチックエリアの遊具を修理したり遊歩道の整備を行ったりと。さらに渋しぶ谷やは壊れた自動草刈機を集める。無事な部品を組み合わせる共食いと呼ばれる修理方法により草刈機が動き始めた。

　その草刈機は芝生エリアで始動する。草刈機が動いている姿を見て、碓氷うすいは不覚にも感動した。失われた文明を取り戻した、と、そんな感覚があった。

　自治体の役員がチェックに来る前日。メンバーの協力もあって、公園内はある程度整備された。広すぎて全体まではカバーできなかったが、それでも見違えるほどだ。刈った芝生は山積みにされており、簡単に作った柵の中にはハクビシンやウサギがひしめいている。

　そして契約終了日。

　改造した装甲車のようなマイクロバスが道路を走ってきた。

　公園を確認した自治体の人間たちは意外そうな様子だ。ハンターが清掃まで行うとは思っていなかったようだ。そんな彼らにリーダーの如月きさらぎが話しかけている。

　マイクロバスが帰っていき、如月きさらぎがメンバーに向き直った。

「延長よ」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきはハイタッチをして喜んだ。他のメンバーも安あん堵どしている様子だ。安全であろう場所での休息。それはこの世界では貴重なものなのだ。

　次の日、碓氷うすいたちが公園の整備を続けていると、再びマイクロバスが来た。

　降りてきたのは作業服を着た男たちだった。彼らは怯おびえた表情をしながら入ってきたが、整備された公園を見て驚いている。彼らは技術者だった。この時代において技術者は重宝される。

　彼らは壊れた自動草刈機を直し始めた。いつでも逃げられるよう、公園に乗り入れたマイクロバスの近くでの作業だった。それでも専門家だけあって、スムーズに修理されていく。

「よかったねえ」

　芝生を走り回る自動草刈機を見て、吹雪ふぶきがにこにこと笑っている。

　自動的に雑草がなぎ倒されていき、公園の視界もよくなっていく。技術者たちは自動草刈機だけではなく様々な装置などを修理をし、さらに数日が経たつと土木工員が来るようになった。そして壊れたフェンスや公園内の設備などを直し始める。聞くところによると、どうも自治体に東京からの公務員が来ているようだ。そして、この公園を視察に来るらしい。

　また、技術者と土木工員は自治体の住人ではなかった。技術があるために街の保護を受けられたのだが、正式な住民でないゆえにこういった危険な仕事に駆りだされることが多い。

　碓氷うすいたちはそんな彼らの安全確保に回った。自治体の一般人に間違いが起こってはいけない。もしも彼らに何かがあれば、ハンターとしての信用を失ってしまう。インターネットが崩壊した世界だが情報の流通はある。

　芝生が綺き麗れいになり、その真ん中の休憩スペースのテーブルとベンチも修理し終わった頃、碓氷うすいたちは彼らと仲良くなっていた。

「じゃ、じゃーん！」

　吹雪ふぶきが皆の前で瓶を見せた。それを見て誰もが驚きよう愕がくしている。久々に見る琥こ珀はく色の液体はウイスキーだった。

「売店の倉庫に在庫があったんだ。ほとんどが腐ってたけどアルコールは無事だったのね」

　吹雪ふぶきはそう説明して、ウイスキーを振る舞った。ちなみに碓氷うすいの年齢は十八だが、ゾンビ誕生と同時に年齢制限が解除されたので法律違反ではない。

　久々に飲むウイスキーは喉を心地よく焼いた。

「街ではこんなに騒げない」

　技術者たちは焚たき火びを見ながら言った。音は招かざる者を呼ぶとされ、必要以上の物音を禁止している自治体は多い。そんな中で暮らしていた彼らもストレスが溜たまっていたようだ。

「基本的にさあ、夜はあっちも動かないよね」

　顔を赤くした吹雪ふぶきがゾンビについて語っている。この自治体はゾンビ対策がしっかりしているために、ゾンビの情報が乏しいようだ。それゆえにゾンビの恐怖だけが膨れている。

「こんなのも悪くないわね」

　如月きさらぎがロックグラスを持ちながら、輪の中心にいる吹雪ふぶきに視線をやっている。吹雪ふぶきはほとんどゾンビ討伐経験がないにもかかわらず、ゾンビの倒し方を熱く語っていた。そんな姿を見て、いつもはクールな如月きさらぎも、このときばかりは笑みを浮かべていた。

「今この世界で笑っているのは私たちだけかもね」

　その日、技術者たちは街に帰ることなく公園に泊まった。夜が明けるとそのまま公園で作業を始める。彼らもこの公園を復旧させる決意をしたのだ。

　さらに次の日、街から公園に人員が派遣された。それは東京からの公務員だった。スーツに身を包んだ女性は公園を見て驚いた様子だ。

「敷しき地ち内にゾンビはいないのですね」

　彼女は如月きさらぎに念を押すように尋ねる。

「一体も発見していません。公園の外にも確認できません」

　答えに彼女は安あん堵どした様子だ。

「私は自治体の人間ではありません。東京から来たゾンビ対策委員会のメンバーです」

　彼女は山やま岸ぎし夕ゆう花かと名乗った。

「え、東京から？　東京の公務員ってエリートじゃないですか」

　碓氷うすいは驚いた。最後の楽園と称される東京から出てくる人間がいるのか。

「自治体の情報を集める仕事は誰かがやらねばなりませんから、自ら志願したのです」

「ゾンビ対策委員会にも、やる気がある人がいるんだねえ」

　吹雪ふぶきと碓氷うすいが顔を見合わせる横で、夕ゆう花かはにこりと笑った。

「それでですね、ゾンビ対策委員会よりハンター資金の設立をいたします。その資金運用は、とりあえず私の指示に従っていただきます」

　東京から自治体に資金が投入されるようだ。この自治体は街の人間の血液検査、そして外からの物流の維持に明け暮れ、街の外にエリアを広げる余裕はなかったらしい。そんな自治体の補佐をするのも東京の役目なのだ。

「わかりました。でも、ゾンビ対策においては私たちハンターに従ってください」

　如月きさらぎがきっぱりと言う。熟練のハンターはゾンビの発見が早く対応も迅速だ。

　その後、夕ゆう花かは公園のベンチに座り、技術者たちの仕事をまとめ始めた。さらに碓氷うすいたちハンターへの報酬も約束した。

　公園は順調に整備が進んでいく。

「すごい、水が出てるよ！」

　日差しの中で飛ひ沫まつがキラキラと光っている。水飲み場の蛇口をひねった吹雪ふぶきが歓声を上げていた。夕ゆう花かが街に掛け合い公園に水を通したのだ。

　吹雪ふぶきは上着を脱いでタンクトップになって水を浴びる。さらに水を求めるハトが飛んできて吹雪ふぶきと一緒に水浴びを始めた。

　その日の夕方の食事は豪勢だった。

　街からコックが派遣されたからだ。ハンターに技術者たち、さらにゾンビ対策委員会の人間までいるため、食事の用意が必要とされたのだ。コックの給料もハンター資金から支払われる。

　コックは、ジャガイモやコーンなどの食材を持ってきてはいたが、捉えられたウサギやハクビシンを見つけると、目を輝かせてそれらを捌さばき始はじめた。

　メニューはハクビシンのバーベキューとウサギのステーキ。ハクビシンはローストして塩で味付けをし、ウサギのステーキはバルサミコ酢とバターと醬しよう油ゆで作ったソースで食べる。久々に食べる肉と醬しよう油ゆの味に、碓氷うすいたちは感動した。

「ハクビシンって意外にクセがないねえ」

　吹雪ふぶきがにこにこと肉を食べている。この公園は牧場のようなものだ。捨てられたペット用のウサギがここで繁殖している。この場所をしっかりと整備すれば、街の住人たちのオアシスになる可能性がある。碓氷うすいはそんなことを考えながら、公園の再生を決意する。

　空を見ると星がきらめいていた。ゾンビは世界から人工的な光を奪ったが、代わりに夜空を与えていたのだ……。

　次の日、公園では多くの自動草刈機やクリーナーが作動していた。そして土木工員によりアスレチックエリアの修理が始まった。緑の芝生は整理され、さらに公衆トイレも復活した。

　と、そんな中で街から派遣されてきた人間がいた。それは自治体の役員だった。

　太った男は公園を見回しながら、「本当にゾンビはいないんだろうな」と言った。

「大丈夫です、形跡もありません」

　夕ゆう花かが役員の男と対話している。彼はしばらく公園を眺めていたが、技術者や土木工員を集めて指示を出し街に戻っていった。そして彼らが作り始めたのは簡易宿泊施設だった。

「なんかピリピリし始めたね」

　吹雪ふぶきが溜ため息いきを吐いている。役員によって作業時間も厳格に設定され、碓氷うすいたちハンターとも必要以上のコミュニケーションを取らないよう通達があったらしい。しかたなくアスレチックエリアはハンターたちで直すことになった。滑車付きのロープをつかんでターザンのように滑る遊具の修繕が終わった頃、簡易宿泊施設が完成した。

　街から電線を引いて冷暖房完備の、コンクリートの建物だった。

　その宿泊施設に入ったのはあの役員の男だった。それでも役員が常在することになり、公園の再開発は加速した。植木職人なども公園に派遣され、樹木などが整備されていく。

「お前たちは、自治体が受け取る金、つまり街の金で雇われている。効率よく働け」

　役員が職人たちに声をかけている。どうも役員はこの公園に東京からの資金が投入されるのを快く思っていないようだ。ちなみに役員にも調査の名目で、ハンター資金から報酬が払われるらしい。

　さらに公園には複数の宿泊施設が建設された。その後、公園に来たのは街の議員たちだった。

　スーツ姿の中年男性たちがボディガードに囲まれながら公園を見ている。

「施設は俺たちが守るから、お前らはフェンスを見張ってろ」

　ボディガードたちは拳銃を持っていた。銃弾が本当に入っているかわからないが、この世界において銃は強力な武力だ。

　公園の安全を確認したのか、その後、議員の家族が公園に顔を出した。名目としては公園の設備をチェックするモニターとしてだ。彼らにも給料が払われ、自治体が投入したハンター資金が配分される。

　碓氷うすいと吹雪ふぶきがアスレチックを修理していると、それを遠巻きに見つめる子供たちがいた。

「一緒に遊ぶか？」

　碓氷うすいが声をかけたが子供たちは戸惑っている。ここで気づいた。子供たちは遊び方を知らないのだ。ずっと管理されたエリアで過ごしてきた弊害だ。

「吹雪ふぶき、楽しそうに遊んでみせろよ」

　碓氷うすいが吹雪ふぶきの肩を小突くと、「何よぉ、その無茶振り」と言いながらも、吹雪ふぶきは滑車付きロープなどを握りながらはしゃいでみせた。しばらくすると一人ずつ子供たちがアスレチックに寄ってくる。

　怯おびえる子供たちを吹雪ふぶきは優しく扱った。遊び方を教え、さらに吹雪ふぶきがつけていたアクセサリーも気前よく与えた。彼女は子供たちに笑顔を教えたのだ。吹雪ふぶきが望んでいた、アスレチック遊具で子供が遊ぶ光景はここで達成された。

　碓氷うすいは、それを遠目に見つめる如月きさらぎに気づいた。

「一緒に遊べばいいんじゃないですか？」

「この格好だと恐がられちゃうからね」

　如月きさらぎはセーラー服姿の吹雪ふぶきとは違って、ゾンビ討伐用の黒装束だ。

「あいつは子供受けがいいんですよね。胸が大きいと母性を感じるからかな」

「私が小さいみたいな論調はやめなさい」

　如月きさらぎは怒ってみせつつも寂しげだった。碓氷うすいは彼女の手を引っ張った。

「え、え、何？」

　碓氷うすいが引っ張っていったのは、序盤に見つけて整備しておいたあの滑り台があるエリアだ。

「俺と遊びましょう」

「いやいや、遊んでほしかったわけじゃないわ」

「たとえ滑り台ではしゃいでる姿を見ても、俺の尊敬の念は変わりません」

　碓氷うすいが強引に象の滑り台に押しだすと、如月きさらぎは諦めたようにステップを上る。

「……意外に角度が急じゃない？」

「大丈夫です、俺が受け止めます。信じて滑り降りてください」

　碓氷うすいに促され、渋々滑ろうとした如月きさらぎだが、子供用の滑り台は小さかった。

「……あ、腰が」

　ゆっくりと滑り降りた如月きさらぎだが、腰が滑り台にはまってしまった。

「俺たちは心は子供でも、体は大人なんですね」

「いや、馬鹿なこと言ってないで助けなさい」

　如月きさらぎに怒られ、碓氷うすいは彼女の手を引っ張る。しかし抜けない。仕方なく如月きさらぎの腰に手を回して強引に引き抜こうとする。力を入れるとすぽっと彼女の腰が抜けた。

「やった。……あ」

　碓氷うすいは我に返った。如月きさらぎと抱き合うような形になっていた。

「あなたは禁忌を犯している」

　如月きさらぎはくすっと笑うと、碓氷うすいの唇に指を添えた。

「ラブシーンに気をつけろ」
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「私たちは今日からここで寝る」

　如月きさらぎが言った。ハンターの十人は、公園の端の林の中で集まっていた。

「芝生で寝ちゃいけないんすか？」

　渋しぶ谷やが聞いたが如月きさらぎは首を振る。

「今後は芝生には出てはいけない。私たちは公園のフェンスの監視をやり、それ以外のエリアには出てはいけない」

　その言葉に、碓氷うすいと吹雪ふぶきは顔を見合わせた。

「私たちが整備したようなものなのにねえ」

「汚きたねえよな」

　しかし、他のメンバーはそれを予想してた様子で、淡々と木々にハンモックを吊つるしている。

　メンバーの一人が「そんなもんだぜ」と、ハンモックに横になった。

　その夜の食事も粗末なもので、一人にジャガイモが一個配られただけだった。コストカットのしわ寄せがハンターたちにきている。

「あっちは楽しそうだねえ」

　吹雪ふぶきは公園の芝生エリアを見ている。バーベキューをしてはしゃぐ子供たちの声が聞こえる。吹雪ふぶきも結局子供たちから遠ざけられた。子供たちの母親が許さなかったのだ。

「あっちに行ってはいけないわ」

　如月きさらぎの言葉に吹雪ふぶきが反論する。

「なんで？　ハンターは汚けがれてるから？」

「そうじゃない。私たちハンターはいつでも怯おびえていなければならない。決して恐怖を薄めてはいけないの……」

　それから数日、碓氷うすいたちはフェンスを見回り続けたがゾンビの姿は見つからない。そして、ついに自治体は決断を下した。

　ある日の昼下がり、夕ゆう花かによってハンターたちが集められた。

「コストカットをすることになりました」

「これ以上、食料を減らされちゃうの？」

　吹雪ふぶきが批判したが、夕ゆう花かはただ首を振る。

「あなたたちハンターの給料を停止するということです。ハンター資金には上限があり、人件費が圧迫しているとの意見が出たようです」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは顔を見合わせた。つまり解雇ということだ。ハンター資金なのにハンターをカットしてどうするのだと思ったが、如月きさらぎは予想していたようだ。

「わかりました。退出の用意をしなさい」

　他のメンバーも平然と身の回りの整理を始めた。それでも碓氷うすいと吹雪ふぶきが不服げにしていると、役員の男が来て「お前らは雑草を刈っただけじゃねえか」と吐き捨てた。結局この公園、そして周辺にはゾンビはいなかった。雑草を刈るのはロボットでもできるということだ。

「心苦しいですが、自治体の意向には逆らえません。一時間以内での退出をお願いします」

　夕ゆう花かは言い残すと立ち去っていった。彼女も次の自治体に移動するようだ。

「結局こうなるのね」

　諦めた吹雪ふぶきも荷物をまとめ始めた。

　如月きさらぎが急せかすので、碓氷うすいたちは三十分で用意した。見送りは誰もいなかった。重々しい鉄の柵を開けて十人は公園から出ていく。

「バイクでもあればいいのに。映画だったらここで絶対にバイクだよねえ」

「ガソリンが手に入らねえからなあ」

　吹雪ふぶきと渋しぶ谷やが愚痴を言いながら歩いていく。碓氷うすいは歩きながらも公園を振り返った。フェンス越しに子供たちのはしゃぐ声が聞こえる。

　思った。それでも自分たちはできることをやったのではと。隠れるように息を潜めて暮らしていた街の住人たちに、人間らしい暮らしを与えられた……。

「あの自治体は慎重だった。だから、被害を出さずにここまで街を維持していた」

　如月きさらぎも立ち止まって公園を見つめている。

「でも、引きこもりすぎて流通が少なすぎた。ハンターでさえもずっと入れてこなかった」

　流通は物資も補給できるがリスクもある。ウイルスはどこにまぎれているかわからない。人々が行き交う街は、いつかは汚染されてしまう。

「物資の流通は欲しいところですよね」

「重要なのは物資じゃない。情報の流通よ。あの自治体は情報を放棄してきた。だからこそ、ゾンビの恐怖が無制限に膨れ上がっていた」

「でも、恐怖によってゾンビを防げるような」

「重要なのは正確な恐怖を持つこと。それは大きすぎても小さすぎてもいけない」

　恐怖が大きかった割には、あの公園の光景はなんなのだろうと思った。まるでタガが外れたように住人たちがはしゃいでいる。

　──思った以上にゾンビはいない。

　そう思ったからかもしれない。確かに公園の再生を始めてから、ゾンビに遭遇していない。だから、街の人間は自分たちは怯おびえすぎていたと考えた。

「ゾンビはこの世界にいるのだから」

　如月きさらぎは公園に背を向け歩き始めた。ハンター公園と呼ばれた場所はなくなった。もしかしたら余計なことをしたのではないかと思った。ハンターが入れ替わるように管理していた安全な場所からハンターが消えたのだ。あの場所に残っているのはゾンビを知らない人間たち……。

　碓氷うすいは公園から視線を逸そらして後を追う。ゾンビに対する恐怖があろうがなかろうがゾンビはいる。そして人間たちが発する大きな声や匂いに引き寄せられる。

　先でメンバーたちが立ち止まっているのが見えた。

「います」

　指さす先に人の集団がいた。いや、そのぎこちない動きはゾンビだった。

「走るタイプ？」

「いえ、ゆっくりタイプですね」

　双眼鏡を覗のぞくメンバーが如月きさらぎに答える。

「じゃあ、別のルートから行きましょう」

　如月きさらぎが道を引き返す。感染が進んだゾンビは、魚のように群れを作り土地を周回している。

　吹雪ふぶきが公園を指さし、「警告しなくていいの？」と言った。

「私たちハンターは解雇されたでしょ。警告したければ好きにしなさい」

　如月きさらぎたちはゾンビのいない道を進んでいく。しばらく迷っていた吹雪ふぶきだったが、メンバーたちを追っていった。

　碓氷うすいは徘はい徊かいするゾンビを横目に歩きだした。

　恐れてもいけない。恐れすぎてもいけない。ただ現実にいるゾンビを受け入れろ──。

　この世界にはゾンビがいるのだから。
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　二人の男女が走っていた。

　男女は追われていた。男は疲労の激しい女の手を握りながら街を走る。

「あいつらはおかしい！」

　息を切らしながら男が吐き捨てた。

「翔しよう太た、私もう無理」

　走り疲れた彼女が首を振る。

「馬鹿！　あいつらに捕まったら殺されるぞ」

「ねえ、なんとか話し合うわけにはいかないの？」

「話が通じる連中じゃないだろ」

　やつらはもう人間ではない。暴力的で残虐で、自分たちの言葉など聞きもしないだろう。この世界が彼らを狂わせたのだ。この街は再び汚染され、彼らの心も真っ黒に染まった。

　そう、ゾンビウイルスによって……。

「涼りよう子こ、どこかに隠れよう」

　追手の気配は遠くなったが、いつまでもここにいればいずれは捕まる。しかし、どこに逃げればいいのだ？

　二人の男女、翔しよう太たと涼りよう子こが逃げてきた場所は廃はい墟きよとなった街だった。ゾンビウイルスが発生し、街の枠組みは崩壊したが、生き残った街の人間が協力して自治体を作った。居住区をフェンスで囲みゾンビを遮断した。この廃はい墟きよはそのフェンスの外だった。

　住人たちは世界からゾンビが消える日を、息を潜めてフェンスの内側で待ち続けた。しかし終わりは来なかった。その後、備蓄食料が尽きたために、自治体は流通を開始した。噂うわさによると、国がＡＩロボットを使い食料生産を開始したらしく、各自治体に配布しているとのことだった。水道や電気などのインフラも、都市部では回復したとの噂うわさもある。

　流通の再開は自治体の人間にとって希望であったが、同時に災いも持ち込まれた。

　その災いは──汚けがれた血だ。

　フェンスの内側でゾンビが発生したのだ。感染してから発症までのスピードが遅く、住人が気づくまでに時間がかかったことが災いした。そして数年間フェンスの内側で鬱うつ積せきした感情が爆発したのはすぐだった。

「あれだけ管理された生活に耐えてきたのに」

　涼りよう子こが呟つぶやく。音を消し娯楽も捨てた。東京からの物資援助を待ち、ただ息を潜めるだけの時間。人間的な生活を放棄してまで過ごしてきたというのに、結末は残酷だった。

　フェンスの中で人間とゾンビの戦いが始まった。さらに疑心暗鬼がはびこり、人間同士でも争いが起こった。そして崩壊した……。

「もう走れない」

　涼りよう子こがついに地面にへたり込んだ。ずっと逃げ続けていたために疲労が激しかった。しかし、いつまでも休んでいるわけにはいかない。やつらに見つかったら殺される。

「もしもこれがゾンビ映画だったらさ」息を乱しながら涼りよう子こが口を開く。「きっと、私たちはショッピングモールに逃げ込む」

　翔しよう太たは小さく笑った。崩壊前に二人が高校生だった頃、ホラー映画を観みに行いったことがあった。ショッピングモールに併設された映画館だった。

「だけど、ここはアメリカでも表おもて参さん道どうヒルズでもない」

　ショッピングモールのような気の利きいたものは存在しない。周囲に見えるのは荒廃した街並みだ。人がいないと、数年でこれほどまでに街は崩壊するのだ。アスファルトはひび割れ、路上に停とめられた車は錆さびつき、建物は草の蔓つるで覆われている。

　どこか建物の中に逃げるべきだが、立てこもるとなるとそれなりの場所が必要だ。水や食料、そして反撃する武器なども。

「ホームセンターは？」彼女は道の先を指さす。「まっすぐ行ったところにホームセンターがあったじゃん。そこなら身を守る道具もあるだろうし、立てこもるにはぴったり」

　翔しよう太たはホームセンターがあったことを思い出した。大きめの四階建てのショッピングモールがあったはずだ。しかし物資などが残っている可能性は低い。このエリアが捨てられて、すでに四年以上が経たっている。

「この辺にゾンビが発生して、一瞬にして立入禁止区域になったじゃない。だから略奪とかはなかったかもしれない──」

　彼女が背後に気配を感じて言葉を止めた。迷っている暇はなかった。二人は手を繫つないで再び追跡者から逃走した。

　……しかし、ホームセンターは閉ざされていた。

　ホームセンターを囲むフェンスは、鉄のポールと有刺鉄線で補強されて防壁ができている。すでに立てこもっている存在がいるのだ。

「考えることは同じか」と、翔しよう太たはバリケードの前で歯は嚙がみする。これでは中に入ることは不可能だ。別の場所を探すしかない。

「待って」

　立ち去ろうとした翔しよう太たを涼りよう子こが制す。彼女はバリケードの向こう側に視線をやっている。視線の先を追って翔しよう太たも気づく。向こう側に誰かがいる。

「ねえ、私たちは追われてる。中に入れてほしいの」

　涼りよう子こが懇願したが返答はない。背後が騒がしい。狂人たちの声だ……。

「駄目だ、別の場所に逃げよう」

「でも、他に逃げられる場所なんてない。ねえ、お願い」

　涼りよう子こはバリケード越しに呼びかけ続ける。諦めて背を向けたとき小さな声が聞こえた。

「お前たちは、人間か？　ゾンビか？」

　バリケードの隙間から、ぬっと顔を出したサングラスの男がいた。

「……あんたと同じだ」

　翔しよう太たが答えると、三分後にフェンスの隙間が少しだけ開けられた。

　二人はホームセンターの中に身をすべり込ませる。
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　ホームセンターのバリケードを囲む人影がある。目を血走らせ呻うめきを上げ、殺さつ戮りくの感情に支配された存在。ホームセンターは完全に囲まれた。

「あいつらは話し合いもできない殺人マシーンだ」

　男がバリケードの外を窺うかがっている。黒いウインドブレーカーで身を包み、サングラスと帽子、手にはバールを持っている。

「ねえ、あいつらは中に入ってこないの？　もしもバリケードを上ってこられたらさあ」

「安心しろ」

　男が焦あせる涼りよう子こを制してバリケードの内側の一角を指さす。そこにはバッテリーが並べられていた。バッテリーから延びた銅線はバリケードのフェンスと繫つながっている。

「バリケードを上って、一定以上の負荷がかかったら電流が流れるシステムになってる」

　電気でやつらを止められるのかと翔しよう太たは思ったが、口には出さなかった。

「よくこんなバリケードを作れましたね」

「崩壊前は技師をやってたからな。それに工具も材料も充分に揃そろってた。まあ、それでも突入されたら戦うしかねえがな」

　翔しよう太たはうなずき、その場に腰を下ろした。とりあえずやっと休むことができた。涼りよう子こはホームセンターの敷しき地ちに目を向けている。そこは植木などを売っていた場所で、そのほとんどが枯れていたが、ゴーヤのグリーンカーテンなど生き残っている緑もあった。

「いつからここにいるんです？」

「三か月前だ」

　ゾンビウイルスが自治体内で発生したのが約四か月前。男は迅速に行動し生き残ったのだ。

「中に入れ。お前たちを紹介する」

　他にも立てこもっているメンバーがいるようだ。男に促され、翔しよう太たと涼りよう子こはホームセンターの中に入った。涼りよう子こが翔しよう太たの腕にしがみついてくる。ホームセンター一階は薄暗く、棚が無秩序に並んでいる。その棚のほとんどは空だ。

「略奪されたんですか？」

「いや、一階はやつらが侵入してきたときの防衛地点だ」

　男は棚と棚の間をすり抜けて進む。ホームセンターの棚を利用して迷路を作っていたのだ。

　二階に上がり、翔しよう太たと涼りよう子こは目を丸くした。

　音楽が流れていた。ソファーセットが置かれ、大型テレビで映画を観みている男女がいる。キッチンスペースがあり、そこで中年女性が料理を作っている。快適な生活空間がそこにあった。ゾンビから逃げ息を潜めて生きていた自治体とはまったく違う。

　男は翔しよう太たと涼りよう子こを三人に紹介した後、大きなソファーに腰を下ろした。

「ここでは自由だ。ゾンビに怯おびえず楽しく過ごす」

　翔しよう太たと涼りよう子こは顔を見合わせた。

「すげえ、こんなにＣＤがある」

　音楽は崩壊前にはすでに配信が主流だったが、このホームセンターにはこんなにもＣＤが売られていたのだ。さらに巨大なスピーカーつきのコンポもあった。

「このホームセンターはゾンビ出現と同時に立入禁止区域となった。ゾンビが大量にホームセンターになだれ込んだからな。だから、逆にほとんどの物資が手つかずだった」

　ゾンビによってこのホームセンターは守られたのだ。

「それでも、ゾンビを恐れない盗賊たちが入ったようで、保存食とかは奪われた形跡があった」

「盗賊たちって──あいつらか」

　翔しよう太たは舌打ちをした。この世界で口にするのも禍まが々まがしく汚けがれた存在。──ハンターだ。

　翔しよう太たたちの自治体が汚染されたのもハンターがウイルスを運んできたからだ、との噂うわさがある。ハンターは自治体間の情報や物資の流通に一役買っていると言われているが、汚染も持ち込むのだ。さらに感染した人間をためらいなく殺す死刑執行人でもある。

「あいつらは食料を盗んでいくだけで、価値のあるものをわかってないんだな」

　翔しよう太たは棚に並べられたＣＤを見て首をすくめた。ここには怯おびえた暮らしになかった音がある。自治体の議員たちは、ゾンビを呼び寄せる要因になるからと音楽を禁止した。ゾンビとの戦いに沈黙を選択したのだ。

「音をなくして、何が人間的な生活だ」

　さらに男に放り投げられたものをキャッチして翔しよう太たは驚きよう愕がくする。それは冷えたコーラだった。ここには冷たい炭酸飲料が存在する。数年ぶりのコーラを口にすると炭酸が喉で爆発する。強烈な刺激に翔しよう太たと涼りよう子こは涙を流す……。

　こうして二人のホームセンターでの生活が始まった。

　生き残るためにやるべきことはいくつもあった。メンバーと共にバリケードの強化やトラップ作り。強引に突入されたときのために戦い方の学習。ホームセンターで売られていた亀の養殖、屋上の菜園。

　駐車場だった屋上には、土が運び込まれ菜園が作られていた。種は大量にある。

「農業はいいね。日々の運動もできて、新鮮な食料も手に入る」

　涼りよう子こが土に肥料を撒まいている。あのフェンスの内側の生活で求められたのは規律だった。ロボットのように規律正しく行動しゾンビに備え、汚けがれた血を一滴も侵入させるな……。

　早いうちにあの場所から二人で脱出するべきだった。確かにフェンスの内側は崩壊から数年間清潔を維持したが、人間の心は汚染されていた。そのためにたった一滴の血で、一気に大混乱に陥ったのだ。いや、汚けがれた血が入らなくとも崩壊したことだろう。

「……ちっ、まだ囲んでやがる」

　翔しよう太たは屋上から周囲を見下ろし舌打ちした。ホームセンターを囲むようにやつらの影がある。逃げるルートは塞がれていた。だがこちらには立てこもるための食料も武器もある。根こん競くらべとなったらこちらの勝ちだ。

「休憩しよう」

　翔しよう太たはコカ・コーラのロゴの入ったベンチに座ってペットボトルの水を飲む。賞味期限ぎりぎりの鯖さばの缶詰を開けて食べる。

「どうした？」

　横を向くと、涼りよう子こが缶詰に手を付けずに座っている。

「なんか食欲がなくて」

「食べたほうがいい」

　精神的な自由はあっても監視されている状況だ。精神的に疲弊しているのかもしれない。

「私たち、このままでいいのかな」

「他に何もできないだろ」

　溜ため息いきを吐いて缶詰に手を伸ばす。しかし翔しよう太たもまったく食欲がなかった。
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　バッテリーの電圧が不安定なためか、スピーカーから流れるダニエル・パウターの声にはノイズが混じっていた。

　ソファーの男女は相変わらず大画面で映画を観みている。

　中年女性は相変わらずキッチンに立っており、ゴーヤを切っていた。

　ブラインドの隙間から外を見ると、相変わらずここは囲まれている。

　問題があった。ここには生活する空間も食料も音楽もあったが、ずっと監視され悪意に囲まれている。こちらを殺そうという明確な殺意だ。

　そんな感情に晒さらされ続つづけた涼りよう子この精神状態は揺らいでいる。食欲もなくなり徐々に内にこもるようになっていった。思った。これが自由な生活だろうか。廃はい墟きよの街にすぽっと空いたスペースで監視されながら生き続ける。もっと自由な場所はないものか……。

　翔しよう太たが考えた末の選択は二つだった。

　──戦うか逃避か。

　ホームセンターを囲むやつらをすべて殺す。しかしそれは可能だろうか。十や二十ではすまない。恐らく百体以上がここを囲んでいる。銃でもあればバリケード越しに攻撃できるが、ホームセンターにはない。

　では逃走しかない。やつらの監視を突っ切ってホームセンターから逃げるのだ。しかし……。

「……無理だ」

　翔しよう太たの提言はサングラスの男によって却下された。

「まず、このホームセンターのメンバーの意見を統一する必要がある」

「意見だって？」

　翔しよう太たは二階フロアを見回した。相変わらずカップルの男女は映画を観みており、中年女性はキッチンで非生産的な行動を繰り返している。要するに現実逃避なのだ。残酷な現実から目を逸そらしているだけだ。

「あいつらの意見なんか必要なのか？　ホームセンターを守るわけでもなく、無責任に過ごしているだけだ」

「ここではそんな強制はない。ここは管理されたあの自治体とは違うからだ」

「俺たちだけでもここから脱出する」

　こんな場所で腐っていくだけの生活を受け入れることはできない。

「それは駄目だ。誰かが出ていけばバリケードに穴が空く。そこからやつらが侵入してくる」

「だったら全員で。ホームセンターには車だってあるだろ」

「ガソリンは劣化して使えない。そして……どこに逃げる？　どこに逃げても俺たちは追われることになる。仲間に出会うこともあるだろうが、そんな連中は死んでいるも同然だ」

「こんな生活こそ、すでに死んでるんだよ！」

　翔しよう太たは叫んだ。沸騰した怒りを制御することができなかった。

「現実逃避して映画ばっか観みやがって。キッチンの女も誰も食わない料理を作ってる！」

　翔しよう太たが胸ぐらをつかんで突き飛ばすと、男はずるっと床に滑った。

「殺してやる」

　翔しよう太たは壁に立てかけてあったバールに手を伸ばす。しかしうまくつかめない。ぬるぬると滑ってバールが手に収まらない。血で滑っていることに気づいた。黒ずんだ血でバールが汚れている。振り返ると男が立ち上がっていた。サングラスが外れ濁った眼めと腐った顔が見えた。

「てめえ、殺してやる……」

　翔しよう太たは血走った目を男に向けた。と、そんなとき、足を引きずるようにしてこちらに歩み寄る人影があった。

「しょ、翔しよう太た……」

　それは頭から血を流した涼りよう子こだった。ぐちゃぐちゃに割れた頭から大量の血が流れている。

「涼りよう子こ？」

　翔しよう太たはバールを手に取ろうとする。しかしつかめない。なんで握れない？　体が思ったように動かない。自分の手足がまるで錆さびついたように軋きしんでいる……。

　自分の手を見ると真っ黒だった。腐った手からどす黒い血が垂れている。

「あいつらが、来た……」

　涼りよう子こは床に崩れ落ちた。
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「落ち着いて。走れないし武器も使えないタイプ、のはず」

　如月きさらぎがメンバーに指示を出している。

「あなたたちは慎重に行動して」

　碓氷うすいはバールを手に震えていた。建物内でのゾンビ討伐。それは予想以上に恐怖を感じるものだった。いつ物陰から襲おそってくるかわからない。そして嚙かまれたらほぼ終わりだ。

「一階にはいない。さっきの女のゾンビも二階に逃げた」

　ホームセンター一階を調べたメンバーが結論を出した。

「二階に移動するわ。気をつけて」

　如月きさらぎと二人のメンバーが階段を上っていく。碓氷うすいと吹雪ふぶきはそのあとに続いた。残りのメンバーは背後を突かれないように一階を監視している。

　ノイズの混じった洋楽が聞こえる。室内にフラッシュが焚たかれているように見えるのは、大画面のテレビがついておりアクション映画が映っているからだった。

「わあ、臭い」

　二階フロアに出た吹雪ふぶきが顔をしかめる。フロアの床は黒ずんだ血で覆われている。

　ゾンビを確認した如月きさらぎが、指をさして位置と数を教えている。碓氷うすいは吹雪ふぶきと共に、つけっぱなしの大画面テレビに近づいた。

　ソファーに座っている男女の影があった。男が女の肩を抱くようにして画面を見つめている。こちらに注意を向ける様子はない。腐った死体が並んでテレビを見ているシュールな光景。碓氷うすいはビニールシートをふたりにかぶせた。

　同時にバットが降り下ろされ、ぐしゃっと男の頭が潰れた。続けて吹雪ふぶきは女の頭も砕いた。ビニールシートは汚けがれた血を飛散させないための措置だ。二体のゾンビはソファーの上で折り重なるようにして動きを停止した。

　振り返ると、如月きさらぎたちもゾンビの処理を終えていた。

　碓氷うすいと吹雪ふぶきはソファーのゾンビが動かないことを確認してから如月きさらぎの元へ行く。彼女の足もとには、若い男のゾンビが倒れていた。

「あう、ぐうう……」

　頭を潰されたゾンビから呻うめきが聞こえた。

「まさか喋しやべらないよね」

　吹雪ふぶきが気味悪そうに後ずさった。

「とどめをお願い。他を見てくるから」

　如月きさらぎは三人を引き連れ移動していく。フロアの端にはキッチンスペースがあり、そこにもゾンビがいた。まるで料理のパントマイムをするゾンビの姿だった。

　如月きさらぎたちがそのゾンビを処分したのを見届けてから、目の前のゾンビに向き直る。

「俺たちはゾンビハンターだ。依頼でここに来た」

　碓氷うすいがゾンビに話しかけると「え？　話すの？」と、吹雪ふぶきが啞あ然ぜんとする。「リーダーはゾンビと会話しちゃいけないって言ってたよ」

　ゾンビは濁った眼めを向けて口を動かしている。何かを言いたそうだ。まだ少しだけ知能が残っているのかもしれない。

「誰、に、依頼され、た……」

　とても小さな声だった。腐った声帯が振動したのだ。

「このホームセンターを取り囲んでいる人間たちに依頼された」

　碓氷うすいは答えてやる。たとえゾンビであっても理由を説明する義務があると思ったからだ。

　依頼者は街の自治体だった。フェンスで街を囲んで息を潜めて暮らしてきたが、そんな生活にしびれを切らした若者が、フェンスを乗り越え物資を調達し始めた。禁止されていた音楽ＣＤやゲームを持ち帰ることを繰り返した。街の若者は娯楽に飢えていたのだ。そしてついに娯楽用品と共にウイルスを持ち帰った……。

　街の人間が選択したのは、住人すべての検査、そして感染者の抹殺だった。

　しかし、感染を知って逃げだした者もいた。感染初期はほとんど人間と変わらず、住人たちが処刑をためらった。そんな隙を突いて逃げられたのだ。

　逃げたゾンビのほとんどは処分したが、その中でホームセンターに立てこもったゾンビたちがいた。住人たちはホームセンターを囲んだが、なかなか踏み込めずに膠こう着ちやく状態となる。そんなときにこの自治体に来たのが碓氷うすいたちのチームだった。そしてゾンビの処分はハンターたちに委ねられた。

「て、めえ、らは、狂ってる……」

　碓氷うすいは彼にビニールシートをかぶせた。

「狂ってるって、失礼なゾンビね」

　吹雪ふぶきがバットを振り下ろした。

「品のあるゾンビよりはマシだろ」

「ゾンビからすると、私たちのほうが化け物なのかも」

「だからこそ、俺たちがいるんだろうな」

　人間とゾンビの戦い。問題はゾンビがゾンビのようになるには時間がかかることだった。人間としては、ゾンビはゾンビらしくあってほしい。しかし、感染初期のゾンビは感情もあるし喋しやべるし痛みを感じる。

　──ゾンビがもっとゾンビらしかったら話は簡単だった。

　碓氷うすいがハンターになる前に言われた言葉だった。

　人間対ゾンビは複雑だ。だからこそハンターという特殊な人間が求められる。

「そっち、まだ動いてるよ」

　こちらに向かってきたのは、頭を割られた若い女性のゾンビだった。身構えたが標的はこちらではなかった。女性のゾンビが男性のゾンビへと這はいずっていく。

　吹雪ふぶきがバットを振り下ろすと、女性のゾンビは完全に頭を潰され動きを止めた。

　碓氷うすいは二体のゾンビを複雑な感情で見下ろした。彼らがここに立てこもったのは生きるためだ。ゾンビにも生存欲求がある。

　彼らから見れば、自分たち人間は対話もできない狂った存在なのかもしれない。

　それでも戦うしかない。ゾンビと戦い──そして逃げ続けろ。

「あ、意外にいい趣味。これだけもらっていこうかな」

　吹雪ふぶきが流れる音楽に気づき、コンポからＣＤを取り出した。

　この世界で戦い、逃げ続けるためには娯楽も必要だ。
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「やっぱり足があるといいね」

　大量のアクセサリーを身につけた吹雪ふぶきが、鼻歌を歌いながら自転車を走らせている。他のメンバーたちも自転車だった。碓氷うすいもマウンテンバイクに乗りながら道を走る。

　ホームセンターで手に入れた自転車だった。自治体からの報酬の一部として、ホームセンター内の物資を自由に持っていってよい契約だったのだ。碓氷うすいはブリヂストンのマウンテンバイクにキャリーを付け、釘くぎやワイヤーなどの工具、電池と携帯ラジオなどを持ちだした。缶詰などの食料はほとんどが期限切れだったが、コンデンスミルクの缶と粉末コーヒー、乾パンなどを見つけて持ってきた。吹雪ふぶきはアクセサリー類を、他のメンバーもそれぞれ好きなものを選んだようだ。

「……何よ？」

　隣を走る如月きさらぎが、碓氷うすいの視線に気づいて顔をしかめた。

「いや、なんでもないですよ」

　ホームセンターにある自転車で移動しようとなったとき、難色を示したのが如月きさらぎだった。しばらくして白状したのだが、如月きさらぎは自転車に乗った経験がなかったようだ。なので如月きさらぎの自転車特訓で少しだけ出発が遅れた。現在は危なっかしいながらもなんとか走っている。

　といっても、自治体の管理エリアから離れると道路は荒れており、とても乗って走れるものではなかった。だが、しばらく自転車を押して歩いていると次第に整備されてきた。人間の活動するエリアに入ってきたということだ。

　道路の両脇には乗り捨てられた自動車が並んでいる。その向こう側は廃はい墟きよ群ぐんと背の高い雑草が生い茂り見通しが悪い。それでもひび割れたアスファルトを修復した跡がある。スプレーでゾンビマークが乱雑に描かれた『ゾンビ飛び出し注意』の標識が道路わきに立っていた。

「この先に一応街があるらしいっすよ。このまま真まっ直すぐで」

　渋しぶ谷やがタブレットを操作して地図を表示させた。ハンター地図だ。自治体はハンターに最低三日の宿泊場所と食料を提供する、というルールが設定されている。ゾンビ排除の報酬とは別にだ。その代りハンターは情報提供をする。今まで通った街の場所や状況などの詳細な情報だ。その情報は別のハンターにも渡され、情報が強化されていくことになる。

「あっ、何か見えるよ」

　先頭を走る吹雪ふぶきが指さした先には建物があった。階層が高いためにぽつんと建つ塔のように見える。それはタワーマンションだった。横を見ると如月きさらぎが複雑な表情を浮かべていた。

「たぶん、あそこだ。自治体が生き残ってればの話だけど」

　渋しぶ谷やが危惧したとおり、その街は死んでいた。
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「今回は少し大きな仕事になるわ」

　メンバーたちは街の端でキャンプを張っていた。基本的には街の中で夜を過ごさない。ハンターが忌いみ嫌きらわれていることもあるが、最大の理由は逃走経路の確保だ。街が汚染されていた場合、ゾンビに囲まれてしまうことがある。

　小さな焚たき火びを作り、硬いパンを焼いて食べる。ホームセンターから持ってきたコンデンスミルクがあるのでそれを塗って食べた。公園でメンバーが作ったウサギの燻くん製せいは、皆で分けて残りはなくなった。

「……そして危険」

　すでに如月きさらぎは自治体の責任者と交渉をしてきた。そして今回の依頼の舞台はこの崩壊した街のシンボルでもあるタワーマンションの調査。つまりゾンビの殲せん滅めつだ。そして依頼主はすでに捨てられたこの街ではなく、近隣の自治体からだった。

　隣の街からでも目に入る、この呪われた塔の消毒──。

「反対意見があるなら、このまま街を素通りする」

　依頼を受けるか否いなかはメンバーの意思が反映される。が、碓氷うすいがこのチームに入ってから反対意見が出たことはなかった。基本的に武闘派の三人の男性メンバーはゾンビ討伐に喜びを感じている様子がある。交渉や情報管理をする三人もゾンビ討伐に積極的。反対意見が出るとすれば、碓氷うすい、吹雪ふぶき、渋しぶ谷やとなるが、この三名はハンター見習い故に従うだけだった。

　結局、今回も反対意見が出ることなく依頼を受けることになった。

「本格的な交戦となるわ。準備しないと。あと、吹雪ふぶきも今回はその服装じゃ駄目よ」

　如月きさらぎがここまで言うのは珍しい。そして本格的な交戦は碓氷うすいにとっても初めてといっていい。

　吹雪ふぶきがこちらを向き、少しだけ不安そうな表情を見せた。

「建物内はちょっと怖いよな」

　碓氷うすいも本音を漏らしてしまう。交戦経験がほとんどない碓氷うすいでもわかっていた。建物内はゾンビのホームグラウンドだ。死角が多くどこからゾンビが飛びだしてくるかわからない。

　ゾンビ映画の基本であるショッピングモールに立てこもれ、というのも間違っている。ショッピングモールは客にわくわく感を与えるために、通路にカーブを多用し死角が多く作られている。ゾンビ映画においても主人公たちが最も死んだ場所だ。

　ゾンビ映画において長らく議論されてきたゾンビの問題に、ゾンビを走らせていいのか、というものがある。その問題は現実で結論が出てしまった。

　──ゾンビは走る。

　建物内で走られたらすぐに捕まる。故に対ゾンビでは逃走経路が重要視されている。逃走経路が多ければ多いほどいい。つまり外。野外ならばゾンビを恐れることはない。走れるといっても人間ほどは速くない。

　だが、今回は建物内だ。タワーマンションの消毒が依頼だということは、当然中にも入ることになる。

「安心しろ。マンションはやりやすい」

　碓氷うすいたちの不安を察したのか朝あさ木き竜たつ也やが言った。朝木はこのチームの中でも武闘派で、ゾンビ討伐数もゆうに四桁を越えているという。

「それに、建物での戦闘を逃げていたら、この世界からゾンビは消えない」

　碓氷うすいはその言葉にうなずいた。確かに逃げ続けていたら人類は敗北する。

「聞いてほしいことがあるの。今回の仕事が可決されたら言おうと思ってた」

　如月きさらぎが焚たき火びを見つめながら言った。

「私には妹がいるの。リカっていう名前」

　碓氷うすいは目を瞬またたかせた。如月きさらぎが自分のことを語るのは珍しいことだ。過去を聞いてはいけないようなミステリアスな存在だった。

「へー、どんな妹なの？　リーダーの妹ってなんか頭がよさそうだねえ」

「歳としが離れてるから可愛かわいかったわ。今は十四歳かな」

「へー、だから可愛かわいい私にも甘かったんだ」

「吹雪ふぶきみたいになってたら、ちょっと困るかな」

　如月きさらぎはくすっと笑ってタワーマンションを見上げた。碓氷うすいはそんな如月きさらぎの表情に嫌な予感がした。

「崩壊時に、私は高校の修学旅行で北ほつ海かい道どうにいて、妹とはそれっきり。でもそれはしょうがない。この世界の多くの人間が経験しているから」

「今はどこにいるの？」

　のんきに吹雪ふぶきが聞いているので、碓氷うすいは彼女の手を引っ張った。

「母親は私たちを育てるために遅くまで働いていた。そして、家に戻ってこなかったと妹からのメールがあったわ。通信が途絶える前の最後のメールで、母親は感染者となったと知った。その後の妹がどうなったかはわからない」

　だから如月きさらぎはハンターとなったのだ。この日本を移動できるのはゾンビ対策委員会かハンターだけだ。そして彼女は少しずつ目的の場所まで近づいていった。

「生きているとは思ってなかった。でも死んでいたら骨を土に埋めてあげたい。ゾンビになっていたのなら殺してあげたい」

「でもさあ、生きてる可能性だっ……」

　碓氷うすいは吹雪ふぶきの口を塞いで首を振った。如月きさらぎはすでに現実を受け止めている。

　そんな碓氷うすいを見て、如月きさらぎが小さく笑った。

「そうよ、私はあのタワーマンションに住んでいた」
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　それは巨大な塔だった。

　周囲に高い建物がないので余計に高く見える。この街はゾンビに汚染されたため、ゾンビの隠れ場所を消そうと建物などを破壊している。そんな街の中で鉄柵に囲まれたタワーマンションだけが生き残っていた。

「うわあ、いるなあ」

　鉄柵の向こうを見た渋しぶ谷やが情けない声を出す。マンションを囲む庭はゾンビが徘はい徊かいしている。柵の中に大量のゾンビがいるために、誰もタワーマンションに手が出せなかったのだ。

「揃そろいの制服を着ている。庭の端にプレハブがあってそこは詰所だろう。つまりあのゾンビたちはタワーマンションを守る警備員だった。さらに自家発電機や改造されたライトバンがある。あっちは荒れてるが、畑だな」

　マンションの敷しき地ちをメンバーがチェックしている。

「つまり序盤のタワーマンションは街のゾンビから身を守る基地。その後に改造した車で敷しき地ちの外に出て物資補給。並行して敷しき地ち内で畑などを作って自給自足を行った。まるで要塞ね」

　如月きさらぎがマンションの外壁を指さす。ほとんどのベランダは鉄の柵で塞がれている。外壁を上るゾンビの対策かもしれない。

「とにかく警備員から排除しましょう。フェンスがあるから簡単よ」

　如月きさらぎの指示のもと、鉄柵の一部がバーナーによって切り取られる。必要な器具は依頼主の自治体から借りていた。今回の自治体はハンターへの差別が少ないこともありバックアップは受けられた。さらに他のハンターが見つかれば増援をよこすとも言っていたが、それは如月きさらぎが断ったようだ。

　バーナーで鉄柵の一本が切り取られ、ちょうど頭がすっぽり入るぐらいのスペースができた。

「音楽をかけて」

　如月きさらぎに促され、吹雪ふぶきがホームセンターから持ってきたＣＤを携帯コンポに入れる。音楽が流れだしたがゾンビは反応しない。音に引き寄せられるゾンビとそうでないゾンビがいる。ここにいるゾンビは後者のようだ。

　穴を開けた鉄柵の上に自治体から手に入れた鶏の死体を吊つるす。鶏は殺したばかりで首から血が垂れている。血の臭いにゾンビが反応した。

　嗅覚はまだ生きているのだろうか。それとも腐った全身で血の成分を感じ取るのか。事実はわからないが、ゾンビは新鮮な血に引き寄せられる。

　血に引き寄せられるゾンビ、そして生きている人間に気づいてゾンビたちが鉄柵に殺到する。空いた穴から顔を出したゾンビを、朝あさ木きが巨大なハンマーでたたき割った。

「油断しちゃ駄目よ。もしもこれが映画だったら、ゾンビは背後からくるから」

　如月きさらぎに言われ、はっと振り向く。周囲にゾンビの姿はないが目の前のゾンビを恐れるあまり背後が無警戒だった。

　鉄柵が動かなくなったゾンビで埋まると、別の場所に穴を空ける。それをしばらく繰り返すと、ゾンビの姿はほとんど見えなくなった。朝あさ木きがハンマーを置いた。

「残ってるのはマイペースタイプだな」

　人間を見つけても積極的に襲おそってこないタイプもいる。

「敷しき地ちに入りましょう。まずは庭のゾンビを殲せん滅めつするわ」

　出入り口を固める鎖を焼き切り、如月きさらぎを先頭に敷しき地ち内に進んでいく。

　妙に背の高い雑草が生えている場所がある。そこはおそらく畑だろう。しかし今は見るかげもなく荒れている。

　がさがさと草が動いており、そこに朝あさ木きが鉄の銛もりを投げた。どすっと鈍い音がし、ゾンビらしき人影がよろめく。だが死んではいない。胸を刺された程度ではゾンビは倒せない。

　銛もりの後ろにはぶっといワイヤーが伸びておりカラビナと結ばれている。カラビナをそばにあった改造バンのバンパーにカチリとはめる。

「ゆっくりタイプのゾンビでも、どう動くかはわからない。だからこうして可動距離を制限することが重要よ。時間があるのならば心理的にも物理的にも優位性を築くこと」

　経験の浅い碓氷うすいらに如月きさらぎが説明してくれる。

　その後も慎重に行動し、残っている庭のゾンビを殲せん滅めつした。

「さて、いよいよ中ね。でもこの様子だと中にいるゾンビも戦闘力が低いはず」

　如月きさらぎが建物へと近づいていく。基本的には同じ場所には同じタイプのゾンビがいる。それは感染源のゾンビのタイプで決定される。

「放置された冷蔵庫を開ける気分だよ」

　渋しぶ谷やが大きな溜ため息いきを吐いた。

「きっと、こっちも中の物は腐ってるぞ」

　碓氷うすいはバールを握りしめた。基本的に如月きさらぎたちは武器の指示をしない。自分で考えた武器を使えとの方針なのだ。その理由は対ゾンビに正解はないからではないか。だが駄目な武器は教えてくれる。それは共に戦うメンバーにも被害が出るからだろう。

「探索しつつ戦うときはハンマーやつるはしは駄目だ。当たれば頭を砕けるが、それはあくまで点の攻撃になる。外れる確率が高く、外せば次の瞬間に襲おそわれている」

　他のメンバーがシャッターに穴を空ける横で、朝あさ木きがハンマーを建物の入り口に置く。

「スコップは？」

　吹雪ふぶきが庭にあった大きなスコップを手に取った。スコップは斬れるし突けるし持ちやすい。

「スコップは一撃が軽すぎる。それでゾンビの頭蓋骨を砕くには相当な勢いで振らなきゃいけない。周りの人間を巻き込むから基本的に単独で使う武器だ。だが、この世界で単独でゾンビに立ち向かうケースはほぼ終わりだ。よって使われることはない。素直に穴掘りに使え」

　痛みを感じないゾンビは、武器と戦略が対人間と大きく異なる。

「じゃあ何がいいのかなあ？　日本刀とか？」

　吹雪ふぶきがバットを握りながら首を傾かしげる。

「お前の木製バットはありだ。頭に向かって降り下ろし、打撃ポイントがずれても頭を砕ける。つまり線の攻撃ができるからな。だが、俺がそのピンク色を使うことはないがな」

　シャッターがぶち破られ、碓氷うすいたちは身構える。向こう側は駐車場スペースとなっており高級車が並んでいる。ただし外車はゾンビ発生と同時に急速に価値を失った。理由はもちろん燃費が悪いからだ。この世界ではガソリンの流通は極めて少ない。あることはあるが一部の重要な都市にしか出回っていない。

　ハンドライトをつけたメンバーが駐車場を確認する。ゾンビの姿はない。

「おっ、バイクだ。それも電動バイク」

　渋しぶ谷やが充電式のバイクを見つけたらしい。電動バイクならこの世界でも使うことができる。どこの自治体も太陽光や風力発電に力を入れている。

「ここからは慎重に。その階のゾンビはすべて殲せん滅めつし、挟み撃ちを絶対に避ける」

　如月きさらぎはメンバーのうち三人を一階の守りに置き、七人でマンションを上っていく選択をした。渋しぶ谷やは一階の見張り、碓氷うすいと吹雪ふぶきは上がることになった。

「今回の戦略は、誰かが転ばせ別の誰かが頭を潰す。数が多い場合、その時点で探索は中止。引き返して、そこまでの情報を自治体に渡す」

　慎重な如月きさらぎらしい決断だった。

　一階はロビーと駐車場となっている。クリーンを確認してから七人は階段を上る。階段は独立タイプで、階ごとに大きな防火扉がついている。スルーして上に行くこともできるが、下の階から調査と殲せん滅めつを行うことになった。

「あなたたちも来なさい」

　如月きさらぎは階段の見張りに一人配置すると、碓氷うすいと吹雪ふぶきに手招きする。当然ながら灯あかりはなく、二階フロアは真っ暗だった。

「建物内では絶対にパニックになってはいけない」

　パニックとは自然界で生き残るために生まれた本能だ。肉食獣に襲おそわれたとき、パニックを起こしてそれぞれがランダム性を持って逃走すれば生存率が高まる。しかし、そのパニックは建物内では生存率を下げてしまう。あくまでも開けた平原や森でのケースなのだ。

　強力なライトでフロアが照らされ視界は問題ない。しかし体がすくんでしまう。ホームセンターとは違い通路が狭すぎる。ゾンビが出現すれば正面から戦うことになる。

「ゾンビが出たら、私たちがさすまたを使って転ばせる。そうしたらあなたたちが頭を潰す」

　如月きさらぎと朝あさ木きはリーチの長いさすまたを持っている。

　碓氷うすいはバールを構えて先頭を進む。静まり返ったフロアは物音ひとつしない。何か耳みみ障ざわりな音に横を向くと、それは吹雪ふぶきの乱れた吐息だった。

　通路には人影はない。歩くと部屋の扉が見えた。メンバーの一人が聴診器を扉に当てて首を振る。物音はしないらしい。如月きさらぎが碓氷うすいを指さしてから扉に手をかける。ノブは回り扉が開く。碓氷うすいはバールを持って身構える……。

「……いません」

　ゾンビは出てこなかった。ぐったりと体が重くなったが、緊張を解くわけにはいかない。部屋の中にはまだ扉がある。リビングへの扉、バスルーム、トイレ、クローゼット……。

　碓氷うすいたちはその全部の扉を開け、やっと一部屋の安全確認を終えた。玄関の扉にスプレーで調査済みの×マークを付ける。この調子ですべての階層、すべての部屋の扉に×マークを付けるというのか。たった一部屋でこれだけ精神的に疲弊してしまったのに、あとどれだけ残っているのか。さらに今の部屋はラッキーなケースだった。扉を開け続ければいつかはゾンビが出てくる。扉の向こうにゾンビがいたときに、疲労し油断していたら終わりだ。

「これを繰り返すわ。二人三チームに分かれて、すべての部屋を潰す」

　如月きさらぎの言葉に碓氷うすいは溜ため息いきを吐く。こんなプレッシャーがかかる作業を、たった二人でやれというのか……。

「大丈夫。いたら閉めればいいんだから」

　二階のすべての部屋を確認し、階段に戻ったときには二時間が経過していた。

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは階段の踊り場にへたり込んでいた。恐怖にさらされ続け、体が石のように重かった。碓氷うすいは如月きさらぎと行動したのだが、結局ゾンビはいなかった。

「こっちはいたのよ。ベッドに寝っ転がっていた。でも、時間が経たちすぎてもうどろどろだったけどね」

　吹雪ふぶきは不幸にも遭遇したようだ。

「どろどろタイプか」

　ゾンビの最終形態は液状化だ。その液状化によって感染を広げる戦略かと考えられたが、実際にはその液体から感染者は出なかった。つまりゾンビは自ら人間を襲おそうことでしか種を増やせない。そんなプログラムが組み込まれている。

「部屋に入った瞬間に臭くてわかっちゃう」

　吹雪ふぶきは鼻をつまんで首を振ってみせた。その隣では如月きさらぎがメンバーと共に二階フロアのマップを作っている。

「ラッキーなケースよ。あのどろどろゾンビになるには四年以上が必要。つまりこのタワーマンションは感染からそれ以上が経たっているということ。よって走るゾンビはいないはず」

　如月きさらぎはそう断言した。そして自分の妹の生存の可能性もあっさりと切り捨てた。いや、そんな希望は持っていなかっただろう。骨を拾うかゾンビとなった妹を殺す覚悟なのだ。

　それにしても先は長い。部屋の数はワンフロアに三十ほどあった。このタワーマンションは約四十階。単純計算で千二百ほどの部屋があるということだ。家の中の扉を含めると、さらに多くのびっくり箱を開けねばならない。

「二階で開かない家の扉が五つ。……無理して開けないでマークだけつけて放置しておくわ。恐らく中にゾンビがいても開けられないはず」

　如月きさらぎがマップをたたんだ。

「じゃあ次は三階よ」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは溜ため息いきを吐いて立ち上がった。

　──三階。

　何な故ぜ人間はこんな複雑な住居を作ったのだと思う。一つの場所にこれほどに人間を集中させる必要があったのか。ここに住んでいた人間は、他の部屋にどんな人間が住んでいたか把握していただろうか。壁の向こう側に知らない何者かがいる恐怖を感じずに日常を過ごしていたのか……。

　三階が終わり、さらに四階、そしてその上へ……。

　階を上がるにつれてフロアにゾンビが出現し始めた。そのほとんどが原形をとどめておらず、排除は簡単だったが、それでも探索のペースはがくっと落ちた。

「なんでこんなにどろどろなのかな」

　五階の探索を終えて吹雪ふぶきが階段に座り込んでいる。

「感染のタイミングじゃないか？」

　庭のゾンビのほうが状態がいいということは、先にマンション下層の住人が感染したということか。

「ゾンビも活動をしないと劣化が早いのよ」

　マップを作っていた如月きさらぎが言う。

　その話は聞いたことがある。基本的にゾンビも生命体だ。ということは種を拡大させるという本能を持ち、動きまわって人間を襲おそう必要がある。つまりゾンビウイルスとしては動くゾンビのほうが都合がいいといえる。劣化が遅いのはそんな理由からか。

　また、ゾンビは体のウイルスを使って光合成を行っているとの説もある。暗闇で活動が鈍いのはそれが理由だと。ゾンビが植物だとすれば、この暗がりでは一気に劣化するだろう。

　さらに探索を続けて、碓氷うすいたちは十階フロアに到達する。階段が十階で終わっていたために、七人でそのフロアへと入る。そこは住居スペースではなく、倉庫となっていた。恐らく水や食料などがあったはずだが今は空っぽだ。

「ここは災害耐性マンションなの」

　如月きさらぎが周辺をライトで照らしている。

「高層マンションは災害で孤立したときのために備蓄を行ってる。それだけでなく、生産もできるようにしたりとかね。さらにゾンビ出現と同時にその機能を高めたはず」

「備蓄ってどのくらいですかね」

　広めに区切られたフロアとなっているので死角は少ない。ゾンビの姿もないようで、碓氷うすいは安あん堵どした。

「他にも備蓄フロアがあって、おそらく五年は耐えられるようになってるはず」

「五年」

　碓氷うすいは驚いた。これほど住人がいるタワーマンションの五年分とはどれほどになるのか。

「まあ、節約して五年よ。このマンションの住人がそんな節約できるとは思えないけど」

　それができなかったからこそ、このマンションは汚染されたのだ。

「今日はここまでにして降りましょう。その前に階段だけ探すわ」

　階段は十階で終わっているため、このフロアのどこかに上りの階段があるはずだ。しばらく探してそれは見つかった。分厚い防火扉の向こうに階段があった。

　その分厚い防火扉はひしゃげ破壊されていた。「ゾンビに襲おそわれたのかなあ」と、吹雪ふぶきがそれを見て呟つぶやく。

「ゾンビが道具を持ってか？」

　明らかに工具などで破壊された形跡がある。そもそも工具を使えるなら、ロックを外すことができるのではないか？

　碓氷うすいはしばらく防火扉を調べて気づいた。ロックはこちら側になく階段側だけだ。つまり、上階側からしか開けられない……。
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　碓氷うすいたちはタワーマンションの中層へ到達した。ゾンビの数が多いため下から増援を呼んだ。渋しぶ谷やだけを残して、九人のメンバーが探索に参加している。

「気をつけろ、中々しっかりした死体だ」

　朝あさ木きがさすまたでゾンビの足を攻撃した。倒れたところをすかさず他のメンバーが頭を潰す。しかし、その後ろにもゾンビがいる。

「まあ、こっちのほうがやりやすいよね」

　吹雪ふぶきがバットを振り下ろす。気配がない扉を開け続けるよりも、積極的に動くゾンビと戦うほうが恐怖はなかった。中層にきて腐敗した液状の何かではなく、イメージどおりのゾンビになったこともプラスだ。

　だが、ゾンビの数は予想以上に多かった。

「作戦を変えましょう」

　如月きさらぎが指示を出し、メンバーたちがトラップを設置する。ゾンビの動きを止めるスパイク付きの障害物を置いたり、転ばせるためのワイヤーを張ったりと細工をする。

　フロアを動き回るゾンビを呼び寄せ、倒してから各部屋を調べる。安全策だったが、当然ながら時間はかかる。

　タワーマンションの部屋の中。そこには昔の生活が残されていた。ソファーに座ってグラスを傾けるゾンビ、キッチンで作業をしているゾンビ、汚れた人形を抱えているゾンビ……。

「本当に殺さなきゃいけないの？」

　吹雪ふぶきの声には極度の疲労が混ざっている。人間的な行動をしているゾンビを殺すのが負担になっている。

　さらにマンション中層は荒れていた。部屋の扉は壊され争った形跡が残っている。人間とゾンビの戦いがあったのだろうか。上に行くにしたがい異様な雰囲気になってきた……。

　そしてしばらくゾンビの姿は少なくなり──二十階へ。

　二十階は十階と同じく備蓄フロアだ。そんなワンフロアにゾンビたちはいた。

　メンバーたちは顔を見合わせ階段へと引き返す。中層のほとんどのゾンビがこのフロアにいるようだ。とてもではないが突入することはできない。

「どういうことかな？　なんで一か所に固まってるの？」

　吹雪ふぶきもさすがに怯おびえている。

「ゾンビの行動は、生前の思考などが関連している。備蓄フロアに群がっていた理由は、食料を確保するためでしょうね」

　如月きさらぎの予測どおりだろうと碓氷うすいは思った。ゾンビの行動は生前のパターンを踏とう襲しゆうすることが多い。中層はすべてを諦め部屋で終末を過ごす人間と、食料を求めて備蓄フロアに殺到する人間がいたのだ。

「仕方ない、殲せん滅めつするわ」

　如月きさらぎが決断した。フロアの一角にトラップとバリケードを組みゾンビたちを迎撃する。戦いにおいて辛いのは臭いだった。外とは違い腐った臭いがこもる。ハンターたちは訓練しているとはいえ、これだけの数がいるとやはり厳しい。

　碓氷うすいはフロアのゾンビを殲せん滅めつするまでに五回ほど吐き、最後は胃液しか出なかった。

「やはり扉は封鎖されているわね」

　ゾンビを排除し、如月きさらぎが二十一階への扉を調べている。

「外からは？」

　重厚な扉を破壊するより、外壁から上階に移動するほうが容易たやすいと踏んだようだ。しかし、調べにいったメンバーが首を振る。

「厳重に鉄てつ格ごう子しがはまってて入れませんね。あと、ネズミ返しのようなものもあります。軽装だったら登れますが」

　装備を運ぶなら外からは不可能のようだ。仕方なくメンバーたちは扉と向かい合う。自治体から高火力のバーナーを持ってきているので、それで扉を開けることとなった。すでに半壊していたので、数時間ほどで扉が開いた。

　そして上層階へ。

「…………」

　階段に入ったメンバーたちは顔を見合わせる。腐った体液で汚れていた中層階と違って綺き麗れいだ。また、天井に電線が引かれ薄暗いながらも灯あかりがついている。太陽光パネルから電気を引いているようだ。

　もしかしたら死体が存在しないのかもしれない。ほとんどのゾンビは中層階より下にいる。だとしたら、これ以上の交戦がない可能性が……。

「静かに」

　如月きさらぎがその場に屈かがみこむ。足音が聞こえた。その足音は階段を上がっていく。

　扉を開けるのにあれだけ派手な音を立てたのだ。ゾンビが寄ってきてもおかしくはない。しかし、様子を窺うかがいに来るほどの知能があるはずもなかった。このタワーマンションにいるのは腐ったゾンビだ。このタワーマンションが汚染されてから四年以上は経たっている。

　珍しく如月きさらぎが迷っている。追うか引き返すか。

「様子を見に行くべきだ」

　そう言ったのは碓氷うすいだった。ここで引き返したら今までの苦労が水泡に帰す。何よりも如月きさらぎの妹がまだ見つかっていない。

「賛成だ」

　さすまたを持った朝あさ木きが立ち上がる。タワーマンションの探索を続行するなら、まず階段のゾンビを排除する必要がある。彼の意見に反論は出ず、ゾンビの排除が決定された。

　七人で階段を慎重に上がっていく。気配に気づいたのか、足音はさらに階段を上がっていく。碓氷うすいがバールを握ったまま見上げると、ひらりと舞うスカートが一瞬だけ見えた。

「下がって」

　如月きさらぎが朝あさ木きたちを制して前に出る。そのままゆっくりと階段を上り、立ち止まる。

　碓氷うすいたちは息を吞のんで立ち尽くす。階段の踊り場にワンピースを着た少女の後姿が見えた。中学生ほどの身長と細い手足、長い黒髪と薄汚れた灰色のワンピース。

「あなたたちは誰？」

　はっきりとした声だった。

「生存者？」啞あ然ぜんとする吹雪ふぶきがバットを下ろす。

「私たちはハンターよ。このマンションの洗浄を依頼された」

「ゾンビを殺しに来たの？」

　少女は如月きさらぎと会話している。しかしその声には妙なノイズが混ざっている。

「そうよ。ゾンビは殲せん滅めつする」

　少女がゆっくりと振り向いた。

　碓氷うすいは後ずさった。彼女の胸元は血で汚れている。唇はどす黒く、両眼は血走って真っ赤だった。ゾンビだ……。

「じゃあ、私を殺して」

　少女がこちらに迫ってくる。さらに階下で音がする。扉が開いた音だった。

「やべえぞ、なりたてのゾンビだ」

　朝あさ木きが焦あせっている。階段を駆け上がってくる音が聞こえた。

「挟まれたらまずいわ。上に！」

　如月きさらぎと朝あさ木きが少女のゾンビを取り押さえる。そのまま抱え上げ階段を駆け上がった。碓氷うすいと吹雪ふぶきも後を追う。同時にすぐ横の扉が開き、出てきたのは人間──いや、ゾンビだった。

「俺たちを殺しに来たのか！」

　ゾンビが叫んでメンバーたちを追う。

「迎撃しろ、上に来させるな！」

　先頭を走っていた朝あさ木きが叫ぶ。バットを振り上げた吹雪ふぶきだったが、すぐに首を振った。

「無理、無理！　こんなにちゃんと喋しやべるのを殴るなんてできない！」

「お前らは逃げろ！」

　メンバーの一人が階段を駆け下り、さすまたでゾンビたちの足を攻撃した。彼らはバランスを崩して階段を転がり落ちる。

「備蓄フロアに逃げるわ！」

　三十階にも備蓄フロアがある。備蓄フロアへの扉は壊れていたため、メンバーたちはゾンビたちを振り切って中に駆け込む。柱だけの開けたワンフロア──。

　如月きさらぎが青ざめている。選択ミスを悟ったのだ。

　開けたエリアでの戦い。それは対ゾンビの基本戦術だ。しかし、あくまでもゾンビらしいゾンビに限る。ここにいるのは走れるゾンビだ。

「壁かべ際ぎわに！」

　それでも七人は壁を背にして迎撃態勢を取る。同時になだれ込んできたのは、武器を持ったゾンビたちだった。

「……感染して一年以内じゃねえか。話が違う」

　朝あさ木きが吐き捨てる。ゾンビたちはフロアに散開するように碓氷うすいたちを取り囲む。その数は三十……いや、五十はいる。

「上への扉は？」

「開きません」

　扉を調べていたメンバーが如月きさらぎに首を振る。

「ここで戦うわ。ある程度殺したら、突破して階段を駆け下りる」

　如月きさらぎがメンバーたちを見る。

「ある程度の傷は覚悟しなさい。ただし絶対に嚙かまれてはいけない」

　傷によっても感染率に大きな違いがある。ひっかき傷などの感染率は低く一パーセント以下とされる。しかし嚙かまれてしまえば一気に九十パーセント以上に跳ね上がる。

「お前たちは何者だ」

　ゴルフクラブを持ったゾンビが言った。

「返答してはいけない」

　如月きさらぎが言ったが、碓氷うすいはその質問に答えてしまった。

「俺たちはハンターだ」

「物資をあさりに来たのか？」

「違う。このタワーマンションの調査だ」

　対話ができる。だとしたら話し合いで解決すればいいのではないか？

「ゾンビの殲せん滅めつの依頼は受けていない。だから俺たちを解放してくれ」

　囲まれてしまい逃走経路が塞がれた。

「駄目だ。ハンターを逃がすわけにはいかない」

　柱の陰で包丁を持ったゾンビが言った。

「じゃあどうすればいい？」

「感染して俺たちの仲間になれ。そうすれば手荒な真ま似ねはしない」

「なんで、あんたたちは喋しやべれるんだ？　タワーマンションは五年前には汚染されていたはず」

　碓氷うすいは対話を続けた。会話をしていれば助かる糸口が見つかる可能性がある。

「タワーマンションだけは汚染されなかった」

　話はこうだった。この街はゾンビ発生と同時にすぐに汚染された。だがマンションの住人たちは、少しだけ早く動いてタワーマンションをフェンスとバリケードで囲い、金で警備員を雇って防衛した。

　そんな迅速な行動によりタワーマンションは無事だった。生き残った街の人間が助けを求めたが、受け入れはしなかった。そのことによりタワーマンション以外の街の住人は逃げだすかゾンビとなった。つまりこのタワーマンションは孤島となったのだ。

「だが、ここは災害耐性マンションだ」

　備蓄も自家発電装置もある。それでもいつかは物資が尽きるという恐怖はなくならない。

「外に物資補給に行っていた下層の連中がウイルスを持ち込みやがった。だから、下層と中層を遮断した……」

　ついにウイルスがタワーマンションに侵入したのだ。その後、下層が汚染されたことを知り、すぐに扉を遮断したが、ゾンビとなった下層の住人は上へと向かう。そして中層が汚染され、上層が汚染されたのは半年前……。

「物資はそんなにもったのか？」

　半年前まで人間がこのマンションで生活していたというのか。

「基本的に物資は、上層のほうに多く備蓄されている。下層はすぐになくなったようだがな」

　タワーマンションの階層が、そのまま階級なのだ。このタワーマンションは孤立したと同時に、一つの共同体となった。そしてその内部での争いが始まったのだ。

　碓氷うすいはやっと気づいた。タワーマンションの外壁の鉄てつ格ごう子しなどは、ゾンビ対策でもあるが人間対策だったのだ。下層の住人の侵入を防ぐために設置されたものだ。

「俺たちは上にも下にも行けず、ついに感染した……」

　目の前のゾンビは涙を流していた。まだ感情が残っている。

「お前たちに依頼したのは何者だ？」

　その問いに答えたのは如月きさらぎだった。

「ここから近くにある自治体よ。そこはゾンビを排除し、ここよりも人間的な生活を送っている。この街から逃げた人間たちが作った自治体」

　呻うめきをあげてゾンビが襲おそい掛かかってきた。朝あさ木きがすぐに反応し、さすまたを使って転ばせる。

「おい！」

　朝あさ木きが吹雪ふぶきに顎をしゃくった。バットでとどめを刺せと言っている。しかし吹雪ふぶきは涙を流しながら首を振った。

「無理よ、だって人殺しになっちゃうよお。会話できるなんて、ずるい！」

　碓氷うすいも同じだった。腐ったゾンビは殺したことがある。しかし喋しやべる人間寄りのゾンビは殺したことはなかった。ここで碓氷うすいは間違いに気づいた。やつらと会話をしてはいけなかった。どうせ戦うことになるのならば、人間的な交流をしてはいけなかった。

　デーヴ・グロスマンを読んだことがある。この世界の人間のほとんどは、人間を攻撃することができないし、できたとしても精神に変調をきたすらしい。人間が攻撃できるのはあくまでもゾンビであって人間ではない……。

「下がりなさい！　私たちは攻撃はしない！」

　転んだゾンビを蹴り飛ばしながら如月きさらぎが叫ぶ。だが、他のゾンビたちはじりじりと距離を詰めてくる。

「やるしかねえぞ。突破する」

　朝あさ木きがさすまたをフルスイングすると、ゾンビたちが吹っ飛んだ。

「今よ──」

　追撃しようとした如月きさらぎの言葉が止まる。振り返って碓氷うすいは目を見開いた。如月きさらぎの足にあの少女が嚙かみついていた。

「あ、あ、あ……」

　碓氷うすいはバールを握ると、反射的に少女の胸に突き立てた。心臓を貫かれた少女はその場に崩れる。噴き出すどす黒い血を見て碓氷うすいは膝をつく。自分が今、心臓を刺した相手はゾンビなのか人間なのか。どこからゾンビはゾンビなのだ？　なんでもっと腐ってないのだ……。

「どうしよう？　ねえ、どうすれば？」

　吹雪ふぶきが嚙かみつかれた如月きさらぎの足を消毒液で洗っている。しかしその行動に意味がないことはわかっていた。本当なら足を切り落とすしかないが、そんなことをできるはずがない。

「馬鹿野郎、立て！」

　朝あさ木きの怒声が響いた。固まる碓氷うすいと吹雪ふぶきをよそに、メンバーたちは武器を手に持ち戦っている。しかしゾンビに群らがられ嚙かみつかれるのが見えた。そしてこちらにゾンビが迫ってくる。ついに終わりの時がきたと碓氷うすいは覚悟を決めた。

「……え？」

　吹雪ふぶきが妙な声を出した。視線はフロアの入り口だ。碓氷うすいもそれを見て啞あ然ぜんとする。見えたのは真っ赤なカラーだった。

　赤い色が舞った。その次の瞬間、ゾンビたちの首が胴から切り離されている。赤い服装の女性が棒状のものを振るっていた。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに、ゾンビたちの動きが乱れる。

　碓氷うすいを混乱させたのは、彼女がワンピース姿だということだった。手足を無防備に露出させ、踊るようにゾンビを斬っている。手に持っている武器は日本刀だった。彼女は一瞬のためらいもなくゾンビの首を両断する。

「……アリス」

　足の傷を押さえながら如月きさらぎが呟つぶやいた。

「あれが？」

　碓氷うすいも聞いたことがあった。通称アリスと呼ばれるハンターがいるという噂うわさ。感染確率を下げるために、肌を晒さらさないハンターの基本から逸脱した頭のおかしいハンター。アリスという名前はあの赤いワンピースが由来だ。某ゾンビゲームが原作のゾンビ映画、赤いワンピースを着た主人公の名前……。

「ちくしょう！」

　こちらに襲おそい掛かかってきたゾンビが吹っ飛ばされた。吹雪ふぶきが涙を流しながら、バットをフルスイングしたのだ。

　顔を上げると、ほとんどのゾンビが床に倒れていた。赤黒い血をまき散らして床に倒れるゾンビの体。さらに足を砕かれて倒れているゾンビもいる。そして生きているゾンビたちは泣いていた。

　真っ赤なコスチュームのアリスが刀を片手にこちらに歩み寄る。

「待て、俺は違う。いや、感染不明だ」

　朝あさ木きが両手を上げている。その腕には嚙かまれた跡が残っていた。感染初期のゾンビに嚙かまれたのなら、感染していない可能性もある。しかしそれはあまりに楽観的な考えだ。

「あなたは？」

　如月きさらぎが彼女と向かい合う。

「あなたたちと同じ自治体から依頼されたハンターよ」

　異様な光景だった。ミュールにワンピース姿の彼女は、まるでゾンビがいる世界の住人とは思えない。

「ねえ……」

　声に碓氷うすいはバールを握る。心臓を貫かれたゾンビの少女がまだ生きている。人間はハートショット、ゾンビはヘッドショット。ゾンビは頭を潰さねば殺せない。

「あなたは、リカちゃんのお姉ちゃんじゃない？」

　少女の問いに如月きさらぎが息を吞のんだ。

「そっか、会ったことがあるよね。時間がかかったけど戻ってきたの」

　如月きさらぎは少女の頭を支えて微笑ほほえんだ。

　少女はもう攻撃してくる様子はない。彼女の表情を見て思う。少女は自分たちを殺してくれる人間を待っていたのではないだろうか。完全なる腐ったゾンビとなる前に……。

「リカはどこ？」

　如月きさらぎがフロアを見回したが、少女は首を振る。

「上だよ」

　閉ざされた扉の向こうにまだ上がある。最上階のエリアが残っている。このタワーマンションにおける最高階級のエリアだ。

「上にはお菓子とかが沢山あったから、リカはそこに忍び込んで色々な食べ物を持って帰ってきてくれた。でも、あるとき扉が閉まっちゃった。そして、そのまま扉は……」

　扉は上の階からでないと開かない。最上階の人間たちは、上層階の汚染を知って扉を閉めたのだ。同時にリカも戻ってこなかった。

「お願いがあるの。私を殺して……」

　少女は目を閉じた。気づくと全身が震えていた。様々なことが起こりすぎ理解できない。情報の過負荷で脳がオーバーフローを起こしている。

「殺してあげなさい。あなたはハンターなのだから」

　顔を上げると、如月きさらぎがこちらを見下ろしていた。

「俺には無理です」

「でも、あなたがやるしかない。私たちは高い確率で感染している。感染者となった時点でハンターの資格を失っている」

　如月きさらぎのそばには六人のメンバーが立っていた。いずれも怪け我がを負っている。ゾンビに嚙かまれてしまったのだ。先ほどまでハンターだった人間は、ハンターと対極の存在になってしまった。この仕事をしている限りそのリスクはあり覚悟を決めていたはずだ。しかし……。

　碓氷うすいはバールを少女の顔に降り下ろした。

「完全に人間なのは──二人ね。どっちが討伐数が多い？」

　体を凍りつかせる碓氷うすいの隣で、吹雪ふぶきが立ち尽くしていた。

「私です」

「じゃあ、吹雪ふぶきがリーダーよ」如月きさらぎは吹雪ふぶきに微笑ほほえみかけた。「これからはあなたたちは、あなたたちの意思で行動するのよ」

　吹雪ふぶきは涙を流したまま首を振っている。

「いやだよ、そんなのやだ……」

　如月きさらぎは抱きつく吹雪ふぶきを優しく突き放した。

「私たちの最後の仕事として逃走経路を作ってあげる。あなたたちはこの依頼を続けるか破棄するか選択しなさい」

「降りるんですか？　でも、如月きさらぎさんの妹は……」

「私はもうゾンビよ。ゾンビがゾンビを殺すことはできない」

「でも、まだ如月きさらぎさんが感染したかわからない」

「駄目なの！」

　如月きさらぎの怒号は悲鳴のようだった。

「ここで感染しなくても終わりは近かった。私たちはとっくに限界を超えていたの」

　嚙かまれた他の六人も取り乱すことなく静かに立っている。

「私たちのチームは最初は二十人以上もいた。でも一人ずつ感染して消えていった。今でも仲間が襲おそってくる悪夢を見る。そして感染に怯おびえ続つづけ心も体も壊れていった。自治体の血液検査のたびに恐怖で泣いていた」

　そんな様子はまったくなかった。碓氷うすいたちには隠していたのだ。

「でも、あなたたちに会って救われた。だからもう少しだけ旅を続けていいかなと思ったの。終わりはちょっとだけ早かったけど」

「そんな、俺たちなんて……」

「二人ともゾンビに怯おびえつつも汚けがれた世界を直視していた。この狂った世界で自然な笑顔を浮かべてた。きっとあなたたちは私たちと違って、人間として何かが欠けている。でも、この世界ではそれは特別な能力よ。狂った世界だからこそ狂気が必要」

　碓氷うすいは泣いていた。如月きさらぎは本当に自分たちと別れる気なのだ。

「正直言うと今の気分は悪くない。感染した恐怖より、もう感染することに怯おびえなくていいんだっていう気持ち」

　如月きさらぎは碓氷うすいと向かい合うと、頰にそっとキスをした。

「あなたの気持ちには気づいてた。ありがとう」

　ゾンビのキスは冷たかった。

「さようなら」

　如月きさらぎたちはフロアから出て行った。ゾンビに嚙かまれたらすぐに姿を消す。それもチームで約束されたことだった。ハンターは目の前のゾンビを殺さねばならないからだ。彼らの後姿を碓氷うすいと吹雪ふぶきは静かに見送る。

　残ったのはゾンビの死体と、人間が三人……。

　赤いワンピース姿の彼女は、黙ってそんな光景を見つめていたが、刀を鞘さやにしまって歩きだす。向かった先は下への階段ではなく、もう一つの入り口だった。

「上から来たのね。きっと外壁を上って屋上からタワーマンションに侵入した」

　彼女は日本刀しか持っていない。身軽さを生かし屋上にまで登り、内側から防火扉を開けたのだ。

　碓氷うすいはゾンビの少女にシートをかけてから立ち上がった。

「どうしよう？」

　吹雪ふぶきに返答せずに碓氷うすいはアリスを追う。ハンターとしてこの依頼を遂行することが義務であり、感染したメンバーへの責任だと思った。そして如月きさらぎの意思を継いでやるべきだ。ゾンビとなっているだろう彼女の妹を殺すのが自分の役目だ。

　分厚く閉ざされた扉が開いている。その階段を上がると最上階エリアだ。

　そのエリアは明るかった。太陽光や風力などの発電でまかなえているのだ。扉を開けて中に入ると、そこはランニングマシンなどが並ぶスポーツジムとなっていた。ウオーターサーバーがあり、吹雪ふぶきがボタンを押すとカップが落ち冷たい水で満たされる。

　雑音が聞こえた。顔を見合わせ、二人は音源に近づいた。こんなときに指示を仰ぐ人間はもういない。

　仕切りの向こう側はシャワールームだった。シャワーの音が響いている。ここにはシャワーを浴びるほどの水があるのだ……。

　二人は慎重にシャワールームに入る。シャワーがいくつかあり、シャワーカーテンが閉じているスペースが一つだけある。碓氷うすいは吹雪ふぶきに合図して、バールを構えて近寄る。立てた指を折り、吹雪ふぶきがシャワーカーテンをはぎ取った。

「え？」

　シャワーを浴びていた黒髪のロングヘアーの少女が、悲鳴を上げて振り向く。

「動くな！　言葉がわかるなら動くな！」

　碓氷うすいはバールを振り上げて叫ぶ。目の前の少女は体を隠しながら目を見開いている。目に充血もなく肌の血色はいい。まさか……。

「人間か？」

　シャワーを止めて、彼女の全身を見る。どこにも傷はない。唇もピンク色で腰の下までの黒髪にもつやがある。

　彼女を見て碓氷うすいは硬直した。顔を見ただけでわかった。鼻筋は通っており少しだけ吊つり上あがった目に薄い唇、何よりも驚いた表情が似ていた。

「ちょっと待って」

　異変に気づいた吹雪ふぶきがそばにかかっていたタオルを取ると、彼女に渡してから表情を緩める。

「私たちは怪しいものじゃないよ。このタワーマンションを調べに来たハンターなんだ」

　吹雪ふぶきに言われ、少女は眉根を寄せた。

「下から来たんですか？」

　声もはっきりしている。やはり人間だ。汚染されたタワーマンションだが、最上階エリアは感染を免まぬがれていたのだ。この災害耐性マンションはギリギリのところで人間を守った。

「あなたの名前は？」

「……如月きさらぎです」

　もう少しだけ彼女の感染を先延ばしにできたならと思った。彼女は妹のためにこの世界を人間として生き抜く決意をしたことだろう。

「とにかくここにいる人間と話がしたい。俺たちが避難誘導するから」

　碓氷うすいが言うと、彼女は不満げに「見ないでください」と体を隠した。

　彼女はジムのプールに泳ぎに来ていたようだった。部屋から水着で来たらしく、濡ぬれた水着を再び着る。そのまま他の人間がいるフロアまで案内してもらう。

「頑張ったね」

　吹雪ふぶきが少女と手を繫つないで廊下を歩いている。せめて彼女を安全な場所まで送り届けることができれば、如月きさらぎたちの犠牲もほんの少しは軽減されるかもしれない。いつか如月きさらぎと再会したときに、このことを胸を張って伝えてやることができる。

　少女が扉の前でＩＤカードをかざす。

　しかし反応がなかった。少女は水着のまま立ち尽くす。

「もう開かない」

　振り向くと、そこに真っ赤なワンピースの彼女が立っていた。

「緊急時でＩＤカードは無効になっている。だからこっち」

　彼女は廊下を進んでいく。そして突き当りの扉を開く。

「動くな！」

　扉を開けたと同時に声が響いた。部屋の中で中年の男性が銃を構えて立っている。その背後にも数人の男性がおり、その後ろには分厚い扉が見えた。

「あの扉はシェルターエリアに繫つながってる。トラブルがあったのでそこに逃げ込むようね」

　アリスは銃を向けられつつも平然としている。

「俺たちはハンターです。このマンションの調査に来ました」

　碓氷うすいはリカを隠すようにして対話をする。

「マンションは汚染されている。地上もそうだ」

「地上に下りましょう。受け入れてくれる自治体があります」

「汚染された地上に降りる気はない」

「いつまでもそこに立てこもっているわけにはいかないでしょう」

「食料はまだ十分にある」

　タワーマンションのカースト最上位の彼らは、トカゲのしっぽを斬るように、下層の人間を切り捨てて生き残ってきたのだ。上へ上へと逃げ、ついに最後の場所へ……。

「如月きさらぎ君はこっちにくるんだ。私たちと安全な場所へ避難しよう」

　その呼びかけはリカにだった。

「扉が開いたなら下に戻らないと。友達も心配だし──」

「下層に人間はいないわ」

　アリスがはっきりと言った。

「いないって、どういうこと？」

　少女の声が震えている。恐らく彼女でも予想していたことだろう。下の階が汚染されてしまったこと。そしてそれから目を逸そらして綺き麗れいな空間で過ごしてきた。食料もエネルギーも独占して確保したエリア。他の人間を見捨てて維持した場所だと知っているだろう。彼女は間接的に友人たちを見捨てたことを知っている。

「早く、こうしている間にも汚けがれた空気が入ってくるかもしれない」

　中年男性が碓氷うすいに銃を向けたままリカを促す。迷っている彼女だが選択はない。彼女が頼る人間は他にいないのだ。だが、碓氷うすいはそんな彼女に言った。

「なあ、一緒に来ないか？」

　リカは怪け訝げんな顔をして見つめ返す。

「俺たちはこの世界を旅してる。いつかリカの住みたい街が見つかると思う。下の世界もそんなに悪くはないんだ」

「でも、下にはゾンビが……」

「俺が必ず守ってやる。ゾンビを倒しながら旅をしよう」

　リカは沈黙する。

「いくら安全でもそこに希望はない。いつかは必ず崩壊する場所だ。だったら俺たちと……」

　言葉が擦かすれてしまう。どうしても如月きさらぎを思い出してしまい言葉が続かない。

　沈黙が流れた。

「行こう」吹雪ふぶきが首を振った。「危険な旅を強制することはできないよ」

　碓氷うすいは吹雪ふぶきに手を引かれその場を後にした。

「これからどうしよう」

　階段を下りながら吹雪ふぶきが呟つぶやく。

「お前が決めろよ。リーダーだろ」

　タワーマンションから出ると、外で渋しぶ谷やが待っていた。

「みんなは？」

「とっくに行っちまった。血液検査で陽性になったらゾンビとして生きるってさ。なんか晴れ晴れとした表情だったよ」

　渋しぶ谷やは首をすくめてみせた。

　電動バイクは動くようだった。状態のよさそうな三台を選んで駐車場から出る。しかし傷みが激しいので修理することになった。その間、吹雪ふぶきはハンターチームの代表として依頼主の自治体へと報告に行った。

「自転車はいらなそうだな」

　渋しぶ谷やがバイクの修理を終えた。

　数時間後、吹雪ふぶきが自転車で戻ってきた。自治体から報酬とバッテリーを貰もらえたようだ。バッテリーで充電するとバイクのエンジンがかかった。

　碓氷うすいたちはその場で少しだけ待った。それは感染を免まぬがれた如月きさらぎたちが戻ってくるかもしれないという儚はかない希望だった。しかし誰も戻ってくることはなかった。

「街外れまで一緒に行って、そこで今後のことを決めよう」

　碓氷うすいはバイクのエンジンをかけた。これ以上仲間を失うことが怖かった。あんな思いをするのなら一人で……。

　三人はバイクに乗って走りだす。幹線道路を走っていると街外れに到達した。そこで小さな焚たき火びが見え、碓氷うすいはバイクを止める。

　焚たき火びのそばに座っていたのは、赤いワンピースのアリスと、如月きさらぎリカだった。

「降りてきたのか？」

　碓氷うすいはタワーマンションを振り返る。

「だって約束したじゃないですか」

　リカが立ち上がった。彼女は長い髪をバッサリと切っていた。

「ゾンビを倒して旅をするって」

　碓氷うすいはうなずいた。

　ゾンビと戦い逃げ続ける旅は長い。だからこそ仲間が必要だ。仲間を失うことよりも孤独を恐れろ。
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　枝が爆はぜる音が聞こえた。目の前で炎が揺らめいている。

　炎を見つめながら、碓氷うすいの記憶は過去へと飛んでいた。

　それはハンターとなった一年前……。

　──崩壊。人々はゾンビ出現をそう呼んだ。文明は崩壊し二度と人間の世界は戻ってこないと悟ったのだ。

　しかし、それは半分正解で半分は外れていた。ゾンビによって世界は深刻なダメージを受けたが、世界から人間が消えることはなかった。人口減少の割合は十四世紀のペストよりも低かったと結論づけられた。だが、問題なのはゾンビというパンデミックが終息する気配がないということだった。

　最初にゾンビが出現したのはネットだった。起き上がる腐った死体の映像。馬鹿げたその映像は拡散されていき、偽にせ物ものも交じってブームとなった。しかし、その後不自然に収束する。そして再び情報が開示されたときには──すでに遅かった。

　パンデミックとなった原因はゾンビウイルスの潜伏期間だった。初期のゾンビウイルスの潜伏期間は三年から五年とされている。そんなウイルス保持者が一斉に発症し、人間たちに襲おそい掛かかった。そして二次感染者の潜伏期間は逆に短かかった。ウイルスは二次感染から三次感染、ついには国際機関がパンデミックの水みず際ぎわと設定した五次感染を越えてしまった。その後の追跡は放棄されウイルスは世界に拡散していった。

　そんなとき、碓氷うすいは山奥の山荘にいた。

　中学校の林間学校の時期だったからだ。そしてゾンビウイルスによりすべての規制が行われ、碓氷うすいたち約百五十人は戻れなくなった。

　だが生活にはそれほど苦労はなかった。孤立した中学生のいる地域には補助物資が優先的に届き、またニュースをにぎわすゾンビという存在はその山間部で見ることはなかった。碓氷うすいたちは山荘にて授業をこなしながら生活を続けた。

　そのうちにネットと携帯電話が使えなくなった。情報網の崩壊はゾンビよりも深刻だった。物資は倉庫に積まれたまま動かせない。世界の情報は連鎖するように腐敗していった。

　情報不足は中学生たちに深刻なダメージを与えた。東京の自宅に戻ろうと山荘を抜けだす生徒もいた。そんな彼らはどうなったかわからない。戻ってはこなかった。

　その後、山荘の電気とガスが止まったため、碓氷うすいたちは山間部の農村エリアに移った。村の廃校にて中学生活を再開し、農作業なども手伝うようになった。

　一年が経たったが山間部にゾンビが出現することはなかった。ただし情報も回復はしなかった。

　だが、振り返ってみると碓氷うすいたちは幸運だったのではと思う。情報網が消失した世界は混乱を極めた。都会では略奪や犯罪の横行。盗みから殺人まで。

　しかしその混乱を鎮静化させたのは皮肉にもゾンビだった。感染を防ぐ最大の行動は動かないこと。人間たちは人ごみを恐れた。そしてゾンビを排除するために規律正しい行動を自分たちに課したのだ。

　噂うわさでは東京では通常の生活が維持されたとされる。

　ゾンビが出ても通勤しろ。

　そんなスローガンの元、秩序と文明を維持した。そして東京は名実ともに日本の中心となり、人類の反撃の拠点となる。

　一方、碓氷うすいは農村で様々なことを学んだ。農作物の収穫から猟のやり方。渓流での魚釣りにイノシシやシカの捌さばき方かた。この時は気づかなかったが、この経験は後のサバイバル生活に生かされ碓氷うすいの命を救うことになる。

　何よりも自給自足の生活は楽しかった。教科書に書かれていない出来事がここにはあった。世界には碓氷うすいの知らないことが沢山あるのだと思った。

　そして二年が経たち、碓氷うすいたちはついにゾンビに遭遇した。

　それは腐っていた。腐敗した人間が山間部の村へ迷い込んできたのだ。駐在が拳銃の弾丸を撃ちこんだが倒れない。皆で投石をしたが、どす黒い血が流れるだけで死なない。いや、そもそももう死んでいるのではないか……。

　誰かが投げた石が偶然に頭を砕き、それは動かなくなった。

　その後、村から出て家に戻ろうという生徒はいなくなった。そもそも一般市民の移動は禁止され、東京に戻ったとしても入れない。碓氷うすいたちはこの時点でこの自治体の人間であり、東京に戻っても避難民として受け入れを拒否されることになる。

　生徒たちは現実を受け入れ選択した。この山間部の自治体で一生を暮らす覚悟を決め、徐々にカップルができていく。中学生ながらも結婚する相手を探し始めたのだ。ただし碓氷うすいはそんな活動を横目に走り続けていた。ゾンビを倒すためにはスピードだ、と、そんな情報を信じて体を鍛え続けていた。

　そして碓氷うすいたちが年齢だけ高校生になったとき、東京からの使者が来た。モスグリーンのトラックに乗ってきたのは、元自衛隊の五人の男性だった。

　元自衛隊員の彼らが言うには、ゾンビを倒すハンターを募っているということだ。若い人間ほど感染率が低いとされ、高校生からハンターになることができる。ハンターは国家に認められた資格であると説明された。

　現在は一般人の無許可の移動は禁じられているが、ハンターとなれば街を移動できる。ゾンビを殺すことを許可された唯一の職業だと。碓氷うすいはその言動の意味がわからなかった。あの腐った存在を殺すための許可などいるものか。あれは決して人間ではない。

　彼らは国が組織したハンター育成チームらしい。そしてすでに何十人ものハンターを作ったとも言った。

「ゾンビとは、思考能力が低下し動きが緩慢でとにかく臭い存在だ」

　碓氷うすいの担任教師のことだろうか。担任の中年男性は完全に引きこもりになっていた。

「それを倒すのがハンターだ。安心しろ、ハンターになれる率は十割だ」

　全員なれるのならば、なったほうがいいのだろうかと皆は思った。

「生き残ったやつが卒業生だからな」

　教官はにやりと笑った。すでに平和な時代は終わったのだと碓氷うすいは悟った。

　それでも移動できるという言葉は魅力的だった。この数年であきらめた東京への帰還も夢物語ではない。

　候補者が続々と前に出る。友人の顔色を窺うかがい、追従しようとした者もいたがそこで希望者は打ち切られた。ハンターになるには自身の決断力も必要だとの、教官の判断だった。

　立候補者は約五十人。その中に碓氷うすいもいた。ゾンビを殺すのは簡単だと思ったからだ。あのときゾンビの頭を砕いた石を投げたのも碓氷うすいだった。その後三日間、悪夢にうなされ吐き続けたが、それでも討伐したことには変わりはない。

　まず体力テストが行われ十人が振り落とされた。その後に知能テストで十人が落ちる。それからテストの場を別に移すとトラックの荷台に乗るように言われた。同時にこのトラックに乗ったら、もう戻ってこられないとも伝えられた。

「やめなさい、ここに残ったほうがいい」

　碓氷うすいの母親代わりとなっていた老婆はそう言った。しかし碓氷うすいの決意は変わらなかった。誰かがゾンビを倒さねばならないとの決意があった。世界の──いや、せめて日本のゾンビをすべて駆逐すれば元に戻るはずだ。

「腐った蛇の牙きばを砕いて戻ってきます」

　碓氷うすいは老婆に言い、トラックの荷台に乗り込んだ。

　走り去るトラックを碓氷うすいの同級生たちが見送っている。この村に留まることを選択した人間たちの中には、すでに子供が生まれた者もいる。そんな彼らにとっては安全こそが最優先だ。ゾンビを倒して世界を救うよりも、自らの生活の安定こそが重要なのだ。

　トラックが速度を上げる。小さくなる彼らを見て碓氷うすいは胸を痛めた。二度と彼らと会うことはないのだろう……。

「碓氷うすい君もいたんだねえ」

　横を向くと、隣に座る女子がくすっと笑った。

「吹雪ふぶきも来たのか」

　汐しお見み坂ざか吹雪ふぶきを見て碓氷うすいは目を丸くする。こんなフワフワがゾンビと戦うというのか、という驚きだった。同じクラスの女子で林間学校のクラス委員を二人で担当したりと接点はある。「かわいー」が口癖で、やはりゾンビを見てもそう言うのだろうか。メールにハートマークを常用し、クラスの男子の人間関係をめちゃくちゃにしたこともある危険人物だった。

「ハンターのことは知らないけど、きっと吹雪ふぶきと対極にある存在だぞ」

「でもね、畑でカブを作るよりも、ゾンビを倒すほうが女の子らしさをこの世界に残せると思ったんだあ」

　彼女の言葉の意味はまったくわからなかった。

「吹雪ふぶきは東京に戻りたいのか？」

「うーん、戻る必要はないかな」

　碓氷うすいは自分の失言に口をつぐんだ。両親は吹雪ふぶきが小学生のときに自殺をしており、彼女はその現場も目撃している。

「いいよ、ゾンビになるよりはいいんじゃない？」

　吹雪ふぶきは碓氷うすいの思考を察知して笑ってみせた。

「どんなテストなのかな。私さあ、映画で観みたときからゾンビハンターになりたかったんだあ」

「体力テストも緩かった。大したテストじゃないさ」

　連れていかれたのは廃村だった。一角を囲むように丸太が立てられ鉄条網が張られていた。

「武器を選べ。一人につき一つだ」

　教官がトラックから出した武器を地面に転がす。鉄パイプやバット、大きなバールや木刀。飛び道具ではアーチェリーや陸上の投げやり、さらには拳銃まで。

　走りでた男子が拳銃を拾った。それが嚆こう矢しとなって他の生徒たちも駆け寄る。

「碓氷うすい君はそれで大丈夫？」

　吹雪ふぶきは木製バットを手にしている。碓氷うすいが取ったのはバールだった。

「相手の武器が釘くぎなら勝てるだろ」

「私は相手が野球好きならいいんだけどね」

　吹雪ふぶきはぎこちない動きでバットをスイングしてみせた。横を見ると、拳銃を手にした男子が啞あ然ぜんとしている。銃はモデルガンだったようだ。

「銃が手に入ると思うな。ここは日本だ」

　教官はさらに鉄条網の先を指さす。

「向こう側の廃村にいるゾンビを一人、一体殺してこい。それが最終試験だ」

　皆は絶句した。まだ武器の扱い方も習っていない。

「ゾンビを倒す方法など確立されていない。だから自由だ。そして俺たち人間はそれほど追い詰められている。学校を作る時間はない」

「あのー、服装はこれで？」

　吹雪ふぶきが自身のセーラー服をアピールしてみせた。

「最適な服装も確立されてない」

　鉄の扉が開けられ、三十人は中に入れられた。

　扉が閉まった瞬間に体が震えた。それは未知なるものに対しての恐怖だった。ゾンビを倒したことがあるといっても、たった一体。それも遠くから石を投げていただけだ。今度の武器はバールだ。バールにしては長く一メートルほどはあるが所詮工具だ。そしてリーチの長さはゾンビに対する距離だ。一メートル以内に近寄らねばならないのだ。

　碓氷うすいたちは皆で固まって道を進んだ。アスファルトはひび割れ雑草が生えている。周囲の廃はい墟きよも草で覆われ見通しが悪い。こんな中でいきなりゾンビに遭遇したらどうなるのか。あのゾンビは完全に腐ってゆっくりと動いていたが、素早く動くゾンビがいたらどうする？

「俺たちは敵じゃない。みんなで倒せば大丈夫だ」男子の声が聞こえた。「時間制限もない。ゆっくりでいい」

　だが碓氷うすいはそうは思わなかった。時刻は四時を過ぎている。あと三時間ほどで日が沈む。街灯すらもない電気の停とまった廃村で取り残されたらどうなる？　それよりもこんな狭い道でゾンビに遭遇したらどうすればいい？　もっと広い場所に出るべきではないか？

　だが何が正解なのかわからない。自分たちはゾンビに対する知識がなさ過ぎた。世界はゾンビに汚染されたというのに何も知らなかった。無知は罪だ。もっとゾンビに恐怖するべきだったのだ……。

　廃屋の屋根にカラスがとまっている。死体を食べたカラスはウイルスには感染しないのだろうか。そんなことを考えていると、開きっぱなしの扉の向こうで何かが動いた。扉から出てきたのは死体だった。

　ゾンビを認識した瞬間、集団はパニックに陥った。そんな悲鳴に反応してゾンビが歩み寄ってくる。誰かが「戻れ！」と叫んだ。引き返す人間と武器を構える人間がぶつかり転ぶ。転んだ人間が立ち上がろうとしてさらに周囲の人間が転倒した。誰かが木刀を振り回し、近くにいた男子の頭に直撃した。

　そんな中で碓氷うすいは走っていた。見ると吹雪ふぶきもついてきていた。二人で走って見通しの悪い道を抜ける。パニックになった集団から逃げだしたのではなかった。ただ恐怖から逃げた。

「死体が動いてたよ」

　吹雪ふぶきの顔は真っ青だった。彼女がゾンビを見るのは初めてなのだ。碓氷うすいの足も震えていた。脳がゾンビを受け入れていない。死体が動くという現実が認識できない。ゾンビに襲おそわれた生徒たちは道を引き返し走っていく。戦うことを放棄したのだ。

「ねえ……」

　吹雪ふぶきの声に振り向く。碓氷うすいは意識を失うのを必死で耐えた。こちらに這はいずってくるものがあった。それは上半身だけのゾンビだった。

「あいつを殺そう。そしてハンターになる」

　碓氷うすいはバールを振り上げる。だが体が石になったかのように動かない。目の前にいるのは人間ではないが、人間以外でもない。そんな存在の頭を砕けというのか。

　硬直しているうちに、ゾンビに足をつかまれた。それでも碓氷うすいは震えたままだった。歯ががちがちと鳴り、喉の奥から悲鳴が漏れる。ゾンビが碓氷うすいの足に食いつく──

　ぐしゃっとゾンビの頭が割れた。横で吹雪ふぶきが肩で息をしている。彼女がバットを振り下ろしたのだ。

　吹雪ふぶきはしばらく震えていたが、こちらを向いて笑ってみせた。

「次は碓氷うすい君のぶんを探そっか」

　結局、生徒たちの中でハンターとなったのは十人だった。そしてその中に碓氷うすいと吹雪ふぶきもいた。

　他の生徒たちはテスト中に感染し、テストが行われた廃村に残された。

　その後、十人はハンターとして都市部へ派遣された。




　　　　　　　　　　＊




　首都圏はこのゾンビの世界でも治安と文明を維持していた。というより、電力や石油などのエネルギーはすべて東京につぎ込まれていた。つまり東京以外の街は切り捨てられた。東京とそれ以外の街、といった表現が正しいだろう。首都圏の自治体は東京という太陽に寄り添う惑星のようだった。

　碓氷うすいたちが派遣されたのは東京ではなかったが、それでも人間的な生活は行われていた。

　情報は手作業でまとめられ、食料や水の流通の確保、生産の拡大。街は細かく分割され、住人たちを管理し監視していた。ネットが崩壊した現在、住人の情報を管理するにはエリアを分割するしかなかったのだ。街は自治体レベルで分割され、一般市民の移動は不可能となった。

　そんな中で碓氷うすいたちが所属することになったのは、首都圏のハンター組合だった。ゾンビを殺していいのはハンターだけ。そんなルールが生まれていたため、ハンターという職業は重宝されることになった。

　しかしと思う。なんでハンターだけなのだろうか。感染を防ぐ理由もあるだろうが、この世界からゾンビを抹殺するためには、すべての人間がゾンビを倒すべきではないか？

「利権だよ、利権てやつがあんの」

　ハンター組合の班長は若い男だった。

　碓氷うすいたちは埼玉エリアのハンター組合に派遣されていた。廃校となった小学校が拠点としてあてがわれ、そこで百人程度のハンターたちと過ごすことになった。

　まず驚いたのは物資が豊富にあることだった。肉も野菜も酒もあり、ハンターたちが飢えることはなかった。知ったのは物資はあるということだ。足りないのは流通網なのだ。よって首都圏には物資が集まっている。だが、そのほかのエリアは危険な状態であることは察知できた。

「流通があるってことは感染の危険もあるってことだ。だから俺たちが必要となる」

　班長の言葉だ。碓氷うすいたち十人はすでに入隊の挨あい拶さつをすまし、学校の敷しき地ち内で自主的に訓練などを行っていた。

　ただし訓練と言っても、敷しき地ち内を走らされるだけだった。

「ゾンビを見たらまず走れ。ゾンビに会ったシスターのほうが、お前たちよりもいいフォームで走ってたぞ」

　碓氷うすいたちは武器の扱い方も教えられずにただ走った。

　そのうちに、各自治体に派遣されるのだろうと、碓氷うすいたちは訓練を続けた。ゾンビの頭をバールで打ち砕いたあの場面を憶おぼえている。バール越しに伝わったあの感触。人間だったものを碓氷うすいは殺したのだ。

　そんな思考を振り払おうと、碓氷うすいたちは必死に走り続けた。そしてついに派遣の日が来て、碓氷うすいは十数人のメンバーと共に自治体へ入った。

　ハンターは自治体に平身低頭で迎えられた。その自治体にはゾンビの姿はなく安定しているようだが、ゾンビを殺すことのできるハンターはやはり必要なのだ。ハンターたちには自治体のマンションの一棟が貸しだされた。

「いよいよだねえ」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきはマンションのロビーで待機していた。しかし出動命令は来ない。

　集合場所となったマンションの一室に行くと、ベテランメンバーたちが酒を飲んでいた。碓氷うすいたちはパトロールなどを進言したが、彼らは首を振った。

「余計なことをしないほうがいいんだって」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは顔を見合わせる。

　いくら待っても彼らは動こうとしなかったので、碓氷うすいたちは一緒に派遣された同級生の五人と共に街を調査することにした。

　その自治体は清潔に保たれ、治安も安定していた。人の住んでいない家は取り壊され、自治体を囲むバリケードの材料に利用される。ゾンビの侵入を防ぎ、ゾンビが街中に出たとしても隠れる場所をなくすとの意味あいもあるらしい。

　また、住民は一週間に一回の血液検査が義務付けられる。それ故に、住人台帳は役所の人間が手作業でしっかりと管理している。

　真っ黒のハンター装束で街を歩いていると、住人たちから視線を向けられる。

「なんか偉くなった気分だね」

　吹雪ふぶきがくすっと笑った。確かにこうして街を歩きパトロールをすれば住人たちも安心であるはずだ。役所に頼み病院の状況を確認したが、思ったよりもガラガラだった。入院する患者などはおらず、血液検査が行われている。視線を向けていると、血液検査を行っていた子供たちが怯おびえた視線をこちらに向けた。

　ゾンビが発生することなく時間が経過する。

　碓氷うすいたちのチームは別の自治体に移ることになった。

「そっちの自治体のほうが報酬が多いからな」班長が言う。

　次はもっと大きな自治体だった。ハンターたちには清潔なホテルが用意される。

　首都圏のハンター組合に所属するハンターたちは、自由に自治体を移動している様子はなかった。自治体の依頼があって初めてそこに動く。

　そこではハンターたちは自治体に接待をされた。危険な仕事をするハンターたちを癒やすとの名目だった。そして、ゾンビが発生したときはいち早くこちらに来てほしいと、自治体の役員が頭を下げていた。

「なんか、思ったのと違うね」

　接待会場の端で吹雪ふぶきが溜ため息いきを吐いている。碓氷うすいも同感だった。ハンターとなるには決断と試練が求められた。しかしなってみれば、未いまだにゾンビの一体も倒していない。これでいいのだろうか。世界からゾンビを排除するのがハンターの役目ではないのか。

　その横では、同級生の男子が酒を注がれて酔っぱらっていた。

　次の日から、その自治体でも碓氷うすいたちはパトロールを続けたが、その人数は徐々に減っていった。自治体の接待が続き、ハンターたちが起きるのは昼過ぎだった。

「いいのかなあ。なんか、ハンター組合に派遣されるって聞いたとき、これからつらい訓練とかが始まるんだろうなって覚悟してたんだけど」

　吹雪ふぶきが公園のベンチに座っている。パトロールもついに彼女と二人になった。

「平和なのはいいんだけどな」

　この自治体が安定しているのはいい。だが、もっと困っている自治体に行ったほうがいいのではと思う。ゾンビはこの世界に確実にいるのだから。

　そんなじりじりとした中で、ついにこの自治体で感染者が現れた。ハンターたちの初めての出動だった。しかしベテランハンターたちは武器も持たずにホテルから出ていく。

「お前らも、バットとかバールみたいなのは置いてけよ」

　そう言われ、碓氷うすいは迷いつつもバールを置いて出動する。感染者が出たのは病院だった。血液検査に引っ掛かった住人が出たのだ。

　感染者はすでに警察署に移され尋問を受けていた。コンクリートの部屋に拘束具をつけて押し込まれ、防護服姿の警察官が対応している。さらに扉の外にはさすまたや麻酔銃を持った警察官が配備されている。

「なあ、俺たちは必要あるのか？」

　碓氷うすいは吹雪ふぶきに耳打ちした。この自治体の警察の対ゾンビ武器は種類も多く実戦的だった。銃もあり速乾コンクリートを発射する機械もある。バールしか持っていない碓氷うすいの装備はなんと薄っぺらいものか。

「バットを持ってきたら恥かいちゃったよ」

　吹雪ふぶきも同感らしい。ハンターたちは待合室で待機する。

　尋問が続き、感染者は物資探しに自治体のバリケードの外に出たことを白状した。廃はい墟きよで貴金属などを探しているとゾンビに遭遇したと。

　その後、街は混乱した。感染者周辺のエリアが閉鎖され、感染者と接触した人間の隔離、緊急の血液検査など。

　そして感染者はハンターたちに手渡された。

　ハンターたちはトラックの荷台に感染者を積んだ。

　碓氷うすいはいよいよかと思った。ついにゾンビを殺すときがきた。しかし、このような感染したばかりのゾンビを殺せるのか……。

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは荷台に乗り込み、拘束されたゾンビを監視する。トラックは自治体のエリアから出てさらに進む。道が荒れてきたので、そこで感染者を下ろした。

「もう少し移動するか」

　班長が言い、感染者の足のベルトだけ外した。

　猿ぐつわをされた感染者は、ハンターたちに促され歩きだす。碓氷うすいもバールを構えて続いたが、彼らはまったく緊張した様子はない。

「この辺でいいか」

　班長が立ち止まる。いよいよかと碓氷うすいは唾を飲み込む。感染者の処分に指名されたときのために身構える。処分をルーキーに押しつけることはあり得る。

「じゃあ、もうこっちの自治体には戻ってくるなよ。しばらくは腹が減るから食べ物は置いていく。腹が減らなくなったらあっちにいくといい。無防備な自治体があるからよ」

　班長は感染者を解放した。感染者は両手を拘束されたままハンターから逃げていく。

「ん、どうしたその顔は？」

　班長が目を丸くする碓氷うすいと吹雪ふぶきを見た。

「あ、いや、殺さないんですか？」

　そう言うと、ベテランハンターたちは顔を見合わせ笑った。

「こいつ、怖いこと言いやがるぞ」

「いや、殺したくはないですよ。でも仕事だと思って覚悟はしてたんですよ」

「かわいそうじゃん？　まだ痛みもあるし、怖い思いもするしさ」

「同感です。でも解放しちゃったら……」

　感染者が逃げた先には別の自治体があるという。さらに感染者が広がる可能性がある。

「しばらく経たてば、ちゃんとゾンビのようになるから、そうしたら殺せばいいんだよ」と、副班長が言った。「それに下へ手たに殺したら、俺たちが感染する可能性があるだろ」

　ハンターたちは戻っていく。碓氷うすいと吹雪ふぶきも続いたが複雑な感情だった。ほとんどが安あん堵どだった。まだ完全にゾンビになっていない感染者を殺したくはなかった。しかしそれは感情だ。理性的に考えると感染の芽は潰すべきではないか？　そして自治体にはどう説明するというのだろうか。

　しかし街に戻ったハンターたちが、自治体に行動を聞かれることはなかった。そのままホテルに戻ってハンターたちは酒を飲んだ。

　しばらくして碓氷うすいたちは別の自治体に派遣された。どこに行ってもハンターたちは丁重にもてなされた。ハンター組合の機嫌を損ね、いざというときに派遣されないのを恐れている。

　そしていくつかの街を経由し、碓氷うすいたちはある自治体に派遣された。それは今までの自治体と違って危険な場所だった。つまりゾンビがいる。

　そこは以前に感染者を離した場所の近辺にある自治体だった。

　自治体ごと厳重なバリケードで囲まれている。それでもすべての敷しき地ちをカバーできず、感染者が続発している自治体だった。

「やべえところに派遣されたな」

　ベテランハンターたちの表情はすぐれなかった。自治体のバリケードの向こうには廃はい墟きよがあり、そこにはゾンビが潜んでいる。そのおかげで流通も滞っている状態となり、住人が物資補給のために街の外に出てしまい、さらに感染が拡大するという悪循環だ。

「周辺のゾンビを排除すればいいんじゃないですか？」

　碓氷うすいが提言したが「馬鹿じゃねえの」と、ベテランに否定された。

　それでもハンターたちは他の自治体にいたときよりも仕事はした。感染者が確認されると、拘束して自治体の辺境にある施設に隔離。そしてその後、自治体の外に逃がす。

「これじゃあ、いつまで経たってもゾンビが減らないんじゃないですか？」

　さすがに碓氷うすいも異を唱えた。

「このほうがお互いにいいんだよ」

　班長は聞き入れない。自治体には表向きは処分していると言っているようだ。しかし、そんなハンターたちの行動は自治体の住人に漏れていた。

　──あいつらはゾンビを殺さず逃がしている。

　そんな声は公然のものとして住人たちの間に出ていた。

　そんな中で碓氷うすいは仕事をこなした。血液検査と拘束は自治体の警察が行うので、請け負うのはその後だ。感染者の管理と、そして放流……。

「金に汚いやつらだ」

「ゾンビを一体も殺さない」

　働く碓氷うすいにそんな言葉が投げられる。それでも自治体がハンターを解雇することはなかった。自治体も見て見ぬ振りをしているようなのだ。

　ある日、碓氷うすいはかつては学校の同級生だったルーキーのハンターを集めた。

「俺たちでゾンビを殺すべきだ。住人を守るためには、ゾンビの総数を減らすしかない」

　バリケードの外の廃はい墟きよは腐ったゾンビが潜んでいる。まずは放流をやめるべきだし、そして外のゾンビを倒していくべきだ。

「せめて流通経路の確保が必要だ。幹線道路の周辺だけでもいい」

　だが、同級生たちの視線は冷たかった。

「感染したらどうすんだよ」

「勝手なことして、この自治体にいる期間が長引いたらどうすんだ？」

　この世界からのゾンビ殲せん滅めつを誓った仲間は汚染されていた。怠惰なハンターたちに染まってしまったのだ。ゾンビに感染する前に腐ってしまった。

「まあ、そんなもんだよ」

　残っていたのは吹雪ふぶきだった。

「最近の碓氷うすい君は頑張りすぎなんだよ。ちゃんと寝てる？」

「午前二時に寝て六時には起きてる。五時間寝てるし睡眠は足りてる」

「いやいや、頭がぼやっとしてるじゃん」

「お前の格好はなんなんだよ」

　吹雪ふぶきの服装はいつの間にかセーラー服に戻っていた。派手なリボンとアクセサリー、さらにバットはピンク色にカラーリングしている。とてもゾンビを倒すハンターとは思えない。

「だって、ゾンビを倒すことはないからね。感染者を運ぶときは防護服を着るし」

「馬鹿っぽいぞ、その格好」

「でも、いかにもハンターっていう格好していると後ろ指さされるんだよね。それに、誰かがスカートと女の子カラーを守らなきゃいけない。途絶えたらなくなっちゃう」

　碓氷うすいは溜ため息いきを吐いた。……こいつも駄目だ。

　そんな怠惰なハンターを見て住人は明らかにイラついている。感染者は発生し、さらに街の周囲のゾンビは増えていく。他の自治体が追放したゾンビも一帯に流れてきており、ゾンビが増える一方だった。

　このままではこの自治体が壊滅してしまう……。

　碓氷うすいは単独で自治体の議員に掛け合った。ハンター組合の尻を叩たたいて、バリケードの外のゾンビを殲せん滅めつするべきだと。しかし自治体の議員も腰が重い。

「積極的な殲せん滅めつを組合に依頼することはできない」

　自治体の議員とハンター組合も利権で手を結んでいるのだ。そして苦しむのは一般の住人ではないか。碓氷うすいの胸は怒りで溢あふれそうになる。住人の期待を裏切るハンター、それを見て見ぬふりをする議員、感染の危険にさらされる一般市民……。

　住人の不満が膨らんでいくのがわかった。

　そんなとき自治体に構造改革の転機が訪れた。ハンターが現れたのだ。それは首都圏ハンター組合のハンターではなく、流る浪ろうのフリーハンターだった。

　七人のハンターがこの自治体での休息を求めてきた。自治体は流る浪ろうの無所属ハンターでも、最低三日の保護をする規則があるため、血液検査の後に彼らは迎え入れられた。

　そこで碓氷うすいは自治体の議員に掛け合った。

「無所属のハンターを使ってゾンビを殲せん滅めつするべきです」

　その提言は議会に持ち帰られ、その後可決された。自治体は無所属のハンターに追加報酬を払い、幹線道路周辺のゾンビ殲せん滅めつを依頼した。

　無所属ハンターたちはその危険な依頼を受け入れた。国が管理するデータを基にすると、彼らはゾンビ討伐に積極的なハンターチームらしい。

「俺も手伝います」

　碓氷うすいはそう申し出た。チームのリーダーは女性だった。碓氷うすいは彼女を見たときの衝撃を今でも憶おぼえている。こんな美しい女性がゾンビを倒すのかと驚いだ。

「いや、私たちでやるから」

「でも、組合側のハンターとしての責任があります」

　女性リーダーはしばらく考え、「私たちの仕事の監視ということならば断われない」と言った。碓氷うすいは監視役として作戦に参加することとなった。

　思った。自分はまだゾンビを一体、偶然に石が当たったケースを含めれば二体しか倒していない。ここで経験を積めば首都圏ハンター組合での立場も上がる。そうすれば組合の構造改革も可能ではないか、と。

　作戦当日、碓氷うすいは無所属の七人と一緒にバリケードの外へ向かう。リーダーの女性が碓氷うすいの持つバールを見て首を傾かしげた。

「それで戦うの？」

「……いけませんか？」

「いや、武器に文句を言うつもりはないんだけど、本当に戦うのかと思って」

「もちろん戦いますよ。ハンターですから。協力して住人を救いましょう」

　そう言うと、リーダーはくすっと笑った。

「そうね、頑張ろう」

　まずハンターたちがやったのは、自治体にある車の改造だった。バンタイプの車に装甲をつけ、さらに上部に柵と土台を付けた。服装には口を出されなかったが、鉄で覆われた安全長靴を渡された。

「街周辺のゾンビを倒すのは簡単。自治体が整備する車もあるし、道路も使える」

　改造が終わると、ハンターたちは持ち場に分かれる。街の入り口を確保するメンバーが二人。運転をする人間が二人。そしてバンの上に乗るのが碓氷うすいを含めて四人。

　バリケードの入り口が開けられ、バンは街の外に走りだす。

　バンのコンポから音楽が流れた。音でゾンビを誘っているのだ。碓氷うすいはバンの屋根でバールを構えて待ち構える。

「落ち着いてね。今までの討伐数は？」

「二体です」

　背後に立っていた大柄な男が小さく笑った。

「じゃあ、今日で二ケタの大台に乗るわね」

　しばらく走ってバンが止まる。すると周囲の廃はい墟きよから人影が現れた。よろめきながら動くそれはゾンビだった。

「ちゃんと腐ってる」

　メンバーたちに安あん堵どした空気が流れた。

　ゾンビたちがバン目指して進んでくる。明らかにこちらを認識し襲おそおうとしている。腐った人間たちに取り囲まれ、碓氷うすいの足ががくがくと震えた。

「平気よ。嚙かまれることはないから」

　バンに到達したゾンビの頭に、リーダーの女性がハンマーを振り下ろす。頭が潰れてゾンビがずるりと崩れ落ちる。他のメンバーもハンマーを振り、ゾンビは次々に頭を潰された。

　碓氷うすいも覚悟を決めた。怯おびえて流る浪ろうのハンターたちに笑われるわけにはいかない。バンを上ろうとするゾンビの頭に尖とがったバールの先を打ちこむ。しかし一撃でゾンビは死なない。バールを抜いてさらにもう一撃。もう一撃打ちこむと、やっとゾンビは崩れ落ちた。しかし車の下でまだ蠢うごめいている。

　バールを見ると、どす黒い液体が付着していた。必死で吐き気を堪こらえる。

　ゾンビの死体で動けなくならないよう、車が緩いスピードで動きだす。碓氷うすいたちは走りながらゾンビの頭を潰してく。

　ゾンビたちは碓氷うすいたちを襲おそおうと手を伸ばすが届かない。届いても頑丈な安全長靴を履いている。ゾンビの頭にバールをぶっ刺しながら思う。ゾンビ討伐はこんなにも簡単なことでないか。それなのに何もしなかった組合のハンターは明らかに怠慢だ。人間はゾンビに勝てる。簡単に殲せん滅めつすることができるのに。

　車の走った後にはゾンビの死体が並んでいた。

　これで住人たちも安心するはずだ。周辺のゾンビがいなくなり、流通も回復していく。そうすれば街の拡大もでき、精神的な余裕も生まれるはずだ……。

　碓氷うすいのゾンビ討伐数が二ケタの大台に乗った頃、幹線道路周辺に出てくるゾンビはいなくなった。どのくらい倒しただろうか。少なく見積もっても百体以上だ。

「頑張ったじゃない」

　リーダーの女性が笑った。碓氷うすいの全身は汗だくだった。

　バンがＵターンして街へと戻る。碓氷うすいはその場に座り込み息を吐く。全身は重かったが、それは心地よい疲労だ。自分は戦えるのだとそう思った。今後もゾンビを倒し、組合でのし上がってみせる。そうすれば東京近郊のゾンビは全滅する。

　街に戻るのが待ち遠しかった。多くのゾンビが排除された事実を早く知らせたかった。一刻も早くいいニュースを伝えてやりたい。

　バリケードが見えた。その出入り口に人影がある。住人たちだった。ハンターたちの帰りを待っていてくれたのだ。ゾンビに勝った。住人たちにそんな事実を伝えられる。

　だが、バンの上に立つ他のメンバーを見ると、彼らはそんな光景を見てもなんの反応もない。

　さらにバンが街に近づき、碓氷うすいは何かおかしいことに気づいた。バリケードの向こうに立つ住人たちの表情は険しかった。彼らはプラカードを持っている。

『血を街に持ち込むな』

　プラカードにはそう書かれていた。

「バリケードの外で止まりましょ。この車は中には入れない」

　リーダーが運転席に指示する。バンはもう少しだけ走ってバリケード付近で停車した。屋根に乗っていたメンバーがバンから飛び降りる。そんな中で碓氷うすいは立ち尽くしていた。住人たちがこちらに向ける視線は怒りと恐怖だったからだ。

「家族を殺すな！」

「人殺し！」

　そんな叫びが聞こえた。何を言っているのだと思った。自分たちが殺したのは人間ではなくゾンビだ。明らかに腐った死体だった。

『ハンターは帰れ』

『殺さつ戮りく反対』

　そんなプラカードが見えた。どれほど自分が覚悟と決意をしてゾンビ討伐に向かったと思っているのだ？　感染の危険を受け入れ、それでも住人のために戦った。そんなハンターに対する仕打ちがこのずらりと並んだプラカードなのか？

　体が震えた。ゾンビに対したときの震えとは違い、全身にまったく力が入らない。体の自由が効かず、もしかしたらゾンビに感染したのではとさえ思った。

　どす黒い血に汚れた車を見た。この血がそれほどに恐ろしいというのか……。

　──違う。

　住人が向ける恐怖の視線は明らかにハンターに向けられていた。彼らはハンターに敵意を向けている。

　……ああ、そうだ。彼らも殺される側なのだ。感染に怯おびえ、いつゾンビになるかわからない。そしてゾンビになったら処分されると震えている。ゾンビは人間だ。ゾンビを恐れる人間がゾンビになる。だからこそ、怠惰な組合のハンターを見逃していた。そして感染した家族を殺さずに塀の外に逃がすことも黙殺した。

　そんな禁忌を破った碓氷うすいは、彼らにとって人殺しなのだ……。

「君は間違っていたね」

　リーダーの彼女は、まだバンの屋根に立っていた。

「俺はみんなのために……」

　声が擦かすれた。自分はこの街の、いや世界のために戦ったというのに……。

「でも、私たちハンターの仕事はこれ。この世界からゾンビがいなくなるまで戦い続ける」

　気づくと目から涙がこぼれていた。そんな碓氷うすいに彼女が手を差し伸べる。

「一緒に来る？　戦う気があるなら、私たちと世界を見て回るのも悪くないんじゃない？」

　彼女の手を握るのに迷いはなかった。

「残酷で汚けがれたこんな世界だからこそ、きっと真実が見えるわ」

　美しくも残酷なこの世界で、彼女は「大丈夫」と微笑ほほえんだ。このときから彼女は碓氷うすいの特別になったのだと思う。
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「……そして俺たちは一緒に自治体を周まわっていた」

　碓氷うすいの目の前で焚たき火びが揺らめいている。

「そうだったんですか」

　目の前に座る少女が相づちを打った。その隣には赤いワンピースの女性が座っている。タワーマンションのある街から離れた場所で五人は火を囲んでいた。

「でも、今のエピソードに渋しぶ谷やさんが出てこなかったような」

　少女が渋しぶ谷やをちらりと見る。

「こいつは盗賊団だったんだ。改造した車を走らせてウエーイとか騒いでたんだよな」

「その話はいいだろ」

　渋しぶ谷やは苦い顔をしている。それは彼の黒歴史だ。

「そうしたらゾンビ集団に襲おそわれて、俺たちに助けられたんだ」

　そして十人となったチームだったが、今や三人にまで減ってしまった。

「とりあえず、君は安全な街まで連れていくよ」

　碓氷うすいは言った。タワーマンションから助けたのは自分だ。如月きさらぎの妹を最後まで面倒を見なければいけない。

「安全な街なんてあるんです？」

「わからない。とりあえず今まで通ってきた街にはゾンビがいた」

　碓氷うすいはそう答え、赤いワンピースの彼女に視線を向けた。

「期待しないほうがいいわ。すべての場所は汚染されている」

　彼女の短いスカートを見て、なんて無防備なのだろうと思う。ベクトルは違うが吹雪ふぶきと同種の人間なのだ。

「島とかに行ったほうがいいんじゃないかなあ。ちょっと距離があるけどハンターに評判のいい島があるらしいじゃない」

　吹雪ふぶきが意見するが、すぐに渋しぶ谷やが首を振った。

「島こそやばくねえか。そこでゾンビが発生したら終わりなんだから」

「如月きさらぎリカ、君はどうしたい？」

　碓氷うすいはリカに聞いた。

「私の母は感染しました。残ったのは姉ですが、ハンターになったと聞いています。だから姉を探したい。ゾンビになっている可能性もあるけど、だったら殺してあげたい……」

　吹雪ふぶきと渋しぶ谷やが視線を逸そらす中で、碓氷うすいだけはリカの目を正面から見つめた。

「だったら俺が……いや、俺たちが君を守る。君の望むようにしてあげたい」

　リカは瞳を瞬またたきながら微かすかに頰を赤らめた。

「一緒に旅をしよう。残酷で汚けがれたこんな世界だからこそ、きっと真実が見える」

「……それも楽しいかもしれませんね」

　リカが小さく笑い、それを見た吹雪ふぶきと渋しぶ谷やも顔を上げた。

「きっと楽しいよ。リカちゃんは出雲いずも大社が鳥とつ取とりと島しま根ねのどっちにあるか気にならない？　砂丘でゾンビと追いかけっこをするのも悪くないよね」

「名な古ご屋やでは対ゾンビ用の車を作ってるって噂うわさだ。ついでに京きよう都とに寄って変なタワーに登ったりしようぜ」

「そしてゾンビのいない街を探す。ゾンビを倒しながら移動すれば、いつの間にか世界からゾンビがいなくなっているはずだから」

　そんな碓氷うすいに、赤いワンピースの彼女が視線を向けた。

「それでもゾンビがいなくならなかったら？」

「旅を続ける。世界の果てまで逃げ続け、ゾンビと戦い続ける」

「……そう」

　彼女はすっくと立ち上がった。風に赤いワンピースがゆらゆらと揺れている。

「では、その覚悟が本物か見せてもらうわ」

　そう言って彼女は刀を抜いた。

　目の前の炎が揺らめいた。碓氷うすいはごくりと唾を飲み込む。異臭とそして雑音……碓氷うすいはバールを手に取り立ち上がった。

「ゾンビだ！」

　いつの間にか囲まれていた。このエリアのゾンビは夜も活動するのか。少女が悲鳴を上げ、吹雪ふぶきがバットをスイングする。碓氷うすいも迫りくるゾンビの頭にバールを突き刺した。

　そうだ、戦え。人間であることを証明するために戦い続けろ。

　そして逃げ続けろ。
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　その道路の時は止まっていた。

　両脇の路側帯には無人の車が並んでおり、タイヤはパンクし塗装ははがれ錆さびていた。人の姿はない。日本の血管ともいえる高速道路の機能は停止しかけていた。

　如月きさらぎリカはその道路の真ん中で突っ立っていた。

　自分があのタワーマンションに引きこもっていたうちに、日本は変貌していた。いつか日本が元に戻るときのために、書籍やデータベースで様々な知識を吸収してきたが、そのほとんどが役に立たないことを知った。

「おまたせ」

　振り向くと真っ赤なワンピース姿の女性がいる。タワーマンションからリカを連れだした通称アリスと呼ばれるハンター。彼女は綾あや瀬せ香か流なれと名乗った。

　香か流なれは路側帯の車から使える工具などを回収しバイクに積んでいた。次の街で売るためらしい。彼女はそうしてずっと一人で旅を続けてきたのだ。

「次はどこにいくんですか？」

「次の街よ。そして次の街へ」

　香か流なれは丈の短いワンピースで肌を無防備に晒さらしていた。それはこの汚染された世界への抵抗であるように見えた。といっても自分もキュロットスカートにシャツといったラフな格好だ。こんな薄っぺらい服装でこの世界の風を感じていいのだろうか。

「香か流なれさんは、ずっと一人で旅を続けてるんですか？」

「そうよ」

　昔は仲間がいたのかもしれない。そして感染して失った。仲間を失う悲しみがつらいからこそ一人なのかもしれない。だが、まだそれを聞いていい関係ではないとリカは思った。

「女性が一人で大丈夫なんですか？　なんていうか香か流なれさんは綺き麗れいだし」

「どういうこと？」

「ですから、えっと、無理やりっていうかエッチな……性的暴行みたいなのとか」

「ハンターをレイプする人間はいないわ。ハンターは感染と隣り合わせだし、持っている武器にゾンビの体液が染しみ込こんでいるとか悪い噂うわさが広まっているから」

　次にリカはタワーマンションのことを考える。あそこから降りた自分の判断は正しかったのだろうか。地上の汚染から逃げるように、マンションの住人は上へ上へと移動した。そして地上を捨てたのだ。汚染され狂気に満ちた地上を……。

　しかし地上に立ってみると、彼らが恐れたほど汚い場所ではないような気がした。

　香か流なれはそんなリカを守ってくれていた。いや、正確に表現すればどちらでもいいのだ。リカが一緒にいようがいなくなろうが大した問題ではない。彼女にとって重要なものはゾンビに勝利すること。それはゾンビを殺すことだけではない。真っ赤なワンピースで肌を晒さらし、感染を恐れず精神的にも屈服しない。それがハンターというものなのか。

　リカはもう一人のハンターのことを考えた。彼は香か流なれと違ってゾンビに怯おびえていたが、それでも武器を持ち戦っていた。今、彼はどうしているか……。

「しかし、あの人は私を守ってやるって言いつつゾンビに襲おそわれて、あっさりと私とはぐれてしまいましたね」

「ええ、私もそれには少なからず驚いた」

　野営中にゾンビに襲おそわれ散り散りになってしまったのだ。リカは香か流なれのバイクに乗せられ、混乱した場所から逃走した。後に引き返してみたが、あのハンター三人の姿はどこにもなかった。彼らがゾンビの襲しゆう撃げきから逃れることができたのかもわからない。

　香か流なれが電動バイクのエンジンをかける。安全な街があればその街に残っていいと香か流なれは言っていた。そんな街が見つかるまで、またはあのハンターと合流するまではバイクの後ろに乗せてあげる、と。

「ゾンビの姿は見当たりませんね」

　リカはバイクの荷台に座りながら周囲を見た。高速道路は廃車が並んでいるだけで、ゾンビの姿は見当たらない。

「ゾンビはいるわ。そして人間が油断した瞬間に現れる」

　香か流なれは背後に視線をやった。道路を歩く何かがいた。それはゾンビの集団だった。それを見た瞬間、リカの全身から力が抜けた。映画でもゲームでもないリアルな恐怖がそこにあった。

「つかまって」

　香か流なれに言われ、リカは必死に彼女の腰を抱きしめる。たぶん、この手を放したらこの世界で生き残れない……。

　二人を乗せたバイクが走りだす。
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　二回ほど野営をしてから、二人はある街にたどり着いた。

　他の自治体と同じように、道路はバリケードで塞がれている。ゾンビの侵入を拒む意思を感じさせる壁だった。

　だが、その小さな自治体の評判は良かった。ハンターたちが共有するデータベースでは、ハンターたちへの対応も良好、そして積極的に物資の流通を行っている。風力と太陽光発電システムでエネルギーを補い、さらに果樹園が隣接されており、それを食べにくる野生動物なども食料となっている。また、ハンターたちが持ち込む物資などを買かい叩たたかないとされている。

　フェンス越しに香か流なれがハンターライセンスを見せると、街への入り口が重々しく開いた。

　二人は入り口近くの診療所で血液検査を行う。結果は陰性だった。リカはＢというマークのバッジを胸につけられた。陰性を証明するマークだろうか。

「買取所はどこに？」

　香か流なれが診療所の医師の老人に尋ねた。

「通りを真まっ直すぐに進んだ公民館がそうだ。でも、もっと割のいい取引材料があるぞ。あんたはこの街には不足しているものを持っている」

　老人が香か流なれの体を舐なめまわすように見つめた。

　香か流なれは何も言わず、リカと共に診療所を出た。次に向かったのは自治体の役所だった。元々市役所だったらしい建物を利用している。香か流なれはハンターライセンスを出し、役所の人間に情報を伝えている。これまで移動してきた街やゾンビ情報だ。代りに自治体がまとめたデータベースも閲覧することができるらしい。

　香か流なれはデータベースの情報を、自らのタブレットに手動入力している。その横でリカは役所を観察した。カウンターの向こうでは数人が働いており、分厚いファイルをまとめている。ロビーは綺き麗れいだったが殺風景だ。自動販売機も観葉植物も置かれていない。この世界で優先されるものは生き延びることであり、ゆとりはないのだ。

　電気は通っているようで扇風機が回っている。風に当たっていると背後で扉が開いた。中に入ってきたのは四人組の男女だった。黒ずくめの格好はハンターだ。顔を窺うかがったがリカの知っている人間ではなかった。

　彼らは真っ赤なワンピースの香か流なれを見て驚いた様子だったが、特に話しかける様子もなく粛々と役所の人間と手続きをしている。ハンターに取って良い街というのは本当のようだ。

　また、リカは避難民でなく仮免許のハンターとして街に入った。ハンターには助手の帯同が許されているのだ。

「三日間の滞在を許可します。その間の仕事は、街とその周辺の警護となります」

　香か流なれとリカの滞在が許可された。さらに係員がリカを向く。

「あなたは希望があれば、この街に無期限で滞在することができます。仕事をする必要もありませんよ」

　リカは沈黙した。この街では子供を保護しているというのか。

「先に買取所に行きましょう」

　役所から出ていく香か流なれをリカは追いかけた。

「私たちより前に彼らが来た様子はなかったわ」

「そうですか」

「あなたの意思で決めていいから」

　無口で表情も乏しい香か流なれだったが、リカの今後を考えてくれているようだ。二人は道路を歩いて買取所へ向かう。道の脇には無人のスターバックスコーヒー、ファミリーマート、マクドナルドなどが並んでいた。東京では未いまだにそれらの店舗の経営が続いているとされるが、本当だろうか。

　街の中心に進むと公園があり、そこで幼児たちが遊んでいるのが見えた。躾しつけられているようで、子供たちはとても静かに遊んでいる。

「ここの街は、子供たちに優しいようね」

　香か流なれが言った。彼女は今までどれほどの街を見てきたのだろうか。

　リカはしばらく街を観察して妙なことに気づいた。住人のほとんどは忙しそうに仕事をしているのだが、まれに何もしてない人間がいる。そんな男女は道路わきのテーブルに座って、酒を飲んでいるだけだ。そんな光景が受け入れられている。

　もう少し進むと買取所となった公民館が見えた。中にはハンターや住人たちが十数人ほどいる。カウンターの向こうで係員が持ち込まれた物資などの査定をしているようだった。香か流なれも回収した工具などをまとめて出した。

「現金と貴金属どっちにする？　現金ならサービスするけど」

「貴金属で」

　香か流なれが言い、査定を待つために待合スペースに戻ってくる。

「こんな世界で現金が使えるんですか？」

　リカは疑問を口にした。銀行口座も崩壊した世界なのに。

「国がまだ貨幣を認めている。そして食料などの配給には日本円を使うようにしているの。国と言っても東京だけどね。だから東京から離れるにしたがって現金の価値は下がっていく」

　話を聞くと、関東圏で生産された食料はいったん東京に運ばれる。その後、周囲の自治体に送られるわけだが、流通網は回復していない。なのでこんな世界ながら東京には食料や物資がだぶついている状況があるらしい。

　それでもこの街にはいくつもの中継基地を介して、食料などが運ばれてくるようだ。というより、この街が更なる辺境へと食料を送るための中継地点となっている。

「この街は流通を受け入れているから、物資も買かい叩たたかれないわ」

「オープンな街なんですね」

「さらに珍しいことに条件付きで難民を受け入れているらしいわ。それはいいことだけど、この街の住人にとっては……」

　流通経路となれば物資もある程度流れ込む。だが、もちろんデメリットもある。それはゾンビだ。汚けがれた血液は人間と共に流入する。流通に前向きな自治体のほとんどは、感染発覚によって崩壊していくらしい。流通解放は街のカンフル剤になるが、同時に死へのカウントダウンでもある。と、香か流なれは説明してくれた。

　査定を待っていると、黒ずくめの女性ハンターが近づいてきた。

「あなた、アリスね」

　彼女は香か流なれの赤いコスチュームと日本刀に視線を向ける。

「私はミラでもミアでもないわ」

「条件を満たせば、もっと換金率のいい仕事があるよ。この自治体の責任者が資産家で、その彼がこの街を支配している。流通解放も彼の指示だし、何よりも金払いがいい」

「体でも売るの？」

「うん、そうよ。高く買い取ってくれる。この奥の建物よ」

　ハンターはそう言って仲間の元へ戻っていった。

　査定が終わり、香か流なれは小さな金と銀のパレットを手に入れた。端は数すうは硬貨で受け取り、交換所に置かれた自動販売機に投入した。販売機で売られているジュースはコーラの一種類だけだ。

　香か流なれはリカにコーラを渡してから買取所から出ていく。

　外に出て香か流なれは何かを探しているようだった。

「やめましょうよ、そういうの」

　リカは香か流なれの手を引っ張った。子供の自分でも、体を売るという意味は知っていた。

「自分を安売りしてはいけません。そんなことをしたら、そこから戻れなくなります。最初はちょっとでもエスカレートして、都合のいい女扱いされ、欲望のはけ口、快楽に溺れて、最後には体をボロボロにされて捨てられるんですよ」

「情報は必要よ」

　香か流なれはリカの手を引き進んでいく。裏手にコンクリートの建物が見えた。そこに出入りする住人たちの姿がある。

　香か流なれは平然とその建物に入っていく。リカも続いて入り目を見張る。

　中では住人たちが、血液を採られていた。感染の血液検査にしては抜きすぎだ。抜かれた血液はパック詰めにされて冷やされている。

　血液を抜いていた看護師がリカを向いた。

「あなたも買い取り？」

　リカの胸につけられたバッジを見ている。ここで気づいた。バッジのＢは血液型のＢ型という意味だったのだ。そしてここではＢ型の血液が買い取られている。

　レートを聞いた香か流なれが「高額ね」と呟つぶやいた。

　そしてリカは理解した。街の人間で働いている者とそうでない者がいるのは、これだったのだ。Ｂ型の人間は働かずとも血液だけ、つまり体を売って暮らすことができる。また、難民の条件付き受け入れの条件はＢ型だったのだ。だからこそ、その条件を満たしたリカも無期限で滞在できると言われたのだ。

　しかし、何な故ぜＢ型だけなのか……。

「持ち込みでも、買い取ってくれるの？」

　香か流なれの問いに看護師がうなずく。香か流なれも血液型はＢだが自分の血は売らないようだ。

「お金が必要だったら、売ってもいいですけど」

　建物の外に出てから、リカは香か流なれに言った。

「自分を安売りしちゃ駄目よ。あなたは私の所持品ではないのだから」

　その後、香か流なれとリカは借りた宿に入る。

「そのマークがある限り危険は低いわ。三日の間に街で過ごして結論を出して」

　香か流なれは装備をまとめている。

「香か流なれさんは？」

「私はお金を稼ぐ。ゾンビを倒し続けるには資金が必要だから」

　香か流なれはリカをここに置いていくつもりなのだろうか。と、そんな不安を察した香か流なれが、リカの頭を撫なでた。

「約束するわ。あなたの意思を尊重するって」
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　その後、香か流なれは街の外にバイクで出かけ、血液を持ち帰るようになった。

　他の自治体に出向き血液を買っているようだった。

　空いた時間を利用してリカは街を見て回る。子供も大人も明確な階級があることがわかった。公園などで遊んだり栄養のある食事を採れるのはＢ型の子供。大人も血液を売れば仕事をせずに済む。その他の人間は街の警護や莫ばく大だいな情報をまとめたりと忙しそうだった。

　しかしと思う。何な故ぜこれほどまでにＢ型の血液が求められているのか。

　そんな疑問を街の住人に聞けないまま時間が経たつ。三日が経たつ頃にはリカは少しだけ街の雰囲気に慣れた。Ｂ型の人間はこの街では丁重に扱われる。

　また、香か流なれは約束を守り、リカの待つ宿に戻ってきた。

　香か流なれは血液の運搬を利用して、多くの金を稼いだようだった。ゾンビを恐れないハンターならではの身軽さゆえにできたことだった。

　シャワーの音が消え裸の香か流なれが出てくる。

「どうぞ」

　リカは赤いワンピースと下着を差しだした。香か流なれに言われたことではないが、積極的に彼女の身の回りの世話をするようにしていた。

「ありがとう」

　香か流なれは下着をつけると赤いワンピースを着る。彼女が身につける衣類はトップとショーツとワンピースの三つだけだった。

「赤いワンピース、いっぱい持ってるんですね」

　香か流なれは同じワンピースを五セット持っていた。

「まとめ買いしたの」

　香か流なれはタオルで乱暴に髪を拭っている。

「今日、出るんですか？」

「その前に呼ばれてる」

　香か流なれは荷物をまとめると宿から出ていく。向かった先は街の中心部の豪邸だった。高い壁に囲まれたその住居は、多くの警備員が見張っている。この街の有力者の住居らしい。

　二人は豪邸の客間に通された。皮張りのソファーが置かれ、壁には絵画などが飾られている。そんな雰囲気は、どうにかしてゾンビのいる世界から目を逸そらそうとしているかにも思えた。

　出迎えたのは大柄な中年男性と、その妻の若い女性だった。

　男性がこの街の中心人物なのだ。滞在中に街の情報を調べたところ、二年前まではこの街は外部との接触を禁止してひっそりと暮らしていた。しかし二年前に流通を解放するという方針転換をした。

　つまり二年前に転換点があった。

「ずいぶん血を集めてくれたようだね」

　男性が香か流なれにお礼を言う。街の独裁者とも評される人間だが物腰は柔らかい。

「できればこのまま街に滞在して、血を集め続けてほしい」

　呼ばれた理由は香か流なれの引き抜きだった。この街の専属ハンターとなってほしいとのことだ。

「まず血を集める理由を聞かせて」

　夫婦は顔を見合わせてからうなずいた。

「私たちは血を集め続けなければならないのです……」

　香か流なれとリカは夫人に案内され、ある部屋の中に入った。そこにはベッドが置かれ、一人の少女が横たわっている。彼女の体には沢山の管が接続されていた。

「感染者ね」

　香か流なれが寝たきりの少女を見て呟つぶやいた。

「違います。この子は人間です」

　夫人は自分に言い聞かせるように言った。

　リカはその光景を見て察した。マンションで過ごしていた頃に触れた情報がある。それは、ゾンビウイルスに感染しても、感染を引き延ばす方法があると。それは透析だ。汚い血液を抜き、清潔な血液を体に注入し続ける。

　しかしそれで治るわけでない。ただ、感染を引き延ばし続けるだけなのだ。それでもゆっくりと進行していき、いつかはゾンビになってしまう。

「それでも私たちはこの子を守りたいのです」

　夫人は若かったが、その顔には深い皺しわが刻まれていた。

　これも愛情なのかもしれない。感染してしまった子供を守るために流通を解放した。さらに高額で血液を買い、彼女の汚けがれた血を洗浄し続ける。夫婦は苦しみ、彼女も痛みに耐えながら親子という関係を維持し続ける。この街は優しい場所であるのかもしれない……。

　ベッドの彼女が薄く目を開いた。

　焦点の定まらない目をこちらに向けている。何か言いたげな彼女に近づくと、リカの耳元で唇を動かした。

　顔を上げると、心配げに夫人が見つめていた。

「……彼女、ありがとうって言ってました」

　その言葉に夫人は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　リカは車の助手席で流れる車窓の景色を見つめていた。

　結局、香か流なれもリカもあの街に残らなかった。香か流なれの目的はゾンビを倒しながら旅することであり、血液集めは断った。リカもそんな香か流なれと一緒に行くことにした。

　隣の香か流なれはハンドルを握っている。

　あの街でガソリンが手に入ったので、安価で売られていた軽自動車を買ったのだ。

「車の必要あります？」

　道はでこぼこで、どこまで進めるかはわからない。

「行けるところまで行けばいいわ。運転できる機会があるなら運転するべき。でないと一生車を運転する機会を失う。この世界では物よりも経験が重要でいて大切なの」

「そういえば車の免許を持ってるんですか？」

「ハンターライセンスで運転できるのよ」

「自分で学んだってことですか？　どれくらいかかりました？」

「五台ぐらい」

　そんなに壊したのかと、リカはシートベルトを確認した。

　あの街に残らず香か流なれと来たことに迷いはなかった。いくら安全であっても血液を売りながら暮らす生活が正常とは思えなかった。それに、どちらにしろ世界は崩壊に向かっている。だとしたらそれまでに世界を見ておきたい。

「私がいて邪魔じゃないですか？　私がいるときにゾンビに襲おそわれたら……」

　ハンターの香か流なれにとっての足かせとなっていないかが心配だった。

「私はゾンビを恐れない。恐怖に敗北したときがゾンビになるときだと思ってる。だから気を使わなくていいわ」

　やはり昔に何かあったのだろうか。今は運転席と助手席の距離だが、もう少しだけ縮まったら聞いてみようと思った。

　香か流なれは運転をしながら、ちらりとリカに視線をやった。

「本当は、なんて言ってたの？」

　香か流なれはあのとき、リカが噓うそを吐いたことを知っていたのだ。

「……殺してくれ、って」

　香か流なれは「そう」とだけ言って、視線を戻した。

　痛みに耐えながら人間であり続けることが彼女にとって幸せなのか。それともいっそゾンビになってしまえばいいのか。おそらく結論は出ないだろう。

　でも、一つだけはっきりとわかることがある。

　それは、あの彼女はもう人間ではない。ゾンビでないにしても人間ではない。確かにこの世界は正常ではないが、あの光景も異常だった。

　こんな世界だからこそ守るべきルールがある。

　異常な世界だからこそ、人間は人間らしくゾンビはゾンビらしくあれ。
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　崩壊した街を車が走っていた。

　看板のペンキは剝げ、ひび割れた道路には網目状に草が生えている。建物のガラスのほとんどが砕け散り、周辺をキラキラと光らせていた。そんな街で真っ赤なオープンカーを走らせている男女の姿がある。ゾンビを振り切っての逃亡者の姿だった。

　オープンカーが道路に乗り捨ててあった錆さびたバイクに乗り上げた。

「ちくしょう！」

　男がハンドルを殴りつけた。

「別の車がよかったんじゃない？　軽トラックとかさあ」

　助手席に座る女が大きく溜ため息いきを吐いてみせた。

「燃費のいい車なんて残ってなかっただろうが」

　恋人たちは暮らしていた自治体から逃げてきたところだった。東京から程よく離れた自治体でありひっそりと小規模の人口で暮らしていた。しかし、その生活はあっさりと崩壊した。原因はゾンビの襲しゆう撃げきだった。

　崩壊から五年。自治体で身を寄せあって暮らしていた中で、徐々にゾンビの姿は見かけなくなっていった。そんな理由から自治体は油断していたのだ。生産地や太陽光などの電力システムの拡大。しかし奪われた土地を取り戻す速度は少しだけ速すぎた。

　ゾンビへの恐怖心と比例してバリケードは薄くなった。そんな隙間を突かれた。やつらは人間の心の隙を狙っていたのだ。ある日、自治体は数百体のゾンビ集団の襲しゆう撃げきを受け、一夜にして廃はい墟きよとなった。

「障害物を取り除くから待ってろ」

　男は工具を持ってオープンカーから降りる。この車は自治体のカフェに飾られていた車だった。屋根のない車は実用的ではなく、それでも文明の遺品として自治体に大切にされた。ゾンビの襲しゆう撃げきにあったとき、二人はそのカフェにおり、混乱した街中でガソリンと食料を手に入れ、オープンカーに乗って逃走した。

「早くしてよね。こんなところでゾンビに会ったらやばいよ」

　女はオープンカーから降りて煙草たばこを吸い始めた。

「どこに逃げたってやべえよ」

　男はジャッキで車体を持ちあげ、下敷きになっていたバイクを引きずりだそうとロープを結ぶ。持ち出せたガソリンは少ない。ただでさえ障害物だらけの道路で車の進みも遅い。ガソリンが尽きればその時点で終わりだ。

「近くに街があるじゃん。そこに避難すればいいのよ」

「避難民なんて受け入れてくれるわけないだろ」

　住人の食料確保だけで限界の自治体が多い。さらに自治体が恐れるのは汚染された血の流入だ。自治体にとっては外からくる者はゾンビと同等なのだ。

「でも、うちの街にも外からのが来てたじゃん？」

　女は手伝おうともせずに、錆さびたガードレールに座っている。

「あれはハンターだ」

　ゾンビ討伐のライセンスを持ったハンターと、ゾンビ対策委員会は自由に自治体を行き来できることになっている。その目的はゾンビの殲せん滅めつだが、本当の理由は情報の流通だという。ネットの崩壊したこの世界で重要な回線なのだ。

　男もハンターから周辺の自治体の情報を聞いていた。距離を置いて自治体が点在しているが、避難民の受け入れはないらしい。避難民の拒否は国も認めている。一時期、日本海側の自治体が海外からの避難民を受け入れ、一瞬で汚染された過去があるからだ。

「私らもハンターになればいいじゃん」

「ハンターはライセンスがいるんだよ」

「じゃあどうすんのよ」

　バイクを引っ張りながら怒りが湧く。この女はずっと馬鹿みたいに助手席に座っていたというのか。

「表向き拒否しているが、秘密裏に受け入れている街があるって噂うわさだ。俺たちはずっとその街を目指して走ってた」

　ハンターに煙草たばこを握らせて得た情報だった。いつか街が崩壊したときのために、情報を手に入れておくべきだと考え、その保険はここで役に立ったこととなる。

「ふーん、優しい人たちがいるんだねえ」

　逃げるときのどさくさで金目の物を積んでいる。それらを渡してその自治体に受け入れてもらうしかなかった。このゾンビの世界で生き残るためには、安全な場所が必要だ。映画のように放浪しながら生き延びることなどあり得ない。何な故ぜならこの世界にゾンビはいるからだ。明確な殺意を持ってゾンビたちは人間を襲おそってくる。

　だからこそ少しでも早くその場所に行きたかった。しかし気ばかりが焦あせり、バイクはなかなか引きずりだせない。少し動いたので、このまま強引に車を走らせるべきだろうか。唯一の足である車を傷つけることは避けたいが。

「……おい、少しは手伝えよ！」

　怒りが限界に達して、男はつい怒号を上げる。しかし反応はない。思わず車を蹴り上げてから振り向く。

　女と目があった。彼女は目を大きく見開き硬直している。何が起こったのかわかっていない様子で固まる女の背後には、首筋に嚙かみつくゾンビがいた。

　男は悲鳴を上げて尻餅をつく。悲鳴に反応したのか捨てられた車の陰から、ゆらゆらとゾンビたちが姿を現した。

「……けて」

　ゾンビに食いつかれた女が助けを求めて手を伸ばす。助けようと思ったが、体は意思とは別の反応をしていた。

　男は車に飛び乗ると、エンジンをかけてアクセルを踏んだ。強引に障害物を乗り越えると、そのままスピードを上げる。立ちふさがったゾンビに正面から衝突して大きく車体が揺れた。はねられたゾンビは人形のように吹っ飛ぶ。バックミラーで絶叫する女がちらりと映ったが、それから目を逸そらして疾走する。

　その後の記憶はほとんどなかった。

　このゾンビの世界において、男の選択は間違ってはいなかった。ゾンビに嚙かまれた人間は、たとえ恋人であっても殺すか逃げろ。しかし、たった一つだけ間違いを犯していた。

　──シートベルトをしていない。

　オープンカーが道路に捨てられていた廃車に激突し、男はひび割れたアスファルトの上に投げ出された。
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　如月きさらぎリカはとある自治体に入っていた。

　その自治体は小さいながらも安全なようだ。リカはゾンビハンターである綾あや瀬せ香か流なれの助手としてこの街の滞在を許可された。

　まず香か流なれと共に街に向かう。街によって余っている物と不足しているものがある。それを利用してのトレードはハンターに許された特権であり、それは旅の資金に充あてられる。

　ただ、この街は小さいながらも食料は不足していないようだった。不足しているのは娯楽用品。リカは前の自治体で手に入れた書籍や携帯ゲーム機などを引き渡し、代わりに干し肉や小麦、乾燥野菜などの保存食、さらに薬の類たぐいを手に入れた。

「結構優しいレートでしたね」

　リカはザックに保存食をしまいながら香か流なれに笑いかける。

「優しい街なのよ」

　さらに二人でカフェに出向き、そこで食事を採る。キャベツをふんだんに使ったパスタ、トマトとジャガイモのスープ、レタスのサラダ……。

「おいしい」

　思わずリカは声を漏らした。これだけの新鮮な野菜があるということは、それだけの畑が必要だ。しかしこの狭い自治体の中でそれは不可能だ。

「畑は街の外にある」

「街の外ですか。じゃあその管理は……マシーンですか？」

　東京周辺ではオートマチックのロボットを使い畑を維持しているという。危険なエリアでもゾンビに感染することもないからだ。しかしそんな高額なロボットがこんな辺境の自治体にあるというのか。

　二人はゆっくりと食事を味わった。この食事はハンターは無料のようだ。仕事の依頼料に含まれているらしい。

「今回の依頼はなんなんですか？」

　食事を終えたリカは聞いた。

「……トレード、かな」

　香か流なれは決して多くは喋しやべらない。なので他はリカが推測するしかなかった。そういえばあの軽自動車を街の工場に引き渡していた。物資の流通もハンターの仕事の一部だとすると、それらの行動で仕事は終えたのかもしれない。

　カフェを後にした香か流なれが向かったのは診療所だった。

「目を覚ましてる。あとは頼んだよ」

　診療所の医師が部屋を指さした。

　二人が部屋に入ると、ベッドに治療を受けた男性が寝ている。香か流なれがこの街の近くで救出した男性だった。真っ赤なオープンカーから放り出されていたのを見つけたのだ。そんな男性を香か流なれが助けたのはリカにとって意外だった。香か流なれの行動は基本的に傍観、そして危険が迫れば戦う、だった。

「……ここは？」

　頭に包帯を巻いた男が体を起こす。二十歳ぐらいの若い男だった。

「旧静しず岡おかあたりの自治体よ」

「じゃあ、あそこか？　避難民を受け入れてくれるっていう……」

「そう。あなたは怪け我がをしていてあのままでは死ぬかゾンビに襲おそわれると判断して、この街に連れてきたの」

「そうか……ありがとう」

「いいえ、お礼には及ばない。この街に留まるか出ていくかはあなたの自由よ」

「俺はこの街で暮らしていけるのか？」

「それはあなたが判断しなさい。それまで補助をつけるわ。……リカ」

　香か流なれはリカを男性の付き添いに指名した。驚いたが、香か流なれがリカに仕事を与えるのは初めてだったので受け入れた。役割は怪け我がした男性の生活のフォローのようだ。そのまま香か流なれは病室から出ていった。

「あの……名前は？」

　リカが聞いたが、男は顔を歪ゆがめて首を振るばかりだった。ゾンビに襲おそわれ事故を起こしたショックで記憶が曖あい昧まいらしい。それでも言葉はしっかりとしていた。

「この街は、本当に避難民を受け入れてくれるのか？」

「のようですけど」

　すでに彼は街に入っている。もちろん血液検査は行われ陰性の反応が出ている。受け入れをしない街は、まず中に入ることが不可能だ。

　それからリカは怪け我がをした男性の代りに細々とした作業を行った。怪け我がのリハビリスケジュール、入居先や物資支援など。

　その内容を見てリカは驚く。男の扱いは実に丁重だった。仮の住居も安全で清潔な空間であり、さらに身の回りを世話する女性たちも配属されている。食料も豊富に与えられ、その中にはたばこなどの嗜し好こう品ひんもある。

「本当にいいんだろうか……」

　病室から仮の住居に移動した男も驚いていた。この世界で今や希少となっている、ゆったりとした空間。家は緑豊かな公園の横にあった。食料も男が遠慮がちに頼むと、女性たちがすぐに持ってくる。女性たちは男に微笑ほほえみかけながら身の回りの世話をする。

「この街は安全なんですね」

　リカは公園の芝生に座っていた。

「周辺にゾンビがいないんだろう」

　背後のベンチには男が座っている。

「だけどゾンビはこの世界にいる。油断した瞬間に襲おそってくるんだ」

「確かにそうですけど……」

「いや、君はゾンビがどれほど恐ろしいかわかっていない」

　男は大きく溜ため息いきを吐いた。彼の住んでいた街は崩壊したと聞く。動かないことで文明を維持してきたこの世界の人間にとって、街を失うことは死に等しい。さらに車にも他に誰かが乗っていた形跡がある。彼はこの街に到達するまでに、ゾンビに襲おそわれ仲間を失ったのだ。

「ここは安全ですよ」

　声をかけてきたのは街の女性たちだった。登録などの細かい補佐はリカがしているが、生活面でのサポートは街の人間が行っていた。それは丁寧に男の精神のケアをしている。

「ここではゾンビたちとの戦いはないの」

　女性がベンチに座り、男の頭を優しくなでている。

「そして食料も豊富。街の外にある広大な畑を維持しているから」

「そんな場所があったら、ゾンビだけでなく盗賊どもに襲おそわれる」

「そんな悪意はこの街に入ってこないわ」

　女性たちは笑みを絶やさなかった。

　本当にゾンビたちとの戦いはないのだろうか。確かにここは他の街と違う気がする。ゾンビとの戦いで疲弊していった人々は常に疑心暗鬼だ。血液検査で陰性が出ようとも、避難民に笑顔など向けることはない。そんな中でゾンビとの戦いはないと言い切るのは、防衛に確固たる自信があるからか、それともゾンビとの遭遇がまだないからか……。

　夕方になると男は女性たちに連れられ住居に戻っていく。

　リカも用意された宿へ戻る。そこはバリケード近くの寂れた場所だった。ハンターに与えられる部屋は他の街と同じだ。危険な街の辺境で、コンクリートの牢ろう獄ごくのような場所が与えられる。リカは考える。彼とハンターの待遇の違いはなんであるのか。

　殺風景な部屋の窓まど際ぎわで、香か流なれが装備の整理などをしていた。

「今日で三日目だけど、出ていくんでしょうか」

「依頼の延長があったわ。もう少しだけこの街にいる。彼の生活が落ち着いたのなら、あなたはもうついている必要はないわ」

　まだこの街にいられるのだと安あん堵どすると同時に、何かこの街はおかしいと思った。それを知るには、もう少しあの男を見守っていたほうがいいのではないか。

「この街の近くに、本当にゾンビはいないんでしょうか？」

「ゾンビのいない場所はない」

　香か流なれは日本刀を磨きながら言った。
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　リカのやるべきサポートはなくなったが、それでも男のそばにいるようにした。

　怪け我がはほぼ治ったが、変わったのは彼の内面だった。序盤は食料などを受け取るたびに、怯おびえたように頭を下げていたが、今ではそれに慣れたようだ。

　この自治体の住人は子供から老人まですべて仕事を持っているが、彼にその義務を与えることはなく、彼も率先して仕事をする気配もなかった。ただし、まだこの街のシステムを疑っているようだ。本当にゾンビとの戦いはないのかと。

「俺はゾンビと戦い街を守ってきた。運悪く襲しゆう撃げきにあっても、ゾンビを殺しながらここまで来た。それに比べてこの街の人間はなんだ？」

　公園のベンチに男が座っている。周囲には女性たちがおり、彼の話を聞いている。

「ゾンビと戦うだなんて」

　女性たちは困惑したように顔を見合わせている。

「ゾンビは人類の敵だ。排除しなくてはならないだろ」

「でも、もともとは人間だったのよ。そんな存在を……」

「そんな甘い考えでどうする！」

　男が声を荒らげた。それでも周囲の女性たちは笑みを崩さない。議論の正しさは彼のほうにあるような気がした。確かにゾンビは元人間だが、そんな感情論が通用するほどこの世界は甘くはない。

「この街にはゾンビと戦う男はいないのか？」

「男性のほとんどは生産をしているから」

　リカも調べたが、街に武装している住人はほとんどいなかった。その労力を生産などに向けているのだろう。

　女性たちは男の機嫌を取るように酒を差し出している。街の人間でもめったに飲むことのできない貴重品だ。アルコールが入り、男の弁舌はさらに滑らかになる。

　議論する男から離れリカは公園から出る。十分ほど歩いただけで自治体の中心部に出てしまうほど狭い街だ。こんな街とあの住人でどのようにしてこの世界で生き残ってきたのか。

　さらに歩くと大きなガレージがあり、そこで真っ赤な車を修理していた。その横で真っ赤なワンピース姿の香か流なれが座っている。彼女がオープンカーを引き上げてきたのだろう。

「直せそうですか？」

　リカは香か流なれの隣に腰を下ろした。

「修理は可能。でも、このタイプの車は人気がないから」

「でも、これで走ったら気持ちよさそうです」

「そう？」

　香か流なれは小首を傾かしげるようにしてオープンカーに視線を向けた。

　それから三日後。

　リカは男の観察を続けていたが変化は顕著だった。

「私たちは、戦うより優しさを武器としているんです」

　女性が男に酒を注ぎながら語り掛けている。男は公園のベンチで昼間から酒を飲んでいた。だが、それを批判するものはおらず、逆に酒のつまみなどを持ち寄るしまつだった。

「そんな理想を掲げていたら街は滅びる」

　酒の力もあり男の声は大きくなる。

「この世界で生き残るためには無責任な意見は抹殺する必要がある。この街が襲おそわれたらどうする？　この街のように避難民を受け入れてくれる街なんてない」

「でも、現にこうして街は残ってるじゃない」

「それは今までの話だ！」

　男の怒号に、一瞬だけ女性たちの顔から笑みが消えた。男はそんな変化に気づかずにゾンビの恐ろしさを語っている。リカが再び視線を向けたときには、いつもの穏やかな女性の表情に戻っていた。

　次の日になっても男は酒を飲みながら公園で語っていた。そんな男の話を聞きに、女性たちが入れ替わり立ち替わり公園を訪れている。

「俺はゾンビと戦ってきた。俺がゾンビとの戦いを教えてやる」

　男の言葉は過熱していく。

「ゾンビの怖さは数だ。一匹なら簡単でも集団になったゾンビは恐ろしい」

　勇敢にゾンビと戦ったと言っているが、本当にそうなのだろうかとの疑問が生じる。そもそもゾンビから逃げて事故を起こしていたはずだ。

　しかし誰もそんなことを言わずに、周囲は男の言葉を優しく受け止めている。男は避難民でなくゾンビと勇敢に戦いこの街に流れついた人間なのだ。リカは彼を観察していたが、街を歩いても住人たちの称賛の声が飛ぶ。どの店に入っても接待を受ける。オープンカーも完全に修繕され、彼は満足げに笑っていた。

　そんな住人の態度は彼を増長させていった。この街はゾンビや盗賊の脅威にさらされたことがない。ゆえに臆病者しかいないとの彼の言葉だった。リカは彼の補助役として心配になった。このままでは住人といらぬ軋あつ轢れきを生むのではと。

「もっと街の人に感謝したほうがいいんじゃないですか？」

　リカは男にそう提言した。

「俺はゾンビの恐ろしさと現実を教えているだけだ」

「でも、戦いを強要するのは間違っています。現にこうして街は生き残っています」

「偶然に生き残ってただけだろ。臆病者ばかりの街は必ず滅びる」

「じゃあ、あなたの街は？　あなたは街から逃げだしてきて──」

　乾いた音が響きリカは後ずさった。男がリカの頰を引ひっ叩ぱたいたのだ。思わぬ自分の行動に男も啞あ然ぜんとしている。

　不穏な雰囲気を察した女性たちが男に慌てて駆け寄る。彼女たちは男の機嫌を取るように取り囲む。アルコールの効果もあり、一時間後には男は女性たちの腰に手を回しながら住居へと消えていった。

　次の日から男はリカを疎うとましく扱うようになった。ゾンビから逃げ怪け我がした自分を助けたリカたちは彼にとっては邪魔な存在だ。彼の大きくなった言動は、本当の自分と乖かい離りしていく一方なのだから。

　男はリカの前でこれ見よがしに女性とスキンシップを取るようになった。キスをし胸を揉もまれても女性たちは抗あらがわない。いつもどおりの愛あい想そ笑わらいを浮かべているだけだ。男は女性たちを愛あい撫ぶした視線をそのままリカに向けてにやりと笑う。

　ついにリカは耐えられなくなり、その場を離れた。

　振り返ると男が女性たちを乱暴に抱きしめながら服を脱がしている。これから何が始まるかは、リカはわからないし知りたくもなかった。




　　　　　　　　　　＊




「この街の住人は間違っています」

　部屋に戻ったリカは言った。開いた窓には香か流なれが座って外を見ていた。

「ここは楽園よ。なんて言葉を臆面もなく吐いています」

「リカは、楽園だと思う？」

　香か流なれはブロッククッキーを口にしながら聞き返す。

「本当に楽園だったら、私たちはもっといい部屋といい食べ物を貰もらっています」

　ゾンビを倒す勇敢さが認められているのならば、香か流なれの待遇はもっといいはずだ。それとも所詮流る浪ろうの人間を大切にする必要がないということか。

「では、彼の意見が正しい？」

「部分的には。理想だけでは人間は滅びます。ゾンビと戦うには正確な恐怖と覚悟が必要です」

　リカは思った。この街の住人は本当に平和主義なのかもしれない。ゾンビと向かい合うことを避けてここまで生き残ってきた。

「つまり、ギブアンドテイクなのでしょうか。現実から目を逸そらす住人ですがゾンビはいます。だからこそゾンビと戦う人間が必要だと。基本的にハンターは流る浪ろうなので、勇敢な避難民が必要とされます」

「つまり住人は彼に街を守ってもらおうということね」

「そうですね。必要としていることは確かです。でなければ、避難民の彼にあれほど尽くす必要がないですから」

　だが、たとえ武力が必要だとしてもあのようになるだろうか。立場はあくまで住人側が上だ。もっとビジネスライクに契約を結べばいいだけではないか。それとも本当にこの街は楽園なのか。優しい人々しかいないこの街……。

　顔を上げると香か流なれはじっとこちらを見つめていた。恐らく彼女はこの解答を知っている。だが、その答えを押しつける気はないのだ。知りたければ自分で見つけろ、と。

「そもそも彼は噓うそを吐いています」

　噓うそというより虚勢だ。避難民の彼は、価値をアピールするために自らを偽っている。

「街からゾンビを守り戦ったのは噓うそでしょう。車には乱雑に荷物が積んであり、逃げてきたのがわかります。戦ったわりには武器の類たぐいはありません」

　リカは以前に会ったハンターを思い出した。香か流なれは特殊なハンターで軽装だが、彼らは工事でもするかのように沢山の武器を持っていた。ハンターであっても、どれがゾンビに有効であるか結論が出ないまま多くの武器を扱っている。さらに飛び散る血を防ぐためのレインコートやビニール傘などの装備、そしてゾンビを倒す仲間。避難民の男が持っていないものばかりだ。

　……もう一度彼と会えないだろうか。何な故ぜだか彼は初めからリカのことを知っていたような気がする。悲しそうでいて懐なつかしそうな視線を今でも憶おぼえている。そういえば、何な故ぜ彼は私のことをリカと呼んだのか。如月きさらぎとしか名乗っていなかったのに。

　リカはその甘あま酸ずっぱい記憶を払うように頭を振った。

「彼に仲間はいたかもしれません。車には女性が乗っていました」

「どうして？」

「荷物を見ました。化粧品などがありました。物々交換で化粧品を持ってきたということはあっても、生理用品がある理由はありません。きっと車での移動中にゾンビに襲おそわれ、助手席に乗っていた女性を見捨てて逃げてきた」

　そんな後ろめたさを隠すために、彼の言葉と行動は攻撃的になっている。ゾンビを倒せと大言を吐き、さらに世話をしてくれている女性にも手を出している。

「そんな偽にせ物ものの男を、何な故ぜこの街の人々は許容するのでしょうか」

　部外者が見ても嫌な人間だ。何な故ぜ街の人間は笑顔を浮かべ続けているのか。そして無邪気すぎるほどに優しいこの街の人々は、この残酷な世界でどうやって生き残ってきたのだろう……。

「この街も偽にせ物ものだったらバランスが取れるわね」

　香か流なれの言葉に、リカははっと顔を上げた。

「……明日この街を出ることになったわ。あの男の提言が街に受け入れられたの。この街にハンターは必要ないって」
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「よう、出ていくんだってな」

　声に振り向くと、そこにはあの男が立っていた。

　リカは街の裏口にて香か流なれを待っていた。三重のフェンスが目の前にあり、その向こうは街の外となっている。

「はい、ハンターの依頼は今日までですから」

　平然と荷物の整理をするリカを見て、男は少しだけ気まずそうな表情になった。

「なあ、よかったらこの街に残ってもいいんだぜ」

　顔を上げると、男は迷彩柄の服装で大きなスコップを持っている。リカの視線に気づいた男はスコップを振ってみせた。

「知ってるか？　ゾンビを倒すにはスコップがいいんだ。スペツナズもスコップを武器にしてたんだぜ」

「ゾンビと、戦うんですか？」

「俺以外にこの街でゾンビと戦おうとする人間はいないからな」

「だからハンターを追い出そうとしたんですか？」

　男は不機嫌そうに舌打ちをした。

「街が保証する期間は三日だ。とっくにその期限は過ぎている」

「そうですよね」

　荷物をまとめ終ったリカはフェンスの向こうを見る。ゾンビの世界は思ったよりも整然としており、青々とした麦畑が広がっている。

「お前はハンターじゃないんだろ。街に残ったほうがいい」

「ありがとうございます。意外に義理堅いんですね」

　リカはくすっと笑った。助けられた恩を忘れていないようだ。この街の住人と接触して変化してしまったが内実は普通の人間だ。

「でも、私はあの人についてきます。彼女は私のために安全な街を探してくれていますが、私は彼女ともっとこの世界を見たいと思ってます。この残酷な世界だからこそ真実が見えるから。五年前以前の平和でキラキラした世界では、眩まぶしすぎて見えなかった美しい闇です」

　男は横倒しになった錆さびた冷蔵庫に腰を下ろした。

「じゃあ、見送りぐらいはしてやるよ。世話になったしな」

　リカはそんな彼をじっと見つめた。

「あなたも出ていくなら、今しかないと思いますよ。本当にゾンビと戦う決心がついたのなら、この街の外に出るべきです」

「出ていく必要なんてねえだろ。避難民をこんなにも快く受け入れてくれる街は他にない」

「では、なんで他にあなたと同じような避難民がいないのでしょうか」

　リカの言葉に男は顔をしかめる。

「お前は何か知っているのか？」

「いいえ知りませんし聞いていません。でも考えました」

　避難民の彼がこの街で優遇されている理由。そして優しい街の人々……。

「この街には他にもおかしいところがあります。フェンスに囲まれた小さな自治体なのに生産力が高いこと。畑などを外にすると、外での作業が増え感染率が高まります。が、そんな様子もありません」

「今まで感染がなかっただけだろ。住人が能天気なだけだ」

「そんな自治体をなくすためにハンターが旅をしています。そしてゾンビの恐怖を知らない人間はこの世界にいません。誰もが感染の恐怖に晒さらされているのですから」

「じゃあ、この街の雰囲気はなんなんだ？」

「噓うそを吐いている人間がいるのです」

　その噓うそによって歪ゆがんでいる。いや、歪ゆがんだ世界を正常に見せている。

　沈黙が流れた。男が視線を逸そらしたのは、リカの言葉が突き刺さったからだ。街で自らを虚飾したものの内面までは変えられなかった。

「……確かに俺の街はゾンビに襲おそわれた。確かに俺は戦いもせずに逃げた。そして一緒に逃げた恋人もゾンビに襲おそわれたから捨てた」

　それは彼の贖しよく罪ざいだった。彼も苦しんでいたのだ。そして残忍な現実から目を逸そらそうと、この街に飛び込んだ。

「あなたは悪くはありません。この世界ではそれが正常なのですから。でも、他にも噓うそを吐いている人間がいるからこうなった」

　リカはフェンスの外に向き直った。

「私は香か流なれさんとの旅でゾンビに触れることができました。そして気づいたのは、この世界のゾンビは喋しやべるのです。人間は感染した瞬間にゾンビになるのではなく、ゆっくりとゾンビへとソフトランディングしていくのです」

「ゾンビが喋しやべるわけないだろうが」

「喋しやべってはいけません。喋しやべると殺せませんから。でも、喋しやべる」

　人間とゾンビの境は曖あい昧まいだ。どこから人間でどこからゾンビか。そんな悩みと向き合い、ゾンビと戦うことになる。だが、もしも戦うことを選択しなかったら……。

「ハンターたちに触れてゾンビについて学びました。ゾンビが人間を襲おそう目的の一部は血です。人間の血を飲めば感染が緩やかになります。もう一つの目的は単なる攻撃性。感情を制御しにくくなったゾンビは人間という同種に近い他種族を襲おそって精神を安定させます。怯おびえる人間を見ることで満足感を得ているようなのです」

　振り返ると街の人々の姿が見えた。男もそれに気づいて息を吞のむ。いつも浮かべていたあの笑みは消えていた。

「な、何しに来た？」焦あせった男が立ち上がる。

「お見送りです。ハンターが街から出ていくので」

　穏やかな声で女性が男を制し、立てかけてあったスコップを回収する。男が何か言おうとしたときアスファルトを車が走ってきた。それは真っ赤なオープンカーだった。

「え、香か流なれさん？」

　運転している香か流なれに気づき、さすがにリカも驚いた。

「軽自動車と交換したのよ」

　香か流なれが悠然とオープンカーから降りてくる。

「おい、俺の車だろうが」

　男が怒号を上げる。後部座席には工具や食料などが乱雑に積まれている。

「あなたには必要のないものだわ」

「ふざけんな！」

　香か流なれにつかみかかった男は、はっと動きを止める。振り向く彼が見たものは、背中に注射針を刺す女性の姿だった。

「え？」

　啞あ然ぜんとする男を香か流なれが支えるようにして、オープンカーのボンネットの上に座らせた。薬を打ちこまれたのか、男の体は自由が効かない。

「な、何を……」

「街を守るためにゾンビと戦うと自分で言ったでしょ。それをしてもらうだけ。ただし、ゾンビを殺すだけが戦いじゃないけど」

　香か流なれは初めからこうなると知っていたのだ。

　そして男を見つめる街の人々の表情は冷静だった。ゾンビと戦い続け、残酷な現実を受け入れてきた人間の目だ。

「お、おい、説明しろ！」

　男の呂ろ律れつは回っていない。香か流なれは男の手足を結束バンドで拘束しながらちらりとリカを見た。

「……予想はついています。そして受け入れます」

　リカはうなずいた。目の前の光景はこの街の残酷な現実なのだ。

「あなたはこの街の外のゾンビに引き渡される」

「ゾンビ、だと？」

「街とゾンビの契約なのよ。こうして新鮮な人間を供給することで同盟を結んでいる」

　それはリカの推測どおりだった。ゾンビも一律ではなく、感染からのゾンビ化が早いタイプとそうでないタイプがある。この周辺のゾンビは理性が長く残るタイプだったのだろう。だからこそ人間は交渉という方法を選択した。

　おそらく街の外の畑を管理しているのもゾンビたちだ。そして理性を失ったゾンビや盗賊たちから街を守っているのもゾンビたちなのだ。

「俺をゾンビにするつもりか！　こんなのおかしいだろ！」

　男は救いを求めるように街の人々に叫ぶ。しかし人々は感情のこもっていない視線で返答した。悲しみも怒りもない。彼らは自分のやったことを受け止めている。

　リカは気づいた。あえて男に傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度を取らせ、それを甘受したのは、罪悪感を薄めるためだ。街の人々の生いけ贄にえに対する優しい行為……。

「ゾンビにはならないわ」

　香か流なれが拘束した男を担かつぎ、乱暴に後部座席に転がした。

「恐らくゾンビたちは感染しないように気をつけ、ゆっくりと血を奪い続けるだけ。食料も与えられるから安心して。でも、少しだけ痛みと恐怖が伴うかも」

　香か流なれの冷たい表情に男は青くなった。攻撃的な感情を制御するために、人間をいたぶり続けるゾンビたち。彼は思うだろう。こんなことならゾンビにしてくれ、と。

「でも、それもゾンビとの戦いよ。この街はこうして戦ってきた」

「助けてくれ。お願いだから助けてくれ！」

　男は涙を流しながら絶叫したが、周囲の住人たちは表情を変えない。こうして何人もの人間をゾンビの元に送り込んできたのだ。人間の一人一人は優しい。だが、ゾンビと同じく集団となったら恐ろしい怪物に変貌する。

「お前らは、狂ってる！」

「狂ってるわ。でも、それは狂った世界で正常なこと……」

　香か流なれはオープンカーに乗り込み、リカを向く。

「街に残る？　私についてくる？」

「もちろん一緒に行きます」

　リカは助手席に乗り込んだ。

「あなたは途中で下ろすことになる。街とゾンビとの契約地点でね。それが私の仕事だから」

　香か流なれは男に視線をやってから、オープンカーにキーを差し込んだ。車体が大きく揺れてエンジンがかかった。

　リカは目を逸そらさないようにしようと決意した。残酷な結末しかない男を捨てていくこと。そしてさらに旅の先々での残酷な世界。自分がやるべきことは、終末の世界をこの目に焼き付けることだ……。

　香か流なれがちらりとリカを横目で見た。

「旅をするのならばルールを守りなさい」

　リカは一瞬だけ考え、すぐにシートベルトをした。そうだ、たとえ世界が終わったとしても守るべきルールがある。

　どんなに急いでいてもシートベルトは忘れるな。
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「富ふ士じ山さんが見えるねえ。こんな時代でも変わらないものがあると安心するね」

　汐しお見み坂ざか吹雪ふぶきが早朝の富ふ士じ山さんを見上げている。

　崩壊した世界でも変わらない。日本、いや地球にとっては文明の崩壊など些さ細さいなことなのかもしれない。すべての種は滅びを前提に誕生している。

「そういうのって失ってからわかるんだけど、気づいただけでも幸せだよな」

　碓氷うすいは雑草の生えたアスファルトに座り込んでいた。

「お前らのそんな前向きなところが、本当に大嫌いだよ」

　隣で溜ため息いきを吐いているのは渋しぶ谷や遼りよう太た郎ろうだ。

　碓氷うすいたちは夜間にゾンビの襲しゆう撃げきを受けたが感染することなく生き延びた。しかしまだ終わっていない。あのゾンビの群れは碓氷うすいたちをずっと追いかけてきている。電動バイクのガソリンも充電も尽き、捨てていかざるをえなかった。さらに食料も補給できず、荷物を軽くするためにほとんどの装備を放棄した。

「こんな時だからこそ心の余裕が必要じゃないかな。美しい富ふ士じ山さんの景色を楽しむ心があれば、まだ私たちはゾンビじゃないよ」

「そんな証明しなくても、これだけ腹が減ってりゃ俺は人間だよ」

　渋しぶ谷やがザックをあさっているが、食べ物はないようだ。

　食糧補給のために自治体に入る必要があった。あまりのんびりしているとゾンビの集団に追いつかれる。ゾンビにも個性があり、遭遇したゾンビたちはしつこいタイプのようだった。

「ねえ、この近くに街はないの？」

「小さな自治体があるけど、あんだけのゾンビ集団を引き連れていくわけにはいかないだろ」

　渋しぶ谷やは元盗賊団のくせにモラルのある人間なのだ。

「いや、こんな状況でうってつけの街がある」

　碓氷うすいはオフラインのモバイルマップを見た。ゾンビの追撃から逃れられ、さらにハンターが大切にされる自治体が近くにある。碓氷うすいはまだそこに行ったことはなかったが、ハンターたちに天国だと評される場所なのだ。

　だが、この状態ではそこにいけない。せめてまとまった金があればなんとかなったのだが、あの襲しゆう撃げきで紛失してしまった。

「あーあ、白馬に乗った王子様でも助けに来てくれないかなあ」

　吹雪ふぶきが錆さびたガードレールに寄りかかる。

「王子さまどころか馬すらこないよ。ゾンビぐらいだ」

「あ……」

　座り込む碓氷うすいの横で、吹雪ふぶきが何かに気づいて声を上げた。ゾンビの姿が見えたのだろう。またもゾンビとの追いかけっこが始まる。

「せめて追ってくるのがジェシカ・アルバのゾンビだったらよかったのになあ」

　重い体を強引に起こして立ち上がる。道路を見て碓氷うすいは目を丸くした。道路を走ってきたのは、白馬でもゾンビでもなかった。この世界にそぐわない真っ赤な車だ。

「オープンカーだ。え、あれは……」

　碓氷うすいは運転席に座る女性に気づいた。真っ赤な車を運転する真っ赤な服装の女……。

「あいつだ！」

　それに気づいた三人は必死で手を振る。オープンカーは砂煙を上げてこちらに走ってくる。やはり彼女だった。そして助手席にはあの少女も座っている。

「おーい、おーい！」

　呼びかける横をオープンカーが走りすぎ、三人は啞あ然ぜんと車を見送る。

「無視しやがった！」

　碓氷うすいは荷物を拾うと、必死に車を追いかけた。







「ゾンビかと思ったから」

　責めたてる碓氷うすいを前に、香か流なれは平然としている。

「噓うそつけ。追い抜かしたあと少しだけスピード落としただろうが。そんときに気づいてたんだろ。で、面倒だからそのまま逃げようとした」

「いや、そんなことないですよ。最近のゾンビは個性的になったね、って話をしてたんです」

　間に割って入ったのはリカだ。彼女も無事に逃げられたのだ。

「だいたいあの襲しゆう撃げきで、俺のバイクに乗って逃げたよな」

「バイクは間違えたかもしれない。でも私のバイクを置いていった」

「すぐにガス欠になった。それを知ってたんだろ」

「もしかして憤慨してる？」

「え、今やっと気づいたのか？」

「もういいじゃん。みんな無事だったんだしねえ」

　吹雪ふぶきが碓氷うすいを制した。五人はゾンビを引き離すため、車で海岸線の道路まで移動していた。

「でさあ、俺のバイクは？」

　やっと手に入れた移動手段だった。ホームセンターで自転車を手に入れ、報酬プラスそれと交換で手に入れたバイクなのだ。

「そのバイクは軽自動車と交換して、さらにこの車と交換したんです」

　碓氷うすいは啞あ然ぜんとした。崩壊前の世界だったらいいトレードだが、この世界では逆だ。

「燃費を悪くしていってどうするんだ」

「それより、どうぞ」

　リカが皿を渡してくれた。メニューは野菜のスープだ。香か流なれと行動しているときも、こうして生活の補佐をしていたようだ。

「久しぶりの健康的な食事だねえ」

　吹雪ふぶきは嬉うれしそうだ。五人はオープンカーのボンネットに座って食事をした。

「うまいよ、すごい優しい味だ」

「碓氷うすいさんが無事でよかったです」

　隣に座っているリカはにこにこと笑っている。

「君も無事でよかったよ。襲おそってきたゾンビは俺たちがずっと引きつけてた」

「私たちは色々な自治体を回ってここに来たんです。ハンターたちに有名な自治体があるから、そこに向かってて」

「偶然だな、そこに行くのか？」

　碓氷うすいはちらりと香か流なれを見たが、彼女は小さく溜ため息いきを吐いた。

「そこに行くようなことを言ってたんで、もしかしたらまた会えるかなって思ったんです」

「そっか、俺って人気者だな。女の子にもゾンビにも追いかけられる」

　リカが恥ずかしそうに頭をかいている。彼女の顔を見て「守ってやる」などと言ったことを思い出した。彼女を説得しあのタワーマンションから降ろしたのは自分なのだ。

「そこはゾンビハンターにとって天国って噂うわさだ。四人もハンターがいればしばらく暮らしていける資金が稼げる」

「……四人？」

　香か流なれが首を傾かしげている。

「俺のバイクを交換してこの車になったんだろ。だったら半分は俺のものだ。そしてその自治体に行くにはこの車が必要だ」

「でも、もうガソリンが切れかけています」

　リカが車のメーターを指さす。

「いや、乗り物やガソリンよりも重要なのは保存の効く食料なんだ」

　ハンターは携行食の量で、どこの自治体に移動するかの計画を立てるのだ。

「確かに、持ってきた野菜は傷んじゃいました」

「このさい贅ぜい沢たくを言わずに、どんな保存食でもいいから補給したいんだよな」

　できなければ旅を終えるか、盗賊団に転職することになる。

「贅ぜい沢たくな保存食とかあるんですか？」

　リカが興味を持ったようだ。

「ハンターに協賛してくれる企業があって、東京近郊ではハンターに無償で提供されるんだ。他の自治体にも送られてて、そこでもできるだけ協賛企業のを買うようにしているな」

「そうそう、カロリーメイトとかカップヌードルのパッケージを見ると、まだ文明が残ってるって安心するし美お味いしいしね」と、吹雪ふぶきが相づちを打つ。

「無償で提供してくれたりするんですね」

「その代り宣伝する約束なんだよ。ほら、ＣＭとかなくなった世界だからさあ」

「宣伝、ですか？」

　吹雪ふぶきは黄色いパッケージを胸の前で持ち「ゾンビとたたかう、すべての人へ」と、にこりとポーズを決めてみせた。

「おい、まだ残ってたのかよ」

　碓氷うすいは吹雪ふぶきのブロッククッキーに手を伸ばす。

「これはＣＭ用でしょ！　やめてよ、意地悪しないでよお！」

「ふざけんなよ、隠してやがって！」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきが喧けん嘩かを始め、「やめてください」と、リカがおろおろする。碓氷うすいと吹雪ふぶきは揉もみ合あいになりながらぴたりと動きを止め、二人で黄色いパッケージを握ってリカを向く。

「人間関係にバランス、栄養食」

「……あー、それもコマーシャルのうちでしたか」

　リカはほっとしつつも悔しそうだった。

「そういえば香か流なれさんもよく食べてますよね、それ。宣伝はしてませんでしたけど」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは愕がく然ぜんとした。

「してないのか？　ハンターを助けてくれる企業への恩返しだろ」

「そうだよ、私たちハンターがやるしかないんだよ。お気に入りフレーズがあるでしょ」

　吹雪ふぶきがパッケージを香か流なれに押しつけたが、彼女はそれを手に沈黙してる。

「あの、そういうのも私がやるので、無理に香か流なれさんに……」

　慌てるリカの横で、香か流なれは黄色いパッケージを持って首を傾かしげる。

「そこは持っとかな──」

「ゾンビだ！」

　碓氷うすいはボンネットの上で叫んだ。道路にゾンビの集団が出現した。もう追いつかれてしまった。ボンネットから飛び降りた渋しぶ谷やが、荷物を後部座席に乱暴に投げ込む。

「待て、先にリカだ」

　碓氷うすいはリカを抱きかかえると助手席に座らせる。

「そんなの握ってないで早くキーを」

　ブロッククッキーを握ったままの香か流なれを運転席へと押す。

「落ち着けよ、落ち着いてキーを回せ」

　このオープンカーは外車であり、エンジンがかからないフラグが発生している。トヨタだったらそんな心配をせずにすむのに……。

　──エンジンがかかった。

「食事は？　せっかくリカちゃんが作ってくれたのに」

「あきらめるしかない。ごめん！」

　悔しがる吹雪ふぶきに碓氷うすいは首を振る。ほとんど食べてなかったが捨てていくしかない。食べかけのスープを捨てて食器をまとめてから車に飛び乗る。

　ゾンビは人間の食事を待ってくれはしない。それは残酷なこの世界のルールだ。人間たちはカロリーを摂取せねばならないハンデを抱えてゾンビと戦う。たとえ食べる時間がなくとも逃げ続けねばらならない。そんな朝にカロリーメイト。
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　五人は海岸に移動していた。

「いけそうか？」

　碓氷うすいの横では渋しぶ谷やがボートの整備をしている。この近辺に海辺で魚を釣って暮らす小さな自治体がある。そんな彼らが持っているエンジン付きのボートとオープンカーを交換したのだ。小さな自治体まではガソリンが回ってこず、船は大量に余っている。

　五年前の崩壊時、島は海に囲まれた清潔な場所と考えられた。が、それは間違っていた。海があっても避難民と汚けがれた血は流入し、島は逃げ場のない密室に豹ひよう変へんする。

　日本の島々は、そんな汚染と崩壊そして再生と独自の変化を遂げていた。

「おい渋しぶ谷や、もう来たぞ」

　振り返った碓氷うすいは顔をしかめる。自分たちを追ってきたゾンビたちの群れだ。碓氷うすいたちを逃がす気はないらしい。

「よし、エンジンがかかった」

　渋しぶ谷やが声を上げる。ボートのエンジンが無事に作動していた。

「乗って」

　碓氷うすいはリカを抱え上げてボートに座らせる。香か流なれと吹雪ふぶきが乗り込んだのを確認してから、ボートを押して自らも乗り込む。

「なんかこのシーン見たことがあります」

　海風を受けながらリカが言う。

「ゾンビに追われて船で逃げるんです。そんな映画……」

「犬を連れていた？　だったら、そのゾンビ映画はバッドエンドなんだよな」

　振り返るとゾンビの群れが海岸線を歩いている。さすがに泳ぐことはできないのだ。

「でも、なんであんなにしつこく私たちを追ってきたのかなあ」

　吹雪ふぶきは波間に手を突っ込んでいる。

「復ふく讐しゆうなのかもな。仲間を殺されたからって」

「そんな感情があるわけないじゃん」

　そうだろうか。本当に末期のゾンビに感情はないのか。しかしそれを確かめる術すべはない。

「あ、島が見えた。あそこだよリカちゃん」

　吹雪ふぶきが島を指さしはしゃいでいる。とにかく次の街だ。あの街はどうなっていて、どんなゾンビがいるのか……。

「安全な場所だといいな」

　碓氷うすいは思う。リカが暮らしていけるような街があればそこでお別れだ。汚染と隣り合わせのハンターといつまでも一緒に行動させるわけにはいかない。

　島の桟橋が見えた。

　船影に気づいたのか、すでに数人の男が立っている。

「落ち着いて、普通にしていれば大丈夫だから」

　いくら経験を重ねても街に入る瞬間は緊張する。ハンターは街の移動を許可されているとはいえ、街にとっては汚けがれた血を運ぶ存在なのだ。ほとんどの街はハンターをゾンビと同等に見なしている。

　が、今回の街は違った。桟橋の男たちは一様に笑顔を浮かべている。

「よく来てくれた！」

「俺たちはハンターです！」碓氷うすいは桟橋にロープを投げる。「日本のゾンビ対策における規則として、三日間の──」

「なんでもいいよ。俺たちはハンターでも避難民でも受け入れている」

　ボートが桟橋に引き寄せられた。避難民の受け入れと聞いて、さすがに香か流なれも表情を変えた。島に避難民を受け入れ続ければあっという間に崩壊する。

「避難民を受け入れれば、東京から補助が受け取れるからじゃない？」

「でも、リスクが大きすぎだろ」

　碓氷うすいと吹雪ふぶきは小声で会話しながら桟橋に飛び乗った。

　五人は桟橋に降りて島へと向かう。崩壊前は東京からの観光客であふれていた場所だった。

　その後血液検査を終えてから正式に入島を果たした。与えられた部屋はシンプルだが清潔で五人は安あん堵どする。

　碓氷うすいと渋しぶ谷やは三人を部屋に待たせ、宿泊所の受付でトレードを試みる。この自治体のルールでは、ハンターは部屋と水は与えられるが食料は別だった。ただし碓氷うすいたちは貴金属などを持っていたので問題はない──はずだった。

「……で、これしか手に入らなかった」

　碓氷うすいはテーブルに缶詰を三つ置いた。

「えー、これだけなの？　私たちの隠し財産を使って？」

　吹雪ふぶきが驚いている。今後も旅を続けるには携行食が必須だった。これだけの缶詰では旅の行き詰まりから脱却できない。

「その場で食べる食料とか安かったけどな。ていうか貴金属類のレートが異様に低い」

　渋しぶ谷やも首をすくめてベッドに座り込んだ。

「私たちも保存できる食品はほとんどないんですよね」

　リカの表情も暗い。そもそもここはハンターの楽園との呼び声が高い場所だった。それなのにこの実態はなんなのか。

「それほどこの島は安全ではないかも」

　窓の外を眺める香か流なれが呟つぶやいた。確かに島といっても住人たちが暮らすエリアはほんの一部だった。フェンスとバリケードで区切られた大半のエリアはゾンビがいる危険エリアとなっている。つまり島はすでにゾンビによって汚染されていた。

「街に出てみよう。この島の秘密を探る必要がある」
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　街の中心部のカフェに入って、五人は驚きよう愕がくした。

　そこでは乱痴気騒ぎが起こっている。昼間から酒を飲んでいる男たち、さらに料理などを運ぶウエイトレスの姿もある。

　エプロン姿のウエイトレスに促され席についたものの落ち着かない。この世界でこれほどまでに活気のある場所はあっただろうか。

「とりあえず注文を……」

　碓氷うすいはメニュー表を手に取ったが、見慣れない貨幣単位が使われている。

「日本円は使えないのかな。ここって一応都内じゃん？」

　吹雪ふぶきがピンクのがま口財布を取り出す。

「……ここでは別の貨幣が流通しているようです」

　テーブルにビールの缶が置かれた。顔を上げると、そこにはスーツ姿の女性が立っていた。

「あ、前に公園で会ったよね」

　吹雪ふぶきが女性に気づいたようだ。確かゾンビ対策委員会の人間だ。

「はい。自治体を周まわるのが仕事なので今回はここに」

　彼女は山やま岸ぎし夕ゆう花かと書かれた名刺を差し出し、少しだけ嬉うれしそうに碓氷うすいたち、さらに香か流なれにも視線を向ける。公園で会った如月きさらぎたちがいないことには触れなかった。

「この島の状況は？」香か流なれが質問した。

「危険な状況ですね。この島の敷しき地ちは広いのですが、住居エリアは約十分の一。その他はゾンビの危険エリアです。つまり島全体が汚染されるのは時間の問題です」

　やはり対策委員会の目から見ても危ういようだ。

「ただし物資は豊富です。避難民の受け入れをしているため東京からの援助があります。さらに周辺の島で生産された食料や酒が流入しておりこの様子です」

　南国風のカフェの店内は音楽もかかっている。この場所だけ崩壊前だ。

「島と島の移動には人力の他にエタノール船などを使っています。海でゾンビに遭遇することはなく、島同士の流通は順調なのです」

　碓氷うすいたちは彼女の説明を聞かずにビールの取り合いをしていた。久しぶりの冷たいアルコールだった。炭酸の刺激と麦の香りが全身に広がっていく。

「日本円が使えないようですがどうしているんですか？　碓氷うすいさんたちが貴金属でトレードをしていましたが、レートは低いようでした」

　ビールではしゃぐ碓氷うすいたちを横目に、リカが冷静に質問している。

「この島で最も価値があるものは──これです」

　夕ゆう花かが手を開くとテーブルに何かが転がった。ビールを争っていた碓氷うすいが手に取ってみると、それは銀色のコインだった。花の模様が描かれているが椿つばきだろうか。

「この自治体は、理由は不明ですがこのコインを集めています。このコインを持ち込むと、この島の独自通貨と換金できるのです」

　コインの素材は銀でもプラチナでもない。このコインにどんな価値があるのだろうか。

「すごいレート」

　換金レートを見て吹雪ふぶきが声を上げる。このコイン一枚で五人が豪遊できる。

「つまりこのコインを中心に独自の経済ができているということか」

　だから外部の貴金属のレートは低いのだ。

「すげえぜ。確かにこの島で挽ばん回かいできる」

　渋しぶ谷やもうなずく。ゾンビに襲おそわれ行き詰まった旅を持ち直すチャンスだった。だが、そう簡単な話ではないと碓氷うすいは察していた。

「このコインにどんな価値があるかは知らない。だけど一つだけわかっていることがある。コインは危険エリアに散らばっている」

「その通りです」

　夕ゆう花かがうなずく。つまりこの島の大半を占める危険エリアに入らねばコインは手に入らない。この島で暮らすためにはリスクを冒す覚悟が必要だ。

「このコインはゾンビが持っていることもあれば無防備に転がっていることもあるようです。ハンターでなくとも手に入れることができます。この島の避難民はコインを集めて暮らしているようですよ。そして財産を築けば出ていくことも自由です」

　ずっとそんな生活が成り立っているということは、コインはそれほど大量に散らばっているということだ。

「そしてうまくやればあのように──」

　彼女が指さす方向を見る。中央のテーブルを見て碓氷うすいは眉根を寄せる。全身真っ黒のコスチュームの二人組の男は有名なゾンビハンターだった。彼は女性たちをはべらせながらビールを飲んでいた。コインを集めて豪遊している姿がそこにある。

「この島ではハンターは尊敬を集めています。コイン集めの邪魔となるゾンビを倒してくれるのですから」

　尊敬されるハンター。今までそんな場所はどこにもなかった。

　たとえ危険だとしても、ここはハンターが正当に評価される場所だ。ゾンビを倒して嫌けん悪おの視線を向けられていた場所とは違う。

　──ゾンビを駆逐してやる。
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　危険エリアは大きく分けて三つ。廃はい墟きよエリアと山間エリアと海岸エリア。

　それらのエリアに入ると仮定してどんな装備がいいのだろうか……。

「結局使い慣れた武器しかないんだよな」

　碓氷うすいはバールを手に取っていた。

「討伐じゃなくて探索だからなあ、軽いほうがいいだろ」

　渋しぶ谷やは旅の途中で拾った鉄パイプを持っている。とりあえずこの二人で探索に行くことになった。まだこの島が本当に安全かわからないので、リカの元には吹雪ふぶきを残した。

　危険エリアへのフェンスに向かうと、そこには数人の人間が待っていた。

「ん？」

　碓氷うすいが首を傾かしげていると、男たちが話しかけてくる。

「あんたらハンターだろ。俺たちも一緒に行くよ」

　彼らは妙な機械を持っている。

「金属探知機だ。あれでコインを探すんだろ」渋しぶ谷やが耳打ちする。

「あんたらの邪魔はしないし、コインが見つかれば護衛料も払うからさ」

　彼らはこの島に逃げ込んできた避難民なのだ。そしてこの島でコインを集めて生活している。暮らし続けるためにコインを集めねばならないのだ。

「どうする？」

「連れていってやろう」

　碓氷うすいはうなずいた。この島にしばらく滞在するのに悪い噂うわさを流してはいけない。彼らはハンターの碓氷うすいたちを護衛に利用するつもりだが、それほど悪い気分ではなかった。こうして直接頼られるのは珍しいことだ。

「いいだろう。俺たちはまだこの島を知らないから案内してほしい。でも、ゾンビが出たら俺たちの指示に従うこと」

　ついてくる人間は若い男性が五人だった。さすがに女性は来ないのだろうか。島は珍しく女性の姿が多かったが、彼女たちはどうやって暮らしているのか。

「どうぞ」

　自治体の公務員によってフェンスが開けられる。その後ろには夕ゆう花かの姿もあった。情報収集もゾンビ対策委員会としての仕事なのだろう。

　碓氷うすいたちはフェンスの向こう側に移動した。振り向くと、フェンス越しに心配げな夕ゆう花かの姿が見えた。

「今日は一杯おごっちゃいますよ」

　渋しぶ谷やが夕ゆう花かにウインクをした。

「人間のままだったらお願いします」

　フェンスが閉まり、碓氷うすいたち七人は危険エリアに向き直った。荒れたアスファルトの道路が延びているがゾンビの姿はない。

「この辺にコインはないから移動しよう」

　五人は碓氷うすいにそう言ってすたすたと歩いていく。探索は手慣れているようだ。

　廃棄された島は荒れていた。海風が当たった建物の傷みは激しい。

　まず七人は海岸へと出る。しばらくここで探すことに決めたようだ。碓氷うすいたちはそんな間、周辺の警戒をする。

「こんな場所にコインが落ちてるのか？」

　渋しぶ谷やは砂浜を探す五人を疑わしげに見ている。彼らは金属探知機を利用してコインを探している。だが、出てくるのは空き缶などの屑くず鉄てつばかりだ。それでも屑くず鉄てつも引き取ってくれるらしく、彼らは袋に入れていた。

「確かに魚でも釣ったほうが効率がいいよな」

　しばらく探したが、やはりコインは見つからないようだ。五人は諦め別の場所へと移動する。海岸沿いの道路を歩き住居エリアへと入った。家の木材は腐り鉄は錆さびている。たった五年で人間の暮らしていた形跡が消えかけている。

「あったぞ！」

　地面をスコップで掘っていた男が声を上げる。コインが見つかったようだ。さらに別の場所でも声が聞こえた。

「意外に簡単に見つかるな」

　碓氷うすいは首を傾かしげた。この程度の場所なら他の探索者も来ているはずだ。と、横にある錆さびた自動販売機に目を向けた。赤茶色に錆さびてどこのメーカーだかもわからない。何気なくお釣りの取り出し口に手を入れる。

「……あった」

　それは夕ゆう花かに見せてもらったのと同じマークが入ったコインだった。

「こんなに簡単に見つかるのかよ。倒したゾンビの金歯を奪う生活より断然に健全じゃんか」

「……盗賊団はそんなことをしてたのかよ」

　渋しぶ谷やも興奮している。コイン探しがこれほど容易たやすければ、この島は確かにハンターにとって天国だ。この島には三日の滞在期限もない。しばらくここで暮らせば大金が手に入る。いや、ずっとここで暮らすことだって……。

　悲鳴に我に返った。急いで武器を構えるとやっぱりいた。ゾンビだった。

「下がれ、下がって！」

　碓氷うすいはバールを持って叫ぶ。能天気にコイン探しをしているうちに囲まれていた。

「早く逃げろ！」

　渋しぶ谷やが鉄パイプでゾンビの足を打って転ばせる。その隙に碓氷うすいがバールで頭を潰した。

　逃走経路ができて五人が逃げていく。

「渋しぶ谷や、フォローしてやれ」

　碓氷うすいは追ってくるゾンビたちにバールを振り回す。まるで人間をコインで油断させてから襲おそってきたかのようだ。

「こっちだ！」

　碓氷うすいは石を投げつけながら、渋しぶ谷やたちと別方向に逃げる。ゾンビたちは碓氷うすいに目標を定めて追ってくる。それほど腐っていないが走るタイプではない。──だが多い。

　瓦が礫れきの山を駆け抜け道路に出る。背後を見るとゾンビの集団が確認できた。その数はざっと三十体ほど。こんな数を相手にできるわけがなかった。

　道路を走って絶望する。今度は前からもゾンビだ。

　碓氷うすいはしばし迷い、錆さびたガードレールを飛び越え海へとダイブした。




　　　　　　　　　　＊




「いらっしゃいませえ」

　カフェの扉を開けて碓氷うすいは呆ぼう然ぜんとした。出迎えてくれたのはエプロン姿のリカだった。

「おかえりなさい。どうしたんですか？」

　リカはトレイに載せたビールを運んでいるところだった。

「ちょっと海水浴に。で、リカは何やってんの？」

「カフェのお手伝いですよ。どうぞ座ってください」

　リカに誘導され碓氷うすいはぐったりと椅子に座り込んだ。あれから碓氷うすいは海を泳いで戻り、桟橋から再び入島をし直すことになった。

「御注文は？」

　無愛想な声に顔を上げると、リカと同じくフリル付きエプロン姿の香か流なれが立っていた。

「何やってんの？」

　碓氷うすいは真顔で聞いた。

「仕事よ。ここではウエイトレスが足りないようだから」

　見ると、カフェの奥では吹雪ふぶきも接客を行っていた。さらに奥のテーブルではビールを飲んで騒いでいるグループがあり、それは先ほどまで一緒にいた五人と渋しぶ谷やだった。

「あの野郎、馴な染じみやがって」

　手に入れたコインで早速豪遊しているのだ。

「まあいい。これで俺にも料理を。一杯おごってやってもいいぞ」

　碓氷うすいはテーブルにコインを転がした。香か流なれはコインを手に取りマークを確認している。

「これって一番価値の低いコインね。五段階あって一番下」

「そんなルールがあるのかよ。……だがそれでも仕事をして稼いだ金だ。お前がのんきにアルバイトをやっているうちに俺は戦った」

「このコイン、私の時給の半分ぐらいだけどね」

　碓氷うすいはぐっと唇を嚙かみながらタオルで髪を拭いた。海に飛び込んだときに頭を打ったのか血がついている。

「……接客業だろ、少しは笑ったらどうだ」

「あはは、惨みじめな格好」

　香か流なれは碓氷うすいを指さして笑った。

「もういい」

　碓氷うすいはぐったりとテーブルに突っ伏した。体が異様に重かった。

　確かにコインは簡単に見つかる。だがあまりにリスキーだ。この島には多くの動けるゾンビが存在するからだ。やはりこの世界に楽園はない。ゾンビがいる限り感染はすぐそばにある。

「どうぞ」

　戻ってきたリカが、テーブルに瓶のコーラと山盛りのナポリタンを置いた。

「おごりますよ。私も時給を貰もらってますから」

　リカをまじまじと見つめた。こんな少女に世話になっていいのかと、少しだけ情けなくなりつつも腹の虫が鳴った。

「性的なこととか強要されてない？」

「はい？」

「いや、この仕事は自らの意思でやってるの？」

「そうですよ。皆さんのお世話になってばかりじゃ悪いからって。すごい時給がよくって、コインを探すよりも効率がいいんですよね」

「そっか、じゃあ素直におごってもらう」

　碓氷うすいはナポリタンを一気にかっ込んだ。安っぽいトマトソースが異様に美う味まい。パスタに絡からまっているソーセージは、嚙かむと口の中で油が弾はじけ飛とぶ。コーラはしっかり冷えており、疲労した体に染しみ込こんでいった。

「ああ、すっげえうまい。不健康そうなチープな味がやっぱり最高だ！」

「ふーん、ここまで美お味いしそうに食べられると、ちょっと複雑な気分です」

「あ、いや、リカが作ってくれた野菜スープのほうが健康的でうまかったよ」

　碓氷うすいはむくれるリカに言い訳しながら食事を続け、やっと一息ついた。

　カフェの店内は、ランプのやわらかな明かりで満たされている。避難民はリスクを冒してコインを集め街で散在する。そうすることで経済が回り、女性や子供も安全な仕事にありつけるという優しいシステムがここにはある。

　カフェの店内にピアノの音が響いている。視線を向けると、白いドレス姿の女性がしなやかな手つきで鍵盤を撫なでていた。

　女性を見てどきりとした。碓氷うすいたちと同じ年代だろうが、妙に透明感のある表情をしている。このような島でピアノを弾いている姿は、まるで一枚の絵のようだ。

　店内の男性のほとんどが彼女を凝視していた。その視線は下品なものではなく崇拝のような感情に見える。

「あの人は誰？」碓氷うすいはリカに聞いた。

「この島のピアニストでアイドルのようですね。男性の方は、皆さん姫と呼んでファンクラブまであるようですよ」

　この街の男たちのガス抜きのようなものだろう。街には風俗店のようなものもあったが、それとは別に思い焦がれる象徴的な女性も必要なのだ。

「ウエイトレスよりも時給が高いんですよ、きっと」

　リカは休憩と称して隣の席に座っている。

「じゃあリカもファンクラブでも作るか？」

「えー、どうしようかなあ」

「俺がファン一号になってあげるよ」

「とっくに私のファンだと思いましたけど。まあ、私もあと五年もすれば……」

　五年経たって姉に似ていくのは複雑な気分だった。

「俺は今のリカのままでいてほしいけどな」

　リカは顔を赤らめて「ちょっとキモいです」と横を向いた。

　ピアノの演奏は次第に物悲しいメロディに変化し彼女が歌い始める。そんな演奏はカフェの男たちのすべての視線を集めている。

「恋人がゾンビに殺されたのだと彼女は言っていました。だから、この島から離れることができないって」

　彼女は悲しみを背負ってこの街で暮らしている。男たちは彼女のために戦い、そして彼女は戦う男たちのために歌っている。目の前のシーンはとても美しいものなのだ。そして戦う人間のために歌ってくれる人がいるだけで、ここはハンターにとって天国だ……。

「ゾンビがいなければって、いつも悲しい顔をしています」

　ゾンビさえいなければこの島は楽園だ。感染者も出る恐れもなくコインが集められ、平和な暮らしが訪れる。コイン探しの労力を島の復興に注げるのだ。

　そうだ、この島にゾンビがいなければ……。
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　次の日の夕方の街は騒然としていた。

　ゾンビ討伐の事実が採掘者を通じて伝わったからだ。積極的にゾンビ討伐をするハンターが出現したという噂うわさでカフェは持ちきりだった。

　血液検査と消毒を終えてカフェに入ると、碓氷うすいたちは歓声で迎えられた。吹雪ふぶきと渋しぶ谷やとテーブルに座ると採掘者たちが寄ってくる。

「ゾンビを倒したんだってな」

　三人でゾンビ討伐を敢行したのだった。海岸沿いの道路にトラップを張り、ゾンビを呼び込んで各個撃破を繰り返した。今日だけで十体以上のゾンビを倒したはずだ。

「ゾンビがいなくなれば探索がやりやすくなるよ」

　テーブル周辺は騒がしい。

「今までゾンビを倒すっていう発想がなかったのね」

　討伐に参加した吹雪ふぶきが首を傾かしげている。ウエイトレスバイトで満足していた彼女を、強引にゾンビ討伐に参加させたのだ。

「そりゃあ危険なだけでリターンがないからだろ」

　渋しぶ谷やはうんざりとしていた。彼はゾンビ討伐でなくコインを探したかったようだ。

「今日は俺たちが奢おごってやるって」

　反して周囲の採掘者たちははしゃいでいる。碓氷うすいたちがゾンビを引きつけている隙にコインを探すことができたらしい。そんな彼らを見て碓氷うすいは笑う。

「俺たちの行動は正義だ。ゾンビを倒せば彼らの感染リスクは低くなる。そしてゾンビを倒すことができるのは俺たちハンターしかいない」

「うーん、ウエイトレスのほうが時給がいいし、ちやほやされるんだけどなあ。メイド喫茶でアルバイトして、お帰りなさいませーとか言うのが私の夢だったし」

「俺たちの目的は人助けじゃなくて、旅の資金を稼ぐことだろ」

　吹雪ふぶきと渋しぶ谷やのテンションは低かった。

「……でも、私は尊敬しますよ」

　飲み物を運んできたウエイトレスのリカが微笑ほほえむ。

「住人をこんなに笑顔にしてくれました。今日はお皿も足りないって店長が言ってました」

「さっきからこのカフェの飼い犬が、俺の料理をじっと見つめてると思ったけどそれか」

　カフェは昨日よりも熱気に満ちている。そんな雰囲気を見て満足感を得ると同時に、疑問も湧き上がった。今まで積極的にゾンビを狩ったハンターはこの島に来なかったのだろうか。まずゾンビを掃討してからコイン探しという発想に至らなかったというのか。

　だが思いなおす。正義感があり利他的な行動を取るハンターほど寿命が短い。他人のためにゾンビを倒す、などという思考は破滅への最短距離だ。

　それでも、もしもこの島が楽園に変貌するのならば……。

「……にしても、あいつは接客業に向いてないな」

　カフェの壁かべ際ぎわで香か流なれがぼんやりと突っ立っている。整った顔つきから最初はカフェの客にちやほやとされていたが、不ぶ愛あい想そな性格が知れ渡ったのか暇そうだ。慣れない接客などをするのならば、ゾンビ討伐にでも繰りだせばいいのだが。

「まあいいさ。俺たちだけでやろう」

「えー明日も？　討伐でお金が入るわけじゃないのにい」

　吹雪ふぶきがぶつぶつ言っていると、ふっとカフェの喧けん騒そうが少しだけ収まった。見ると、こちらのテーブルに誰かが歩いてくる。真っ白なワンピースの彼女は、カフェでピアノを弾いているあの彼女だった。

「ゾンビを倒してくれてありがとうございます」

　彼女の微笑ほほえみはとても整っていた。

「私はピアノを弾きながら、この島からゾンビを消してくれる人を待っていたのかもしれない。きっとあなたは島の救世主です……」

　碓氷うすいと渋しぶ谷やは彼女を前に胸を高鳴らせた。それほどに色気のある表情だった。

「もう」

　そっぽを向いてリカがテーブルから離れていく。

　慌ててリカを呼び止めながら碓氷うすいは気づいた。こちらに向けられる尖とがった視線があった。それは奥のテーブルからだ。

　女性たちをはべらせる男性が二人。碓氷うすいと同じハンターの二人組だ。







　次の日からゾンビ討伐は加速していった。

　碓氷うすいたちだけではなく、もう一組のハンターもゾンビ狩りに参加したからだ。彼らは碓氷うすいたちと競い合うようにゾンビを殺していった。

　そしてその隙にコインを集める採掘者たち。一気に大量の金が流入し街は沸いた。

「なかなかいいペースですよ」

　ゾンビ対策委員会の夕ゆう花かが討伐したゾンビの残骸を確認している。彼女も碓氷うすいたちに随行して危険地帯に出てきており情報収集をしていた。

「この島のゾンビはＡ５型ですね。わかりやすく言うと、感染速度は早めで動きが遅いタイプです。それほどに攻撃的でもありません」

「ただ、同じトラップが通用しないんだよな。やっぱり知能がないように見えて、なんらかの方法で交信しているのかも」

　道路に張ったワイヤーにひっかけて転ばし、頭を潰すという作戦を取っていたが、徐々にトラップに引っ掛かるゾンビは減っていった。

「まあ、そんな積極的にいく必要はないだろ」

　渋しぶ谷やは倒したゾンビの写真を取っている。

「今日はこれくらいにしようよ」

　吹雪ふぶきが言ったので、夕ゆう花かを含めた四人は街へと戻る。

　カフェに行くとピアニストの彼女が寄ってきた。今日の討伐数の報告を聞くと、嬉うれしそうに笑いつつも少しだけ表情を曇らせる。

「どうしたの？」

「いえ、あんまり危険なことをしてもらいたくなくて」

「大丈夫だよ。俺たちはハンターだから」

　碓氷うすいは彼女からビールを受け取り微笑ほほえみ返かえす。こうして存在をありがたがられるのも、身を案じてもらうのも久しぶりだった。この島の人々はハンターを正当に評価してくれている。

「あの、よかったら私の部屋に来ませんか？」

　彼女が碓氷うすいにそっと耳打ちした。

「……いや、それは遠慮しておくよ」

　碓氷うすいはしばし迷った後に断った。少し離れた場所でリカが睨にらんでいたからだ。

「振られちゃいました」

　彼女はくすっと笑ってテーブルから離れていった。

　しばらくしてカフェにピアノが流れた。その曲を聞きながらすべてはうまくいっていると碓氷うすいは思った。

　しかし、次の日から少しだけ歯車がずれ始めていった。







　──次の日のカフェ。ピアニストの彼女は別のテーブルにいた。

　もう一組いるハンターのテーブルだった。

「カフェの景気はどう？」

「おかげさまで上々かな。でも無理しないで」

　楽しげな会話がここまで聞こえてくる。

　彼らの討伐数が碓氷うすいたちを上回ったのだ。彼らはトラップを利用した待ち伏せでなく、リスクを冒してゾンビを狩りにいったその結果だった。

「俺たちも積極的にやるべきじゃないか？」

　碓氷うすいはにぎやかな彼らのテーブルを横目に言った。

「いや、このままでいいだろ」

「せっかくあっちが狩ってくれてるんだから、まかせればいいじゃんねえ」

　渋しぶ谷やと吹雪ふぶきは消極的だ。渋しぶ谷やはゾンビ討伐よりコイン探しに興味を持ち、吹雪ふぶきはウエイトレスをやりたいらしい。

「今日はこっちのテーブルは寂しくて残念ですね」

　リカが皮肉と一緒にビールを運んできた。

「いや、俺はリカがいてくれればいいよ」

　碓氷うすいはリカにチップを渡そうとしたが「いりません」とはねつけられた。ピアニストの彼女にへらへらしていたのが好感度を下げた理由らしい。

「なんか、碓氷うすい君の目的が変わっている感じなんだよねえ」

「ちやほやされるために頑張るのは違うよなあ」

「そうですよ」

　リカは碓氷うすいを無視して、吹雪ふぶきと渋しぶ谷やのコップにビールを注いでいる。街の人間の高評価に対し、仲間内の評価は下がってしまった。自分はこの島と住民のために行動しているはずなのに……。気づくと碓氷うすいは空っぽのコップを握ったままぽつんと座っていた。

　顔を上げると、壁かべ際ぎわに立つ香か流なれと目が合ってしまった。

「……なあ」

　碓氷うすいは仕方なく香か流なれを呼んだ。

「なに？」

「ビールを注いで」

「なんで？」

「いや、そういう仕事じゃん。お前ってスマイルが品切れしたマックの店員みたいだな」

　香か流なれは床に寝転ぶ犬に餌を放り投げ始めた。まったく仕事をする気がない。

「俺は街のために戦ってきた。そんなハンター様の疲れを癒やすのが仕事だろうが」

「……なんか悪役みたいです。普通あんなこと言いませんよね」

「碓氷うすい君は言うんだよ」

　リカと吹雪ふぶきがひそひそと話す横で、碓氷うすいはテーブルにコインを放り投げた。

「ほら、金はある」

　香か流なれはテーブルに転がるコインをポケットに入れた。金は平然と受け取ることに碓氷うすいは少なからず驚いた。さらにコインを置くと香か流なれが手を伸ばす。

「……で、ビールは？　俺が正義のために命をかけてゾンビと戦ったように、今のお前は接客という仕事に純真に向かい合うべきだろ。演技でもいいから接客するべきじゃないのか」

　香か流なれは冷たい表情でビール瓶を持っている。まるでビール瓶が鈍器のようだ。彼女の鋭利な視線に少しばかり恐怖したがここは引き下がれなかった。碓氷うすいと香か流なれは視線を合わせたまま向かい合った。

　コップを持ったまま固まる碓氷うすいと、ビール瓶を握りしめる香か流なれを中心にピリピリとした空気が流れ、そんな異様な雰囲気を察知した周囲がざわつく。さすがにリカと吹雪ふぶきも困惑した様子で顔を見合わせている。

　香か流なれがビール瓶を持ちあげた。腰を浮かせかけたがここで逃げたら負けだ。たとえ瓶で殴られようとも動いてはいけない。

　碓氷うすいがコップを持ったまま待っていると、香か流なれがビールを一センチほど注いだ。

「優しい言葉が添えられていたらさらに気分がいいのに」

「そのチキン食べないほうがいいわ。さっき私が床に落としたやつだから」

「赤い服が似合うね」

「よく言われる」

「やっぱりカープ女子なの？」

「スワローズ」

「もう少しチップあげるね」

「ありがとう」

「カフェの景気はどう？」

「上々」

　上うわっ面つらの会話をする二人の横で、吹雪ふぶきとリカはほっと溜ため息いきを吐いた。

「二人とも大人だねえ」

「あれが大人なのなら、私は子供のままでいいです」
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　その次の日、碓氷うすいは一人で危険エリアに入っていた。

　渋しぶ谷やと吹雪ふぶきに協力を呼びかけたが反対されたので、彼らに黙ってゾンビ討伐に出てきていた。

　確かによこしまな考えがなかったわけではない。だが、この行動の大半の目的は純粋にこの島のためだ。ゾンビがいなければこの島から恐怖が消える。今後、日本が再生していくにあたってのモデルケースとなり得るではないか。

　ここは島だ。つまり汚染源を消せばそれ以上増えることはない。崩壊から五年が経たち、血液検査の質も向上している。避難民が来たとしても厳格に対処すれば、清潔な楽園が誕生するはずだ。さらにリカが望むのなら、この島に彼女を残していくのも悪くないと思っていた。汚染と隣り合わせのハンターと一緒にいるよりも、安全なこの島で……。

　つまり、ゾンビが消えればすべて解決する。

　碓氷うすいは山への道を進む。そこは足場も見通しも悪くずっと避けていたエリアだ。しかし、ゾンビを殲せん滅めつするのならば避けてはいけない。さらにしばらく進んで歩みを止める。異臭が漂っている。周囲を見るとやはりゾンビの残骸が散乱していた。

「先を越されたか」

　もう一組のハンターがすでに通ったのだ。現在の彼らは街の女性たちの羨せん望ぼうを集める存在となっていた。ゾンビ狩りに繰りだす彼らは、手作りの弁当なども持たせてもらっているほどだ。ちなみに碓氷うすいにも用意されていたが、リカの視線に気づいて断ってしまった。

　と、碓氷うすいは気配を感じて思考を中断した。

　目の前の茂みが動いている。そのゆったりとした動きは明らかにゾンビだ。集団でいる気配はない。だったらここで倒してやる。

　茂みが大きく揺れる。今にもゾンビが飛びだしてきそうだ。だが、この時点で人間の勝ちだ。動きの遅いゾンビは先に姿を見せた時点で終わりだ。人間に勝つには暗がりから奇き襲しゆうするか、数で圧倒するしかない。

　茂みからゾンビが顔を出しバールを振りかぶる。

「ああっ！」

　碓氷うすいは失敗を悟った。背後に気配があった。前方に気を取られている隙に、背後から襲おそわれたのだ。そして前方のゾンビも襲おそい掛かかってくる。

　このまま攻撃するしかなかった。前方のゾンビの頭を破壊したと同時に振り向く。と、その瞬間に背後のゾンビの頭が吹っ飛んでいた。

　真っ赤な色が目に入った。ゾンビの首を両断したのは香か流なれだった。

　碓氷うすいはぐっと唇を嚙かむ。油断して醜態をさらしたうえに助けられてしまった。恥ずかしさと自分に対する怒りで胸が熱くなる。こんなときは自分はどうすればいいのか……。

　香か流なれは平然とペーパータオルで汚けがれた血を拭きとってから刀を鞘さやにしまっている。

「その日本刀はどこのメーカーなの？」

「ヤマハ」

「へー、ついに日本刀にまで手を出したんだ。崩壊前もバイクや楽器にテニスラケット、間接的に初音ミクまで色んなものを作ってたけど。あとさ、いやー助かったよ、ありがとうな」

　碓氷うすいはへらへらと笑うと、香か流なれの肩をぽんと叩たたいた。

「……あなたの、なんていうかその切り替えの良さは、意外に嫌いじゃないわ」

「不ぶ愛あい想そでパンツ見せて戦うコスプレ異常フェチ女って誤解してたけど、こうやって助けに来てくれたんだな」

「リカに頼まれただけ。あなたが禁忌を犯しているからって」

　ああしてむくれていたのに、実は碓氷うすいの心配をしていてくれたのだ。そして碓氷うすいが教えたことを憶おぼえていた。ゾンビを狩るときはチームを組め、と。

「それにしても、人間の裏をかくとは」

　碓氷うすいはゾンビに向き直る。明らかに今の行動には意思があった。前方のゾンビが碓氷うすいの意識を逸そらしている隙に、背後から忍び寄るといった戦略だ。

「この体を見ると、そこまでの知能は残っていないようだけど」

　香か流なれはゾンビの腐った体を指さす。感染から時間が経たっている。

「個々としての知能がなくとも、集団としてなら？　たとえば蟻ありも集団で考えると極めて理性的な行動を取っている」

　群れの形成から役割分担まで。完全な知能プログラムが存在しているのだ。

「確かに、群れとして考えた場合、そういったものがあるのかもしれないわ」

「この島にあった行動パターンなどが存在して、ゾンビたちはそんな振る舞いを見せているのかもしれない」

　そんなプログラムを授けた存在が何者かはわからない。神なのかもしれないし、それともゾンビを創造した存在なのかもしれない。

「だとしたら、島のすべてを駆逐するのは困難かもな」

　生命──ゾンビも一種の生命と仮定するのならば、目的は生存と種の拡大だ。

「この島にとっても、駆逐が最善なのかしら……」

　香か流なれは何かに気づいて顔を上げた。碓氷うすいも身構える。何か呻うめきのようなものが聞こえた気がする。

　二人は顔を見合わせてから慎重に進む。今度は先ほどのミスはしない。香か流なれが先を進み碓氷うすいが背後を警戒する。しばらく進むと電波塔が見えた。真っ赤に錆さびた電波塔だ。

「……うっ」

　碓氷うすいは目を見開いた。電波塔の根元に二人のハンターがいた。

　彼らは体中から血を垂れ流しながら倒れている。すでにゾンビに嚙かまれた後で、一人は右足の一部を失い、もう一人は肩口から右手を失っていた。意識はあるようで濁った視線を空に向けている。

　香か流なれが歩み寄り刀を振った。彼らに群がっていた三体のゾンビを一瞬で切り捨てた。

「失敗したのか」

　碓氷うすいは周囲を警戒しながら近寄る。

「薬を飲んでる」

　香か流なれが二人を指さす。ゾンビに嚙かまれつつも悲鳴を上げるわけでもない。意識が朦もう朧ろうとしている様子だ。まるで睡眠薬でも飲まされたかのような……。

「いや、飲んだんだな」

　碓氷うすいは彼らの脇に転がっているペットボトルに視線をやった。中に薬を入れられたのかもしれない。しかし誰が、なんのために……。

「上ってみない？」

　香か流なれが電波塔を見上げる。すでに役目を終えた電波塔の内側には梯はし子ごがある。

「先に上っていいよ。周囲を見張ってる」

　だが香か流なれは上らずにこちらを見つめている。

「……あ、そうか。恥ずかしいとかいう感情があるんだな」

　碓氷うすいは香か流なれがスカートなのだと思い出した。

「見ないから大丈夫」

「嚙かまないから大丈夫、と言うゾンビを信用すると思う？」

　碓氷うすいはバールを背負うと電波塔を上った。しばらく上って下を見ると香か流なれもついてきている。

　電波塔の中ほどに足場があったのでそこに出る。二人は並んで立った。

「いい景色だ」

　風が吹いて香か流なれのスカートをはためかせた。ここからだったら島の全景がほぼ見える。ゾンビに汚染された島とは思えないほど美しい場所だ……。

　横を向くと香か流なれと視線が重なった。青い空と海をバックに赤い色が映えている。終末の世界での赤いカラーはなんだか眩まぶしい。

「リカを守ってくれてありがとう」

　紺こん碧ぺきの海を目に映していると、素直にお礼の言葉が出た。恩人であり好きだった人の妹を助けてくれたのはまぎれもなく香か流なれだ。

「どうしても俺は彼女を守りたかった。……そしてこれからも」

　リカのことを考えるあまり、自分は少し焦あせっていたのかもしれない。

「知ってる」

　香か流なれは少しだけ優しい表情になった。

「……今まで、旅は辛くはなかったけど楽しくもなかった。でもね、リカが一緒にいてくれて初めて少しだけ楽しいと思ったの」

　しばらく二人は海を見つめた。

　香か流なれが何かに気づいて指を差した。そこは島の裏側の海岸だった。

「あそこ。……桟橋がある」

　大きな桟橋が見えた。島が提出した地図には載っていない桟橋だった。そして桟橋付近にはコンテナなどが置かれている。今でも稼か働どうしている場所なのだ。

　食糧などではない。あの桟橋に物資を入れても、生活エリアの街までは届かない。ゾンビによって道が封鎖されているからだ。では、なんだ？

　すでに碓氷うすいは気づいていた。街まで運ぶ必要もなく、ゾンビがいても不都合ではないものがある。それをあの場所に運んできたのだ。

　碓氷うすいはこの島の秘密を知った。

「なんか……」

　香か流なれは街エリアを囲むフェンスを見ている。

「人間側がフェンスに囲まれているみたい。まるで檻おりのよう」
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　桟橋で渋しぶ谷やが小型クルーザーを整備している。

　ここで稼いだコインとゾンビ対策委員会の経費を上乗せし、小型ボートとのトレードで手に入れたのだった。

　委員会の夕ゆう花かが次の島に移動するというので一緒に行くことになった。夕ゆう花かの本来の目的はその島の調査らしい。

「過ごしやすかった島だけどお別れだねえ」

「そうだな」

「え、碓氷うすい君は私たちと来るの？　この島で暮らしてもいいんだよ」

　吹雪ふぶきがいたずらっぽく笑っている。

「俺が仲間を見捨てるわけないだろ」

　碓氷うすいが吹雪ふぶきの手をぎゅっと握ると「気持ち悪い」と振り払われた。

　背後を見ると、桟橋には島民が集まっている。いずれもにこやかな表情で碓氷うすいたちを見送りに来てくれたのだ。心から嬉うれしそうな表情だった。

　確かにハンターに取ってこの島は楽園だ。……ただし節度を保てば。

「やはり東京から裏金があるようでした」

　夕ゆう花かがこそっと耳打ちした。彼女にこの街の資金の流れを調べてもらっていた。

「国が絡からんでいるのでどうにもできませんが」

「どうする必要もないよ」

　この島はこれでいいのだ。裏側にあった巨大な桟橋。そこに運ばれた物資は──ゾンビだ。

　東京では処分に困ったゾンビをコンテナに追い込み蓋をする。そのコンテナはこの島に運ばれ対価として資金を受け取るのだ。

　そしてその資金を使って、この島はあのコインを作った。高額で買い取るというあのコインは、希少金属でもなく価値のないものだった。ゲームセンターのメダルのようなものだ。

　そしてコインは島にばらまかれる。ばらまくのを手伝ったのはゾンビだ。ゾンビは獲物がコインを求めると知っており、そんな行動を取った。

　獲物とはもちろん人間だ。島に集まる避難民の採掘者、そしてハンターたち。ハンターはゾンビを殺すが、逆ぎやく襲しゆうされゾンビ化することで島のゾンビの数は保たれる。たまに碓氷うすいのような積極的なハンターが出現し一時的にゾンビが減りはするが、東京からゾンビが運び込まれ続けるのですぐに数は回復する。

　この島は、ゾンビがいるからこそ成り立つ場所なのだ。

　おそらく住人たちはそれを知っている。ゾンビがいなければ捨てられる場所だと。だからこそゾンビが消えることを恐れている。

「用意できたぞ」

　クルーザーのエンジンがかかり、渋しぶ谷やが呼びかける。

　夕ゆう花かを含めた六人がクルーザーに乗り込む。

　クルーザーが岸から離れると、住人たちは一様に悲しげな顔をした。ゾンビを討伐したハンターたちが立ち去ってしまう事実を悲しんでいる。……表向きは。

「別れはセンチになりますね」

　いつの間にか隣にいたリカが、甲板から桟橋に視線を向けている。

　住人たちが手を振っている。そんな彼らにリカも手を振り返す。船が動きだすと桟橋を走る人の姿が見えた。

「あっ、あれは救世主さんじゃないですかね」

　リカがちらりとこちらを見た。桟橋を走っているのはピアニストの彼女だった。彼女は笑顔を浮かべながら手を振っている。

「返事をしてあげればどうです？」

　リカに促され、仕方なく碓氷うすいは手を振り返した。

「短い間に人気が出たのですね。さすが碓氷うすいさんです」

　夕ゆう花かが嫌味だか本心だかわからないセリフを口にする。

「碓氷うすいさんだけ残ってもいいですよ」

　リカが吹雪ふぶきと同じ嫌味を言った。

「そうしたらあの笑顔が消えちゃうよ。俺たちが本当に出ていくのか確認しに来たんだな」

　彼女はゾンビがいるからこそ、自分に価値があると知っている。ゾンビは自分から恋人を奪った憎き存在だが、新しい立場を与えてくれた存在なのだ。ゾンビの島で悲しむ女性。そんな役柄を演じ続けるのだろう。

　ハンターに睡眠薬入りの飲み物と弁当を渡したのも恐らく彼女だ。彼女の誘いに乗って部屋までついていっていたら、碓氷うすいも殺されていた可能性がある。

　彼女の笑顔を守るためには、碓氷うすいたちハンターはほどほどに仕事をして立ち去るべきだ。

「さようなら」

　碓氷うすいは笑顔を浮かべて大きく手を振った。自分の最後の仕事は演じることだ。

　クルーザーが速度を上げる。桟橋の端まで走った彼女が花束を放り投げた。花束は風に散り散りになってから波間に舞い落ちる。

　皆はお互いに姿が見えなくなるまで手を振り続けた。

　碓氷うすいは思った。こんな楽園があってもいいのかもしれない。歪ゆがんだ世界での歪ゆがんだ場所。狂った世界だからこそ、こんな場所が求められる。他のハンターと会ったら楽園だったと彼らに伝えることだろう。

　あの島は確かに終末の世界においての一つの理想形だ。

　狂った世界だからこそ、ゾンビとの共存を楽しめ。
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「あそこが目的の島です」

　夕ゆう花かが窓の外を指さす。青い海に囲まれた緑の島影が見えた。

「すげえ景色だ……」

　碓氷うすいは溜ため息いきを吐いて眼下の景色を眺める。空から見ると世界は美しい。

　碓氷うすいたち五人は、夕ゆう花かと共にヘリコプターに乗っていた。ゾンビ対策委員会の所有物だ。こうして島の状況を調べることも仕事のうちなのだろう。

「文明が崩壊した世界でもヘリコプターは飛ぶんだねえ」

「ガソリンがあるんですね」

　吹雪ふぶきとリカも両手を窓に添えながら景色に目を奪われている。

「海外からの石油の輸入は途切れてはいませんが最低限です。なので現在は藻類バイオマスエネルギーを利用しています。ほとんどが東京で消費されますがね」

　夕ゆう花かが現状を説明する。隣では渋しぶ谷やがヘリコプター操縦マニュアルを読んでおり、少し離れて香か流なれが無言で座っていた。

「もしかして飛行機苦手系女子？」

「……別に」

「なあ、今聞くことじゃないかもしれないけど、香か流なれは美容院でどうしてた？　ああいうところってさ、美容師とおしゃれな会話しなきゃいけないんだろ？」

「本当に今聞かれることじゃないわ」

「漫画じゃないんだから墜落なんかしないって」

　笑いながら香か流なれの背中を叩たたいた碓氷うすいは目を丸くした。

「お前、汗で全身がべっちょべちょじゃねえか」

「君こそはしゃぎすぎだよ。遊びに来たんじゃないんだから」

　吹雪ふぶきがさすがに怒っている。碓氷うすいたちは委員会の夕ゆう花かの護衛としてここにいた。彼女は眼下の島を調べる任務のためハンターを探していたらしい。ハンターの楽園と呼ばれる島にいたのは、ハンターをスカウトするためだったようだ。

「目的の島は、この諸島における中継基地のような場所でした。東京からの物資をひとまずそこに運び込み、後に周辺の島々に分配するといった形です。ですが、ある時からその機能は失われました」

「感染で？」

「二か所ある桟橋はすでにゾンビに占拠されています。ただし生存者もいるようで、一定間隔で信号弾などが打ち上げられています」

「それで対策委員会が救出を決行するのか」

　だが夕ゆう花かは首を振る。

「救出ではなく正確な情報を得ることです。島がどの程度汚染されているか、ゾンビのタイプは、生存者の数は、などです」

「切羽詰まった島民にヘリを奪われたりしたらどうする？」

「まずは話し合いです。私たちはゾンビと違って対話ができますから。そして私たち日本人は、ゾンビの混乱でも秩序を失いませんでした。……それでも準備はしていますけど」

　夕ゆう花かがポーチから拳銃を取り出し微笑ほほえんでみせた。

　ヘリコプターが島を旋回しながら高度を徐々に下げていく。

「下りますか」

　操縦士が夕ゆう花かに聞く。空から見たところ特に変化はない。島の中心にある巨大な建物が倉庫のようだ。東京から運び込まれた物資を一時保管する場所だろう。

「バリケードがあるよ」

　吹雪ふぶきが耳打ちする。倉庫を囲むようにバリケードが築かれている。やはりゾンビ対策だ。まるで檻おりのように倉庫を囲んでいる。

「バリケードが二重になってる」

　香か流なれが窓の外に視線をやっている。確かに木々に隠れて見えないがバリケードがある。倉庫を囲むバリケード、そしてさらに広い範囲を囲む外周のバリケード。つまりバリケードで島に大きなドーナツを描いたようなものだ。

「なんでわざわざ二重にしたんだ？」

「単純に戦線が後退したのかもね」

　汚けがれた血は海からくる。だから島を海を囲むようにバリケードを築いた。だがゾンビの圧力に負けて人間が後退し、現在は倉庫に追い詰められている。

「さすがにここからじゃゾンビの姿は見えないな」

　目を凝らしたが木々しか見えない。

「倉庫の屋上のヘリポートに着陸を」

　夕ゆう花かが決断し、ヘリコプターが高度を下げていく。

　碓氷うすいが何気なく島を眺めていると、視界の端で何かが光った気がした。

　それとほぼ同時だった。轟ごう音おんが響きヘリコプターが衝撃でぐらりと揺れた。吹雪ふぶきが悲鳴を上げてうずくまる。香か流なれはリカを抱きかかえるとその場に伏せた。

　強烈な風が吹き込んでいる。正面の窓ガラスが割れているのを見た。操縦席に突っ伏すように操縦士が倒れていた。

　碓氷うすいは悲鳴を飲み込む。すでにヘリコプターは墜落していた。

　急いで操縦席に入るが何もわからない。なんでこんなにスイッチの類たぐいがあるのだ？　未来の飛行機はすべてＡＩによる自動操縦になると言われているが、この機体は違うのか？　操そう縦じゆう桿かんはどこにある。そもそもヘリコプターに操そう縦じゆう桿かんはあるのか──。

「どけ！」

　レバーを握ったのは渋しぶ谷やだった。そういえば先ほどまで彼はマニュアルを読んでいた。

　碓氷うすいは動かなくなった操縦士を席から引っ張り出す。ヘリコプターがぐらりと傾き、リカが悲鳴を上げた。

「……え？」

　操縦士の体には鉄の杭くいのようなものが突き刺さっていた。操縦席が爆発でもして部品が刺さったのだろうか？　操縦席が爆発したのならもう終わりだ。割れた窓の外を見ると地上がぐんぐん迫ってくる……。

　強烈なＧに碓氷うすいはヘリコプターの床に叩たたきつけられた。地上にぶつかる寸前に渋しぶ谷やが機体を立て直したのだ。

「ぶつかる！」

　吹雪ふぶきが叫ぶ。目前に倉庫が迫っていた。

「伏せてろ！」

　碓氷うすいは操縦士の体を押さえながら床にはいつくばる。同時に激しい衝撃が襲おそった。バリバリと耳をつんざく破壊音が響き、碓氷うすいはヘリコプターの壁にしこたま体を打ちつけた。

「…………」

　恐る恐る顔を上げる。操縦席では渋しぶ谷やが息を乱して座っている。

「降りましょう。爆発するかもしれません」

　夕ゆう花かに促され、吹雪ふぶきやリカが降りていく。碓氷うすいも操縦士を担かついでヘリコプターから離れる。

「ああ……」

　碓氷うすいはヘリコプターを見て顔をしかめる。脇の木にプロペラが当たったのかひしゃげている。墜落を免まぬがれどうにか不時着を果たしたが、その衝撃でヘリコプターは壊れてしまった。

「怪け我がはない？」

　吹雪ふぶきの問いにリカがうなずく。墜落のショックは残っているが無事な様子だ。夕ゆう花かも香か流なれも怪け我がした様子はない。

　次に碓氷うすいは操縦士を確認する。が、すでに彼の息はなかった。

　体に突き刺さっているのは先の尖とがった鉄の棒だ。しかしこんな鉄の棒が操縦席にあったとは思えないし、操縦席が爆発した様子もない。だとしたら……。

「バットが」

　吹雪ふぶきが焦あせったように周囲を見回している。碓氷うすいも気づいた。バールがヘリコプターの中だ。安全確認していない場所で得物を手放すことはあってはならないことだ。

　ここはどこだ？　すぐ横に倉庫が見える。だとしたらバリケードの内側だ。

「油断しないで」

　香か流なれが日本刀の柄に手を添えた。

「すでに囲まれてる」

　碓氷うすいたちは身を寄せあうように集まる。倉庫の扉や周囲の木々の陰に人影が見えた。

「俺たちはゾンビ対策委員会のメンバーとハンターだ」

　碓氷うすいは意を決して叫んだ。もしも周囲にいるのがゾンビだったら宣戦布告となる。額から汗がぽたりと垂れる。囲んでいる気配は数人ではない。もしも人間でなかったら……。

　しばらく間を置いて、碓氷うすいたちの前に彼らが姿を現した。

　武器を持ってこちらを囲んでいたのは子供たちだった。
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　倉庫の屋上から見ると、フェンスにびっしりとゾンビが群がっている。

「なんか映画みたいです。こんな場面がありましたよね」

　リカが青ざめている。さすがにこれほどのゾンビを見たことはなかった。ここは諸島における物資流通のハブだった。ゆえに島民の他にも働いている人間たちがいた。元からいた島民と合わせて恐らく三千人以上。

「そのほとんどがゾンビになったのか」

　碓氷うすいは溜ため息いきを吐いた。だとしたらこの狭いスペースを三千のゾンビが囲んでいることになる。流通の中心だけあって崩壊は早かった。

　屋上には碓氷うすいたちの他に、子供たちの姿もあった。この島で感染を免まぬがれたのは四十三人。すべて中学生以下の子供たちだ。

「誰か状況を説明できる人はいますか？」

　夕ゆう花かが声を張り上げているが、子供たちは混乱している。説明をしてもらおうとすべての子供たちを集めたのだが、まったくまとまらない。というより夕ゆう花かの子供の扱い方が異様に下へ手ただった。

「委員会の人間として私が対応しますから、とか言ってたのにな」

　大人の姿を見て泣きだす子供などもおり収拾がつかない。ついにこちらに助けを求めてきたので吹雪ふぶきが対応することになった。

「じゃあ並んで。一人一個ずつだよ」

　吹雪ふぶきは自分が身につけていたアクセサリーやバッジを子供たちに配り始める。

「結局物で釣るんですね」

　夕ゆう花かは不満げにしているが、子供たちも落ち着きを取り戻す。

「吹雪ふぶきさんて、可愛かわいくてふわふわな感じで子供に好かれますよね」

　リカが感心している。吹雪ふぶきはこのゾンビの世界で、女の子らしさというやつを維持している。

「昔からそんな雰囲気だったけど、今のあいつは、新しいバットが手に入ったからちょっとゾンビを殴りに行こう、って言うような女になっちゃったけどな」

　リカと碓氷うすいが話す横で、子供たちから徐々に声が出始める。

「大人たちはやりたい放題だった」

　答えたのは一人の男の子だった。

「他の島に配るはずの食料を貯ため込こんでた」

　先ほど倉庫を調べてみたのだが、非常食などの量があまりにも多かった。横流しというか横領をしていたのだろう。さらに別の子供からも声が上がる。

「ゾンビもいないのにせっせとバリケードを作っていた臆病者だ」

　島の防壁は感染前から用意していたのだ。だが臆病だからではない。島民たちは汚けがれた血が海から来ると知っていたのだ。だからバリケードを用意した。

　だが、何な故ぜ二つも作ったのか……。

　そして最大の疑問は、大人たちはどこにいるのか。全員ゾンビになったというのか。だがそんなことはあり得ない。だとしたらすでにこの子供たちも感染しているはずだ。彼らが生き残っているということは、防衛している者がいるはずなのだ。

「あなたたちは、その頃から倉庫エリアで過ごしていたんだね」

　吹雪ふぶきも何か引っかかっているようだった。

「とりあえず四十人ぐらいだったら避難させないと」

　碓氷うすいはちらりと夕ゆう花かを見る。ここは東京の公務員の出番だ。

「ヘリが無事だったら、輸送も考えたのですが……」

　この子供たちを連れて、あのゾンビの大群を抜けられるだろうか。

「ヘリは直せそうか？」

　先ほどまでヘリコプターを調べていた渋しぶ谷やに聞く。

「いや無理っしょ。こんなの簡単に直せる技術があったら東京で技師をやってるよ。つまり島から出られない」

「いや、方法はあるだろ。とりあえず海まで出られれば最寄りの島まで出ればいい」

　ただし海に出られたとしても、そこからギャンブルになる。そしてあの問題が解決していない。操縦士に刺さっていた鉄の杭くいだ。もしもあれが地上から飛んできたものだったら……。

「ねえ」

　振り返ると香か流なれが立っていた。屋上にいなかったが何かを見つけたのだろうか。

　何か言いたげだったので、この場を吹雪ふぶきに任せ夕ゆう花かとリカを伴いついていく。香か流なれが案内したのは倉庫の地下エリアだった。

　薄暗い室内の棚に箱が並べられている。恐る恐る中を見ると、綿で保護された瓶が入っていた。ラベルには島の名前などが書かれていた。

「ウイルスでしょうね。ゾンビの口内から摂取した体液だと思います」

　夕ゆう花かが平然と言った。

「なんか本当にゲームみたいな話になってきたな」

　まさかここは研究施設を兼ねているのか。

「ウイルスの研究施設は東京にあり、様々なウイルスを集めるのも東京の指示です。諸島などで摂取したウイルスをここに運び保管していたのでしょう」

「研究員がいたわけじゃないのか」

「ここで研究する必要も設備もありません。ずいぶん丁寧にまとめているようですが……」

　夕ゆう花かは机に置かれたファイルなどに目を通している。

　さらに碓氷うすいはこの島の名前が書かれたラベルの瓶を見つける。

「多いな。ずいぶんこの島で集めたようだけど」

　この島で集められただろう体液はいくつもある。それが記号などで分類されていた。

「これってあの街の名前ですよね」

　ある箱を指さしたのはリカだった。香か流なれはそれを見てうなずく。

「あの街って？」

「香か流なれさんと一緒に滞在した街です。あまりいい話ではないのですが……」

　リカが香か流なれに断ってから、街のことを話してくれた。その街はゾンビの襲しゆう撃げきを防ぐために生いけ贄にえを捧ささげているという。この島は流通が激しいために、ハンターなどを通じて体液サンプルも持ち込まれたのだろう。碓氷うすいたちはやっていないが体液収集にも報酬が出るのだ。

「生いけ贄にえって、ゾンビと意思疎通ができてたのかな」

「あり得るとは思います。知能が長く残るタイプもありまして、ここに保管されているのはそんなタイプが多いですね」と、夕ゆう花かが同意する。

　碓氷うすいは何気なく棚に置かれたファイルを手に取った。

　書かれていたのはナンバリングされたウイルスと……なんだろうか。三日間、五日間、一週間……などの期間が表記されている。この島民たちはなんの情報をまとめていたのか。特に設備もないのに何の調査をしていたのか。

「まさか……」

　碓氷うすいは一瞬だけ思い浮かんだ考えを振り払った。まさかそんなことがあるはずはない。
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　すべての子供たちを集めて対話の場が持たれた。

　いつも食事をしているらしいホールに子供たちが座っている。

「結論から言いますと、ヘリコプターは修復不可能です」

　夕ゆう花かの言葉に子供たちが騒ぎだした。渋しぶ谷やや碓氷うすいが調べたが直せるような状態ではなかった。いや、たとえ直せたとしても撃墜の原因を探らねばヘリは飛ばせない。

　子供たちからも情報収集をしたのだが、彼らは何も知らなかった。ずっと倉庫に引きこもって生活していたのだ。フェンスに群がるゾンビから目を逸そらして生活していた。

「ですから、この島から脱出するにはゾンビと戦わねばなりません」

　子供たちが怒号を上げる。

「俺たちに戦えっていうのかよ！」

「お前らだけでやれよな」

　泣きだす子供も現れ、碓氷うすいは溜ため息いきを吐いた。

「泣きたいのはこっちだよな。やっぱりハンターは地道に旅をするべきだった」

「でも、子供たちもかわいそうだよ」吹雪ふぶきは複雑な表情をしている。「あの子たちの親とかがゾンビになってる。それを倒せって言われてもさあ……」

「自治体に十八歳以上の責任者がいない状況なので、あなたたちは保護されることになります。そのためにはまずこの島を出る必要があります。その話し合いです」

　夕ゆう花かは淡々と説明している。

「ハンターがゾンビを倒せよな」

「お前たちの仕事なんだろ」

　泣く女子を守るように、男子たちの声が大きくなる。

「あなた方の家族もゾンビになっていますが、ゾンビの殲せん滅めつには賛成でしょうか？」

　夕ゆう花かの言動は子供が相手でも容赦はない。

「あんなの家族じゃない」

　返ってきた言葉はそれだった。誰も反対する子供たちはいない。冷たくも見えるが、この残酷な世界では仕方のないことだ。

「ゾンビも倒せなかった役立たずだ」

　碓氷うすいはその言葉につい反応してしまった。

「それは違うんじゃないか？　この島の人たちは勇敢に戦ったんだろ」

「戦ってねえよ」

「それはお前たちが、ここに隠れてたから知らないだけだ」

　碓氷うすいの強い口調に場が沈黙した。

「この世界では大人も子供も関係ないぞ。平等に感染してゾンビになる」

「ねえ、その辺にしておきなよ」

　吹雪ふぶきが碓氷うすいの横っ腹を突いた。沈黙が流れ夕ゆう花かが引き継ぐ。

「あなた方の選択は二種類あります。まずこの島から強引に脱出すること。またはこの島で暮らしゾンビを殲せん滅めつすること」

　夕ゆう花かは指を二本立てた。

「前者はリスクが伴います。五十人近い人間を無傷で島外に運ぶことはほぼ不可能でしょう。そして後者は時間がかかります。ゾンビを殲せん滅めつするためにはここにいるハンターたちだけでは不可能です。永続的に島にハンターを呼び込む必要があります。そのためには自治体としての活動を再開するしかありません」

　だが子供たちから建設的な意見が出ることはなかった。世界が崩壊してから未いまだに現実を見つめておらず放棄している。彼らはどうやってこの過酷な世界で生き残ってこられたのか。

　子供たちの意思統一は諦め、碓氷うすいたちで目下の作戦を練ることにした。
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「これが島の簡易マップです。Ａの倉庫を囲むのが第二バリケード。Ｂを囲むのが第一バリケードです。Ｃエリアの外周が海岸線ですね」

　夕ゆう花かがシンプルな島の地図を作った。

「Ｂエリア、つまり二つのバリケードに囲まれた帯状のエリアに多くのゾンビがいます。そのゾンビが壁となり、Ｃにある港までの移動を阻はばんでいるということです」

「子供を引き連れてＡからＣまで移動しなきゃいけないってことか」

　そのためにはゾンビが徘はい徊かいしているＢエリアを突っ切る必要がある。フェンスやバリケードを伸ばして安全な道を作ることは物理的に不可能だ。

「障害物バンカーしかねえな」

　発言したのは渋しぶ谷やだった。

「Ｂの危険地帯には飛び石のようにバンカーを設置してＣまでのルートを作る」

　バンカーとはハンターの専門用語で、対ゾンビ用の障害物を示す。時には盾となり、時には攻撃拠点、そして一時的な避難場所であり見張り台としても使える。

「距離は最短で二百メートルぐらいだ。十メートルおきに設置するにしても二十個ですむ。バンカーなら昔にいくつも作ったことがある」

「それでも二十個か」と、碓氷うすいはうんざりとする。

「ハイウェイを敷くよりは簡単だろうが」

　次の日から碓氷うすいたちは計画を実行した。まずはフェンス越しのゾンビの討伐だが、このような場所での戦闘は簡単だ。バリケードに上ってハンマーを振り下ろせばいい。

　問題は処分だ。ゾンビは死者とされるが生きている。初めから腐っているが、死ぬとさらに異臭を発して腐っていく。それを防ぐためには燃やすしかない。海に捨てるか土に埋めるかしてもいいのだが、海産物や作物への風評被害が発生する。

　そんな労力もあり計画は極めてスローペースで進んだ。ゾンビ討伐はゲームとは違い過酷な作業だ。どんなに安全にゾンビを倒せても、その後処理が待っている。ゾンビを百体倒したとすれば、処理するべき汚染廃棄物が約五トンも生じることになる。

　だが、その問題は少しずつ解決されていった。

　手伝ってくれる子供たちが出てきたのだ。ゾンビ対策委員会の夕ゆう花かに、ゾンビについての正確な情報を求めるようになり、碓氷うすいたちハンターの指示に従うようになった。

　碓氷うすいたちが倒したゾンビを焼却炉に運び、その灰をドラム缶に詰めるなどの作業を手伝ってくれるようになった。

　──あんなの家族じゃない。

　彼らが言った言葉は恐らく偽りだった。感染しても仲間や家族だという気持ちは消えない。だからこそ真実を見つめずに彼らは引きこもっていた。しかしゾンビを目まの当あたりにすることで彼らは変わっていった。目の前にいるのは人間ではなくゾンビだ、と。

「これは正常な反応です」

　夕ゆう花かが言った。友人や家族が感染した場合の反応は、大人と子供で大きく違うらしい。大人はいつまでもゾンビに対しても友人や家族と見ている。だが、子供はゾンビはゾンビだとはっきりと割り切ってしまう。

「子供はゾンビの醜さを許容できないのです」

　過去に築いた人間関係よりも、恐怖や気持ち悪さのほうが大きい。だからこそハンターは若い人間のほうが適合するとされる。

　作業は少しずつ順調に稼か働どうし始はじめ、島に来てから五日ほどが経たった。

「……一気に減ったな」

　碓氷うすいは吹雪ふぶきと並んでバリケードを眺めていた。

　今までフェンスに群がっていたゾンビたちの姿がほとんど見えない。碓氷うすいたちがすべてを倒したわけではなく、いつの間にか消えたのだ。

「逃げたんじゃない？」

「いや、危険を感じて逃げる知能はないだろ」

　ここにいるのは全身が腐敗しているゾンビなのだ。

「まあでも、これでルートが作れるじゃん。あの子たちを逃がしてあげないと」

　吹雪ふぶきはあっけらかんとしている。この頃には碓氷うすいたちは子供たちと仲良くなっていた。子供たちは潜在的に保護者を欲ほつしていたのだろう。

「次の段階に行くべきだな」

　それは危険エリアでのバンカー設置だ。危険エリアを突っ切るルートが確保できれば、子供たちを連れて逃げられる。

　港には手て漕こぎのボートなどもあるはずだ。そして最寄りの島まで逃げるしかない。話し合いを繰り返した結果、ほとんどの子供たちは島を捨てて逃げることに賛同していた。彼らも汚染されたこの島で生きていくことは不可能だと察しているのだ。

「そろそろ戻ろう」

　碓氷うすいは周辺の見張りをしていた子供たちに声をかけた。武器を持っているのは比較的体の大きな男の子たちだ。彼らは周辺の見張りを買ってでてくれていた。

　倉庫の屋上に戻ると、リカが中心となり女の子たちが食事を作っている。火を焚たくことを恐れて冷たい食事ばかりだったが、今はカレーライスなども作れるようになっていた。

　そんな光景を見て思った。リカも子供たちと一緒に受け入れてもらえばいいのではないか？　保護者を失った子供たちは、国のルールにのっとって正式に移住が進められる。そんな中にリカを入れることができれば……。
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　碓氷うすいたちはバンカーの設置を開始した。周囲にゾンビの姿が見えなかったが、それでも慎重にバンカーを作りながらルートを作っていく。バンカー制作には倉庫にある廃材などを利用した。製材や運搬は労力だったが、渋しぶ谷やの指示のもと子供たちが協力してくれた。

　それから三日後、ついに危険エリアを踏破するルートが確保できた。

　碓氷うすいの目の前には廃材で作った第一バリケードがある。そしてその向こう側にはゾンビの姿はない。つまりゾンビが多くいたのは二つのバリケードの間だけだった。人間が作った防壁の間にゾンビが入り子供たちを閉じ込めていたのだ。

「この様子だったらすぐに逃げられるかも」

　吹雪ふぶきも向こう側にゾンビがほどんどいないと判断した。あとは港を占拠しているだろうゾンビを殲せん滅めつして、本格的な逃走の準備をすることになる。

「ていうか、もう海に出られるんじゃないか？」

「ゾンビは泳げないし楽勝でしょ」

　後ろにはバットを構えた子供たちがいる。

「油断しちゃ駄目よ。そういったときにゾンビは襲おそってくるんだから」

　吹雪ふぶきが彼らをたしなめる。

「俺たちの油断にゾンビが気づくんなら、もう人間は滅んでるんじゃない？」

「それは教訓ではない。ゾンビは油断した人間を感じ取る能力がある。だから常に緊張感を保つこと」

　香か流なれが静かに言った。それはハンターの間でよく耳にする言葉だった。ゾンビは油断した瞬間に襲おそってくる。それまで死体のように動かなくとも、一瞬でも人間が油断した隙に動く。音なのか臭いなのか電波なのかわからない。だが、その言葉はハンターのいく人もの感染によって作られた確固たる事実だった。

「吹雪ふぶきちゃんみたいな可愛かわいい人が生き残ってたんだから、大丈夫だって」

　相変わらず吹雪ふぶきは子供たち、特に男の子の人気があった。

　その横で突っ立つ香か流なれに、女の子たちが近寄ってくる。真っ赤なワンピースで日本刀を持つ香か流なれは、女の子たちから妙な尊敬を集めているようで、真っ赤な服を着て木刀を振る女子たちが増殖していた。

「大丈夫、香か流なれさんも可愛かわいいから。とっても可愛かわいいですよ」

「こんな綺き麗れいな人を見たの初めてです。とっても美人さんです」

「……やめてちょうだい」

　香か流なれは困惑していた。ゾンビを倒せても、子供たちは苦手な様子だ。

「油断なんてしてないから大丈夫。ちゃんと言われたように見張ってる」

　リーダー役の男の子が振り返る。倉庫からここまでのルートにはバンカーをいくつも設置し、その上には見張り役を立たせている。ゾンビの姿を発見次第戻れるようにしているのだ。多人数で活動できるのは強みだった。

「あっち側にゾンビがいないようだったら、港の様子を見てくればいいよ」

　碓氷うすいが止めようとしたが、彼はバリケードを身軽に上っていく。木材とフェンスで組み合わせた柵の上に立って海側を見やる。

「……やっぱりゾンビの姿はないよ。そんなにビビることないって」

　バリケードの上で彼がこちらに振り向いた。

「やめなって、吹雪ふぶきさんと香か流なれさんも言ってんじゃん」

　ついてきていた女の子が彼を注意した。

「なあ菜な々な美み、海が見えるぞ」

「ほんと？」

　彼女はつい表情を緩めてしまう。碓氷うすいは溜ため息いきを吐いたが仕方ないとも思った。中学生ほどの彼女は、子供としての多感な時期の大半を怯おびえて暮らしたのだ。この五年間は島で過ごしながらも海に出たこともないはずだ。

「ほら、見てみろって」

　彼が少女に手を伸ばしバリケードの上に引き上げる。碓氷うすいと吹雪ふぶきは顔を見合わせて苦笑いした。彼らの心が完全に死ぬ前に助けだせてよかったのかもしれない。

「あとは港で船を探すだけだな」

「きっと大きな船が見つかると思うよ」

　吹雪ふぶきが妙に自信ありげだ。

「このところ乗り物が順調にランクアップしているからね。自転車からバイク、そしてヘリの次は豪華客船とか」

　常にプラス思考でいろというのはこの世界で暮らすための鉄則だ。

「あの子たちを助けられれば、私たちもハンターになった価値があるかもね」

　吹雪ふぶきが海を見つめる二人に視線をやっている。世界は汚染されたとしても人間が終わったわけではない。緩やかに破滅に向かっているにしても、終わりは今ではない。

　バリケードの上でよろりと少女がバランスを崩し、それを彼が支えた。恥ずかしそうにうつむく二人、それを見て微笑ほほえむ碓氷うすいたち。その瞬間は完全に誰もが弛し緩かんしていた。緩んだ心の中に油断が侵入した。

　気配を感じて背後を向く。そこには──ゾンビはいない。香か流なれが立っているだけだ。だが碓氷うすいは見た。香か流なれの瞳孔が広がっていく。

「ぎゃっ」という声が聞こえた。

　振り返って見たのは抱き合う二人だった。その二人を鉄の杭くいが貫いている。同時に碓氷うすいと香か流なれは動いていた。バールを構えて周囲を確認する。

　串刺しになった二人はバランスを崩してバリケードの外側に落ちる。それを見て吹雪ふぶきが走りだそうとしたが、碓氷うすいはそれを止めた。

「……噓うそだろ」

　碓氷うすいは吹雪ふぶきの腕を握ったまま棒立ちになっていた。バリケード越しに見えたものがあった。それはゾンビでもなく人間でもなかった。

　巨大なゾンビらしきもの、だった。

　体は腐ってはいないが炭化したような真っ黒な皮膚に覆われている。三メートルはあるだろう体と肥大した手足。真っ赤な燃えるような両眼がこちらを見据えていた。

「特殊体スペクターよ」

　香か流なれの声は震えていた。

「製薬会社が作ったモンスターの話か？」

「単純な配合。強い体液を混ぜて感染させるとたまに希少種ができる。そんな個体をスペクターと呼んでいる」

　配合という言葉は聞いたことがある。ゾンビには感染速度や個体の強さなどの個性がある。サラブレッドのように感染速度の遅い個体を作ろうとされたこともあったが、それには人間の感染が必要だ。よってそれらの研究はタブーとされている。

　まさかこの島はそんな禁忌を犯していたというのか。人間をあえて感染させるような配合が、この島で行われていたとしたら……。

「下がって！」

　香か流なれの叫びと同時にバリケードが揺れる。向かってきたゾンビが激突したのだ。

「わあああ……」

　吹雪ふぶきがその場にへたり込む。ゾンビはこちらを攻撃したのではなかった。バリケードから落ちた二人に突進したのだ。そしてその肉を食い始める。

　まだ息があるのではないか？　しかしどうやって助けろというのか。いや、生きているにしろ食いつかれた時点で感染者だ。だからといってこの隙に逃げろというのか。子供の死体を利用して逃げることが正義なのか……。

　様々な思考が渦巻き体が動かない。それでも気づいたことがあった。ヘリコプターの墜落原因はこのゾンビだ。やつが鉄の杭くいを投げつけたのだ。そして桟橋に入った船を襲おそったのもこいつだ。この特殊なゾンビのせいで島が孤立した。

　横に立つ香か流なれが刀を抜いた。

「やめろ。あんなのは無理だ」

　碓氷うすいは首を振る。攻撃的なゾンビはまだいい。そして走るゾンビも受け入れた。だが目の前のゾンビはあまりに規格外だ。

「私はゾンビを恐れることはない」

　香か流なれはバリケードを駆け上がると跳躍する。着地と同時にゾンビを斬った。

　スペクターの咆ほう哮こうが響いた。

「吹雪ふぶきは子供たちを逃がせ！」

　子供たちは硬直したまま立ち尽くしている。

「碓氷うすい君は？」

「俺たちが止めているうちに倉庫へ！」

　碓氷うすいはバールを握ってバリケードを駆け上がった。子供でも平等にゾンビに殺される世界だ。だが、目の前で食われている残酷な光景に背を向けることはできなかった。

　バリケードが激しい音を立てて破壊された。スペクターが握った鉄パイプをスイングしたのだ。このゾンビは走る上に武器を使うのか。

「表皮が硬い」

　香か流なれがスペクターとの距離をはかっている。首を切断しようとしたが刃が通らなかったらしい。スペクターの首からはどす黒い液体が流れている。

　碓氷うすいはスペクターの背後を狙って忍び寄る。しかし乱暴に巨大な鉄のパイプを振り回しているために近づけない。というより日本刀の刃すら通らないこのゾンビをバールでなんとかできるのか。巨大なハンマーがあれば頭を潰せるかもしれない。しかし、このゾンビが大人しく頭を差しだしてくれるはずがない。

　パイプがコンクリート製の電柱にぶつかり激しい音が響く。碓氷うすいと香か流なれは樹木などの障害物に隠れながら隙を窺うかがうが、スペクターには近づけもしなかった。

「あっ」

　スペクターのスイングを避けた香か流なれがバランスを崩して尻餅をつく。すぐに碓氷うすいは石を投げて注意をこちらに引く。その隙に香か流なれはまくれたスカートを直してから立ち上がった。

「隙を見て逃げるぞ」

　碓氷うすいは香か流なれに言った。パワーも耐久力もあるゾンビだが、こちら側の唯一のアドバンテージはスピードだ。

「どこに逃げるの？　逃げたら追ってくるかもしれない。このゾンビは人間を積極的に襲おそうタイプよ」

　香か流なれはここでこのスペクターを殺す気だ。追ってこられたら、この化け物を倉庫エリアに引き寄せることになる。おそらく島民もスペクターに殺されたのだろう。

　ふと思った。これほどの化け物がいるのに、どうして今まで島の中心の倉庫エリアは無事だったのか。子供たちが引きこもっていたから気づかなかったのか。そしてさらに疑問がある。倉庫エリアを囲んでいた大量のゾンビはどういうことだ？　人間を食い尽くすスペクターが感染源でないとしたら、通常のゾンビによって感染したのか……。

　激しい金属音が反響した。香か流なれが打ちこんだ刀と鉄パイプがぶつかって火花が散った。よろめいたのは香か流なれだった。ゾンビの動きは単調だがパワーがある。

　その隙を突いて碓氷うすいはゾンビの背後から攻撃した。だが、バールの先端はゾンビの固い皮膚によって弾はじかれてしまった。まるで岩だ。ゾンビがこちらに向かってきたので、碓氷うすいは必死で距離を取る。こんな化け物をどうやって倒せばいい……。

「バンカーを使おう」

　碓氷うすいは戦場にあのエリアを選択した。ルート確保のためにいくつものバンカーを設置してある。バンカーは対ゾンビのために作った特殊拠点だ。

　碓氷うすいと香か流なれは破壊されたバリケードを飛び越える。

　ゾンビは強引に鉄パイプを振って迫ってくる。碓氷うすいと香か流なれは後退せざるを得ない。一定間隔に設置したバンカーを使って防御しつつ反撃する。あのとき油断して適当に設置していたら、碓氷うすいたちは一瞬にして死んでいただろう。

　それでもスペクターのパワーによってバンカーが破壊されていく。このまま後退し続ければ倉庫エリアに到達してしまう。何か反撃する方法はないものか……。

「私は兜かぶと割りの技術を持ってる」

「はあ？」

　発言の意味がまったくわからない。

「ちゃんと修行した。だけど、そのためには相手の動きを止めないと」

「俺にゾンビにタックルしろとでも？」

「できるのならば」

　碓氷うすいは香か流なれを無視してバンカーの陰に隠れる。このままではじり貧だ。何か作戦を考えろ……。「ああ……」

　碓氷うすいは絶望的に呻うめいた。人影が見えたのだ。それはこの危険エリアにいたゾンビたちの姿だった。騒ぎを聞きつけてこちらにゆっくりと迫ってくる。目の前の化け物とゾンビの挟み撃ちになったら本当に終わりだ。

　振り返ると倉庫エリアのバリケードの上で吹雪ふぶきと渋しぶ谷やが叫んでいる。もうここまで後退してしまった。このまま化け物をあそこまで運んでいいのか？

　轟ごう音おんが響きバンカーが破壊された。碓氷うすいは後退しながら絶望する。設置した残りのバンカーは一つだ。

　このままではなす術すべがない。目の前のスペクターも倒せないのに、出現したゾンビ集団と戦えるはずがない。倉庫に逃げ込むしか方法はないが、それでは最後の防衛ラインであるバリケードが破壊され、子供たちが食い殺される……。

　今までどうやって守ってきた？　島の大人たちはこのゾンビとどう戦ったというのだ。

　香か流なれが刀を握り直した。目を見てわかった。彼女は捨て身の特攻をするつもりだ。

「待て！」

　碓氷うすいは彼女の腕をつかんで止めた。

「離して。私はゾンビから逃げない。たとえスペクターであっても敗北はない」

「これは逃走ではなく戦略だ。俺があいつの動きを止める」

　一つの推測があった。それはこの島の秘密だ。二重のバリケード、大人たちがすべてゾンビになった理由、大量のゾンビの体液サンプル……。

「でも」

「下がれ！　俺がやるから下がれ」

　碓氷うすいは香か流なれの胸を突き飛ばした。

「そして俺に何かあったらリカを……」

　香か流なれを見ると左手を胸に添え啞あ然ぜんとしている。それは初めて彼女が碓氷うすいに見せた感情だった。

「俺はハンターなんだ。だから覚悟はできている」

「いや、しれっと私の胸を触ったからショックを受けているだけ」

「とにかく下がれ。その話し合いは後だ」

　碓氷うすいは香か流なれをバリケードに下がらせ、バールを構えてスペクターと対たい峙じする。だが横からゾンビの集団が襲おそってくる。

「碓氷うすい君、逃げて！」

　バリケードで吹雪ふぶきが声を張り上げている。

「頼む！　俺たちは島の子供を守りたいんだ！」

　碓氷うすいは叫んだ。呼びかけたのはゾンビの集団だった。

「だから手伝ってくれ！」

　悲鳴を上げる吹雪ふぶきやリカの前で、碓氷うすいはゾンビの集団に飲み込まれた。

「……え？」

　目を閉じていたリカが顔を上げた。

　ゾンビたちは碓氷うすいを無視してスペクターに群がっていた。明確な意思を持ってスペクターに襲おそい掛かかっている。

　碓氷うすいはその隙に最後のバンカーに上っていた。今がスペクターの頭を砕く最後のチャンスだ。バールを振り上げるが距離がある。ゾンビたちに群がられ動きを止めた今しかないのに──遠い。スペクターはゾンビを振り切ろうと群がられたままバリケードへと突進した。

　そのとき赤い蝶ちようが舞った。

　バリケードの最高部から香か流なれが跳んだ。体を弧のようにしならせ日本刀を振りかぶる。彼女はスペクターの両肩に着地すると同時に刀を振り下ろした。

　──兜かぶと割りの技術だ。

　どす黒い血しぶきが舞い、スペクターの頭がぱかりと割れた。

　渾こん身しんの一撃を放った香か流なれはぐらりとバランスを崩した。スペクターには多くのゾンビが群がっている。あそこに落ちたら……。

「こっちだ！」

　碓氷うすいは手を伸ばす。香か流なれは頭から日本刀を引き抜くともう一度跳躍した。

　二人が伸ばした手は届いた。碓氷うすいはバンカーの上で香か流なれを抱きとめた。

「……本当に侍のようなことができたんだな」

「あなたこそ、まさかゾンビを操るなんて」

　碓氷うすいと香か流なれはバンカーの上で支え合う。

「血がついてる」

　香か流なれの顔についた黒い血をそっと拭ってやる。

「香か流なれがゾンビになったら強そうだな」

「……もしも私が先に感染したら、絶対にあなたを逃がさない」

「それは告白？」

「そう受け取ってもらってもいい。どちらにしろキスをするのだから」

　碓氷うすいは香か流なれと顔を見合わせて笑った。

　その横で頭を割られたスペクターがゆっくりと崩れ落ちた。

「ゾンビを操ったわけじゃない。対話したんだ。あのゾンビたちはまだ理性が残ってる」

　体は腐っても理性が残るタイプなのだ。それは偶然じゃない。あえて島民がそうしたのだ。

　理由はわからないが偶発的にスペクターが島で誕生したのだろう。バリケードがあったが人間ではスペクターの攻撃を防げない。そしてスペクターは人間を食うために強引に襲おそってくる。島が滅びるのは時間の問題だったはずだ。

　だから大人たちは自ら感染の道を選んだ。理性が残るタイプのウイルスを使いゾンビとなった。理由は子供たちを守るためだ。スペクターと戦える体を手に入れ、倉庫にいる子供たちを外に出さない壁となった。

「尊敬するよ。あんたたちは逃げたんじゃない。大切な人間のために戦ったんだ」

　本当の絶望から守るためにこの島のゾンビがいたのだ。倉庫エリアを囲むゾンビの集団は善意と慈愛からできた壁だった。そして島の大人たちはついにその目的を果たしたのだ。

　倒れるスペクターに群がり嚙かみつくゾンビたちの姿がある。

「碓氷うすいさん、香か流なれさん！」

　バリケードを乗り越えたリカが駆け寄ってくる。

「危ないよ、リカ」

　碓氷うすいはバンカーから飛び降りるとリカを受け止めた。

「よかった、本当によかった……」

　リカは碓氷うすいの胸の中で泣いている。

　そんなシーンを見た香か流なれが一瞬だけ微笑ほほえんだ。

「香か流なれちゃん」

　走り寄ってきた吹雪ふぶきが香か流なれを抱きしめた。

「……別にそういうのを欲ほつしていたわけじゃないから」

「こういうときに抱き合う一番目になってあげるから安心して。……あ、友達としてだよ」

　吹雪ふぶきは香か流なれから離れると、ぶんぶん両手を振っている。

「あなたは何を言っているの？」

　そんな二人の横で碓氷うすいはゾンビに視線を向けていた。スペクターが死にゾンビたちの目的が達成されたら、残った理性は瓦が解かいするように失われるのではないか。脳に刻み込まれたプログラムが消えてしまうとしたら……。

「今のうちに！」

　碓氷うすいはバリケードの内側にいる子供たちに呼びかけた。すべてのゾンビがスペクターに群がっている今が最後のチャンスかもしれない。しかし子供たちは石化したように動かない。

「港まで移動しますよ」

　こちらに出てきていた夕ゆう花かが子供たちに呼びかけている。だが、彼らは怯おびえたまま立ちすくんでいる。もしかしたら目の前の光景を見て真実を知ったのかもしれない。逃げていたと思っていた大人たちは、自分たちを守るためにゾンビになったのだと。

　そのことによってゾンビを家族や仲間だと認識してしまった。醜い死体ではなく、親や友人の成れの果てだと。ゾンビと向かい合うことを拒否して再び目を逸そらした。

「早くおいで！」

　叫ぶ吹雪ふぶきを碓氷うすいは制した。彼らはもう子供ではない。自分の意思で決断させるべきだ。

「来るぞ」

　渋しぶ谷やが後ずさる。スペクターに群がっていたゾンビたちがゆらゆらと立ち上がるのが見えた。決断するべきタイムリミットは過ぎ去った。

「やれるか？」

　リカに聞くと、彼女はうなずいた。

「準備はできています」

　碓氷うすいはバールを握りしめゾンビと対たい峙じする。この世界で一番必要なこと。相手がどんなゾンビであっても有効な行動がある。

「走れ！」

　碓氷うすいたちはゾンビに背を向けると一斉に駆けだした。ゾンビたちが追いかけてくるが、碓氷うすいたちは必死に走った。

　このゾンビの世界で生き抜くには、走って走って──

　世界の果てまで逃げ続けろ。
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「……結局こうなるのか」

　碓氷うすいたちは海にいた。

「でも変わらないですよ。この世界は海に囲まれているようなものなんです」

　隣に座るリカが島影を見つめている。

　ゾンビの追撃を振り切った六人は港で船を探した。しかし動く船はなかった。迫りくるゾンビたちを前に、碓氷うすいたちは救命ボートを見つけてそれに乗り込んだのだ。エンジンもついていないちっぽけなゴムボートで海に放り出されてしまった。

　いつまでも海を漂っているわけにはいかない。しかし、また陸地にたどり着けば、ゾンビとの戦いは再開される。

「思ったんだけど、もしも感染がゆったりとして理性も残るようなウイルスができたとしたら、それはゾンビなのかな？」

　吹雪ふぶきも島を振り返っている。やはり島のゾンビが気になっているようだ。

　碓氷うすいは思った。そんな配合だけが残っていき、もしかしたら健康的に生きる時間が長い新人類が生まれる可能性がある。だが、それは希望ではない。

「私たちは腐ってないゾンビに出会ったら殺すことができる？」

　ゾンビと人間の境界線が曖あい昧まいになっていけば、自分たちの苦痛と苦悩が増えていくだろう。もしかしたら自分たちは、これ以上ゾンビを深く知ってはいけないのではないか？　何も考えずに逃げて戦い……そして感染するのがこの世界での正しさなのではないか。

「きっと結論は出ない」

　碓氷うすいは空を見上げた。海に漂っていても解決しないだろう。ゾンビと人間の境界線を探すには、もっと世界を見る必要がある。もっと旅を……。

「あーあ、ヘリコプターまでいったのになあ」

　吹雪ふぶきもボートの縁に頭をのせて空を見上げている。

「ああ、吹雪ふぶきのわらしべ理論か」

「クルーザーどころか、食料や装備まで失っちゃった」

　武器は持ち出せたが、それ以外のほとんどの荷物を置いてきてしまった。

「物資などは委員会から報酬と物資の配給がありますからご安心を」

　夕ゆう花かの言葉に碓氷うすいと渋しぶ谷やは顔を見合わせた。「女神だ」と驚いていると、彼女はにこりと笑ってみせた。

「ハンターの援助は私の仕事です。そのためには、最寄りの島まで行かねばなりませんが」

「俺に任せてください」

　渋しぶ谷やが小さなオールでボートを漕こぎ始はじめる。スーツ姿でにこにことしている夕ゆう花かを見て、利用されている感もあったが、渋しぶ谷やの必死さが哀れなので口に出さずにおく。

「私も荷物を置いてきちゃいました。香か流なれさんの予備の服とかが入ってたのに……」

　リカが視線を向けたのは香か流なれだった。香か流なれの持ち物はあの日本刀だけだ。

「また集めればいいわ」

　青い海をバックに香か流なれの赤が映えていた。今なら少しだけ彼女の服装の意味がわかる気がした。ゾンビは単なる腐った死体ではなく、人間との境目も曖あい昧まいだった。同じくこの真っ暗な世界には地図も境界線も存在しない。

　だからこそ彼女は自分の居場所だけはわかるように、冷たい世界に肌を晒さらし、目立つ色をつけていたのだろう。

「一緒に探してやろうか？」

「ん？」

　碓氷うすいの言葉に香か流なれが首を傾かしげるようにしてこちらを向いた。

「ショッピングモールに買い物に行くなら仲間が必要だろ」

　赤いワンピースで戦う彼女をもう少しだけ見たいと思った。

「赤いワンピースなんて見つかるかな」

　吹雪ふぶきが言う。この世界で危険な服は生産されていない。

「見つかるまで探せばいい」

「そうだね、肌を見せて戦う女の子を守らなきゃね」

「もしも見つからなかったらシャネルの五番で代用すればいいし」

　碓氷うすいの言葉に、香か流なれと吹雪ふぶきが顔を見合わせ溜ため息いきを吐いた。

「……こんな場面でそういうこと言うのね」

「碓氷うすい君は言うんだよ」

　そんな彼女たちを横目に、碓氷うすいはオールを握って渋しぶ谷やと共に漕こぎ始はじめた。

　とにかく次の場所だ。ゾンビがいる場所であっても、海の上を漂っているよりはマシだ。

「次はどんな場所でしょうね」

　リカが波間を撫なでている。

「どんな場所でも、ゾンビはいると思うよ」

「たとえそうであっても、私はあそこから降りてよかったと思ってます」

「ゾンビに襲おそわれても？」

「私はずっとゾンビに怯おびえていました。そして地上に降りてからも怯おびえています。でも、今の恐怖のほうが正しいんです」

　正確な恐怖を持て。それはこの世界で生きていくための厳格なルールだ。

「きっと苦悩や苦しみの総量は崩壊前も後も変わらないんです。ただ、ゾンビに置き換わっただけ。そして世界を正しく歩くには目を逸そらしてはいけません」

　もしかしたらリカは姉の真実を察しているのだろうか。だが、今はそれを聞くときでも伝えるときでもなかった。

　旅を続けてもいいと思った。たとえどんなゾンビや街があろうとも、自分には仲間がいる。そして旅を続けて彼女との距離が縮んだのなら、そのときに真実を……。

「ゾンビを、いえ、世界を正しく見つめれば、正しく笑えるんだと思います」

　顔を上げたリカは笑っていた。

　その微笑ほほえみは姉のそれとそっくりだった。

　この残酷な世界の美しさを彼女の微笑ほほえみで知った。今度は自分が教えてあげる番だろう。

　暗闇が広がっていようとも、深呼吸をしてから跳びだせばいい。死者の囁ささやきよりも速く走れ。地図にないこの世界の風を感じて歩きだせ──。

　たとえ世界が終わっても旅は続く。







　あとがきの街




「暇だね」

「ていうか、こんな辺へん境きようのコンビニに客なんて来ないよね」

「でも、さっきの人かわいかったね。誰かの格かつ好こうに似てた。えっと……ミア？」

「それはアリス・イン・ワンダーランドのミアじゃね？」

「バイオハザードのミラと間違えたかも」

「アリス違いしてるなって気づいてた」

「あのハンターたちのライセンス見たら苗みよう字じがみんな地名だったね」

「ゾンビランドかっつーの」

「女の子は日本刀とかピンクのバットでキャラが立ってたね」

「でも男の子たちは武器がブレてね？」

「虫取り網とかに手を伸ばしてたよね」

「いろいろ試しすぎて、わけわからなくなってるんじゃね？」

「花火とかも買ってたよね」

「花火で動かなくなるゾンビは、ランド・オブ・ザ・デッドだけだっつーの」

「結局虫かごも買って、スイカありませんか？　とか聞いてきたね」

「買い物してるうちに夏気分になってんじゃねーっつうの」

「それにしても暇だね」

「その割にはシフトきつくね？」

「二人しかいないしね」

「ていうか、このコンビニで最初にゾンビになった男がいたじゃん」

「彼女が泣いてたよね。エッチしてた私も感染だって」

「そしたら隣の女の子も泣いてて、二ふた股またがばれて修しゆ羅ら場ばったんだっけ」

「別の人たちも次々に真まっ青さおになって……私たち以外みんな関係を持ってたんだね」

「それってよく考えたら寂しい話じゃね？」

「あ、外の店長がなんか変な動きしてる」

「ゾンビになっても理性が残るタイプとか言ってたけど、もうやばくね？」

「店長駄目かもね」

「私たちももう駄目かもね」

「そろそろ転職する？」

「でも、私たちコンビニバイト以外したことなくね？」

「なんか暮らしにくい世界になったね」
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

土橋です。世界の終末にそなえて逃げる場所の目星をつけています。
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

我が家の飼い猫の中に二階のみ出入り自由なコがいるのですが、ノミが大発生してただいま駆除中です。なぜ完全室内飼いにしないのかって？？　めっちゃ怒るんですよ…







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部
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「白身魚先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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